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ネッ トカ フェ イペ ント 配布 用 ポス ター ( 2003 年 ) 


韓国 正式 サー ビス 開始 記念 


韓国 K AME X お よび 東京 ゲー- ム ショ ウブ ー ス ディ スプ レイ 用 イメ ー ジ イラ スト (2002 年 


ダウ ン ロ ー ド 用 壁紙 に 使用 され た イメ ー ジ イラ スト (2003 年 ) 
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クロ ニク ル サ ア ラプ デー ト 広 御用 イメ ー ジ イラ スト (2004 年 


に 


が 


コピ ーー ご 


ド 計 クロ ニク ル 1 アッ プ デ ー ト 用 ポス ター (2004 年 ) 


背景 製作 用 コン セブ ト ア ー ト (2 


16 


ト 、 
ンー 


背景 製作 用 コン セプト アー ト (2003 年 、 下 2 点 と も に ) 


ティ ー ザ ー ホ ー ム ペー ジ 用 コン セプト アー ト (2002 年 、 上 下 と も に 


1 で 


LINEAGE | 


び 清 RE 


党 皿 の 傘 華 問 本 聞 扶 へ 滞 更 ざ 沈 忌 肝 知 


「 リ ネー ジュ II」 の 世界 で 、 最 も 人 
ロ が 多い 種族 ・ ヒ ュー マン 。 現実 世 
界 の 人 間 と 変わ ら な い 外 見 に 親近 感 
が わき や すい の か 、 フ ァ ー ス トキ ャ 
ラク ター に 選ぶ プレ イヤ ー は 多い 。 
イラ スト で は 無骨 な 熱 練 戦 士 と いっ 
た いで 立ち の 一 方 、3 D モ デリ ング 
の 方 は いか に も 若者 と いっ た 風 魏 。 
ファ ンタ ジー 戦記 モノ の 主役 ば ずり の 
ルッ クス も 、 人 気 の 秘密 だ ろう 。 


[ヒュ ー マ ン | 男 ] 


騎士 然 と 深く あい さ つ を し 
て みれ ば 、 次 は 軽く 手 を 振 
て みた り 。 砕け すす ぎ ず 、 
適度 に フレ ンド リー な アク シ 
ョ ン の 数 々 も る ヒューマン と い 
う 種族 を よく 現し て いる 。 座 
りな が ら 、 見 上 げ る 空 に 想い 
描く 未来 は いっ 


SITTING 突撃 丁 思 な あい さ つ 


LINEAGE 


[ヒュ ー マ ン | 女 ] 


全体 的 に 、 女 の 子 と いう よ 
り も 、 妙 錠 の お 姉さん と いっ 
た ョ ン が 多い 


ファ イタ ー な ら 、 ア マゾ ネス の よ 
うな ワイ ルド 路線 や ジャ ン ヌ ダル ク 
の よう な 女性 騎士 路線 、 メ イジ で あ 
れ ば 敬 上 度 な シス ター 路線 …… これ 
だ け 選 択 の 幅 が 広い の は 、 フ ァ イ タ 
ー と メイ ジ の 外観 が 大 きく 異な る ヒ 
ュー マン な ら で は 。 種族 の 人 気 が 高 
いこ と も うな ず け る 。 特に 女性 で あ 
れ ば 、 よ り 自 分 に 似合う 装備 を 選ぶ 
こと も 楽し み の ひ と つと な る だ ろう 


つの 
* ア 


潮 . 人 洋吉 


し 
ァ 
の 
の 


の 基層 (Y 岩 沼 
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ババ で て 民 RY 


LINEAGE 


FIGH1EK 


[ヒュ ー マ ン ファ イタ ー] 


凡 刷 な こと こそ 才能 ! 
転職 の 幅広 さ は 全 種族 No1 


肉弾 ジョ ブ の 基本 ・ フ ァ イ タ ー。 高 め の 攻撃 力 
と 各種 攻撃 スキ ル を 持ち 、 ど ん な 武器 を 使っ て も 
優位 に 戦え る 。 た だ 、HP 回 復 手段 が 自然 治癒 し 
か な い (た だ し 、 リ ラッ クス スキ ル で 多少 回 復 を 
早め る こと は で きる ) こと に は 注意 。 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 


プア ァ アイ ター 


ダー クア ベン ジャ ー 


ヒュ ー マ ン ファ イタ ー か ら 派 生 す る ジョ ブ 


ファ イタ ー が 近 距 離 の 物理 攻撃 @ ウォ ー リ アー と 同じ く 近 接戦 闘 ゅ 短 刻 で 背後 か ら 攻撃 し ) 
に 特 化し た ジョ ブ 。 一 時 的 に 自分 中 心 と な る が 、 ナ イト は 防御 力 を で 地区 か ら 攻撃 し た りす る こと 
の 攻撃 力 を 高め る スキ ル を 持っ て 加 重 失 。 シ ー ル ド を 使っ た 各 衝 スキ を 得意 と する ジョ ブ 。 ク リティ カ 
お り 、 効 率 よく 部 を 雄 蔵 す る こと ル や 、 英 の 状 対 心 を 高め る スキ ル ル ヒ ッ ト で 一 気 に 大 ダメ ー ジ を 与 
が で きる 。 パーティ 織 で は 、 ア タ を 駆使 し 、 タ ー ゲ ッ ト を 和 焦 め る タ える こと が で きる が 、 打 た れ 克 い 
ッ カ ー 役 と し て 活躍 する ンカ ー 役 を 一 手 に 引き 受け る と いう 再 点 も ある 


WARLORD 畔 PALADIN 


ウォ ー ロ ー ド し ラ ディ ン 


防 御 力 を 重視 する ナイ ト の 上 級 
ポー と の ジョ ブ 。 タ ンカ ー と し て 活躍 する 
ン を 使う \ 肖 イ ナイ ト の 基本 能力 は そ 
囲 を 攻撃 で K 回 復 や 補助 な ど を 司る 白 
、 1 対 捧 数 5 こ : きか ら ら な る 強化 が な され て いる ! 
騎士 だ 


TREASURE HUNTER | HAWK EYE 


[トレ ジャ ー ハ シタ ー ホー クア 人 ] 


グ の 上 級 ジ ョ ブ の 1 


HUMAN 


魔法 使い の 初期 ジョ ブ が 、 こ の メイ ジ 。 魔法 使 
い ジ ョ ブ は 攻撃 系 回 復 系 召喚 系 の 3 つ に 大 別 
で きる が 、 ヒ ュー マン メイ ジ は どの ジョ ブ で も 大 
成 で きる 可能 性 を 秘め て いる 。 た だ 、 詠 唱 速度 が 
遅い の で 、 マ スタ リー 系 の スキ ル で 補完 し よう 。 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 


上 級 ジ ョ ブ 。 四 大 元素 を 基 
に し た 魔法 を メイ ン に 、 簡 単 な 召 
嘩 魔法 を ども 使う こと が 可能 だ 。 
パー ティ 戦 で は 、 強 力 な ダメ ー ジ 
源 の アタ ッ カー と し て 活躍 で きる 。 


[| ヒューマン メイ ジ ] 


WE 雪野 へ の 道 が 用 意 さ れる 
あら ゆる 可能 性 を 秘め た 魔術 師 


の 上 組 
攻撃 手段 が 称し いため ソロ は 部 し 
い が 、 ヒ ー ラ ー 役 と し て パー ティ 


大 元素 魔法 を 極め た ウィ ザー 
ド の 上 級 ジ ョ ブ 。1 対 1 で も 1 対 
複数 で も 、 比 類 な き 攻撃 力 を 誇る 。 
た だ 、 そ の 代償 と し て 自身 の 胸 瓦 
さ が あ り 、 本 当 に 活躍 する た め に 
は タン カー と の 連携 が 必要 と な る 。 


ROMANCER. 
本 


ウィ ザー ド の 上 級 ジョ ブ で 、 量 
黒 魔法 の 使い 手 。 英 の HP を 吸い 
取っ た り 、 毒 で 徐々 に ダメ ー ジ を 
与え る な どの 間接 的 な 攻撃 が 特徴 。 
また 、 ゾ ン ビ を 召喚 し て 、 自 分 の 
代わ り に 戦わ せる こと る 可能 だ 。 


喚 魔 法 に 特 化 
ド の 上 級 ジ ョ ブ 。 召喚 に は コス ト 
が か か る が 、 状 況 に 応じ た 召喚 獣 


の を 呼び 出す こと で 、 物理 攻撃 、 訂 


法 攻撃 、 一 時 的 な タン カー 役 な ど 、 
あら ゆる 局面 で 活躍 で きる 。 


を 極め た クレ リッ ク の 上 親 ジョ ブ 。 
クレ リッ ク 同 様 、 バ パー ティ プレ イ 
で は 必須 の 存在 で ある が 、 そ れ だ 
け に ビシ ョ ッ プ の 立ち 回 り 自体 が 


味方 を 強化 する 魔法 を 得意 と す 
る クレ リッ ク の 上 級 ジ ョ ブ 。 決し 
て 派手 で は な い が 、 高 レベ ル の 強 
化 魔法 の 効果 は 計り 知れ な い 。 ま 
た ヒュ ー マ ン メイ ジ 系 で は 、 唯 一 


重 装 備 が 着 ら れる ジョ ブ で も ある 。 
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LINEAGE 


上 妥 EACES PATTERN Wo 


[フェ イス パタ ー ン | いる 。 豊富 な 髪型 が 用 意 さ れ て いる の 


で 、 好み に 合わ せ て チョ イス し よう 
女性 陣 に ロン グ へ アー が 見 あたら な い 
ヒュ ー マ ン ファ イタ ー の は 、 開 発 者 の 趣味 だ ろう か ? 


引田] 


ヒュ ー マ ン メイ ジ 


中 男 ] 


SIAKT 
2OINT 


[スタ ー ト ボイル ント] 


アデ ン 大 陸 マ ッ プ の 最 南 端 に 位置 
する 小さ な 孤島 、 話 せる 島 が ヒュ ー 
マン の 序盤 の 拠点 だ 。 フ ァ イ タ ー と 
メイ ジ で 、 ス ター ト 地 点 が 異な る 点 
も 特徴 の 1 つ 。 プレ イヤ ー 人 口 の 比 
率 も 高く 、 話 せる 島 の 村 の 賑わい は 
他 種族 の 初期 村 を は る か に 上 回 る 


HUMAN FIGHTER 


POINT 


ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 
スタ ー ト ボイン ト と 
セドリ ッ ク の 道場 


ヒュ ー マ ン メイ ジス ター ト ボ イン ト 
ァ アイン ポット 
魔法 学校 


HUMAN MAGE 


POINT 


初期 村 話せ る 島 の 村 の 部 .mWy) 


\W 


で 党 ( 二 史 人 党 る 明 人 で み rS 運 が 革 鈴 党 交 若 史 間 


LINEAGE 


と が っ た 耳 を 持ち 、 線 の 細い 輪郭 
に 整っ た 目鼻 立ち の 美しき 森 の 民 。 
そん な 王道 的 ファ ンタ ジー 作品 の イ 
メー ジ を 、 本 作 の エル フ も 踏襲 し て 
いる 。 イ ラス ト の みな ら ず 、 ゲ ー ム 
中 で も る 、 そ の は か な げ で どこ か 気品 
の あふ れる 雰囲気 は 、 見 事 に 再現 さ 
れ て いる 。 美 珍 き の プレ イヤ ー は 、 
まず エル フ を チェ ッ ク す る と ころ か 
ら 始 め て は いか が だ ろう か 。 


rmrseyeP 


ーー っ 


RUNNING 


SITTING 


女性 エル フ も 男性 と 同じ く 、 


I W 


ィ / 


で も 「 笑 い 」 は 、 今にも 「 お 
ー つ っ ほっ ほっ ほ 」 な ど と 開 。 
えて きそう だ 


RUNNING 


SITTING 


30 


に 


垢抜け な い イ 嘩 ジ の ある ヒコ ー 
マン と 違っ て 、 全 自ら る その 高綱 さ 
が 漂っ て くる 女性 宣 ル ルフ ョ キャ ラ 人 
気 も 高く 、 常に 上 位 還 億 置 じ iC いる 』 
機 数 な 動き で 、 長い 金髪 大 要 が か 隊 
な が ら 走 り 去る 姿 は 、 誰 も が 刊 度 は 
目 を 奪わ れる こと だ ろう 。 また 、 界 
メー ジイ ラス ト に 数 多く 登場 し て い 
る こと か ら 、 本 作 の メイ ン キ ャ ラク 
ター と し て の 印象 も 非常 に 強い 。 


邊 ば ご 涼 療 て KNS7S 末 凌 幸 の 況 宮 


2 


5 


PU リン 5Y 


KN 


LINEAGEl 


ELVEN 
FIGH1TEK 


[エル ヴ ン ファ イタ ー] 


素早 い 攻 撃 で 敵 を 翻弄 する 
ヒッ ト & ア ウェ イ 型 ファ イタ ー 


エル フ の 肉弾 戦 ジ ョ ブ の 基本 形 。 前 述 通り 攻撃 
力 は 低い が 、 そ こ は 手 数 で カバ ー! 弓 に よる ヒ 
ッ ト & ア ウェ イ も 、 機 動力 の 高 さ を 生か せる 戦術 
だ ろう 。 ま た 、 初 期 ジ ョ ブ で も HP 自己 回 復 スキ 
ル が 使え る の で 、 ソ ロ で の 性 能 も 高い 。 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 2 次 転職 後 


エル ヴ ン ファ イタ ー | 2 


エル ヴ ン ファ イタ ー か ら 派 生 する ジョ ブ 


ELV EN KNIGHT ELVEN SCOUT 
[テル ヴ ン スカ ッ ウト] 


エル ヴ ン ファ イタ ー の 上 級 ジ ョ 


ブ で 、 ヒ ュー マン の ナイ ト 同 様 に 
防 竹 力 が 高め 。 た だ エル ヴ ン ナイ 
ト は 、 自 己 回 復 や 杭 生 魔法 な ど を 


人 谷 う こと が で きる の で 、 狼 自 の ア 


ド バ ン テ ー ジ が 取れ る 。 


弓 で の 攻撃 に 特 化し た エル ヴ ン 


ファ イタ ー の 上 級 ジ ョ ブ 。 移動 束 
度 が く 、 適 中 攻撃 に 適し た パラ 
メー タ の エル フ に と っ て 、 比 較 的 
適し た ジョ ブ と いえ る 。 自己 回 復 


の スキ ル が 使 
、 味 方 全体 の 防 
ーー る 効果 を 持 っ 。 


ワン / だ ば / 
短剣 に よる 攻撃 
こ ン の トレ ジ 
に スタ イル は 似 て いる も 
撃 力も 移動 速度 も 勝 
め 、 より 優 位 に 載 う こ と が で きる 。 


FLVEN 
MAGE 


[エル ヴ ッ シメ イジ ] 


攻撃 で も 回 復 で も 活躍 で きる 
高 可 な 魔法 吉 唱 が ウリ 
魔法 系 ジョ ブ の 基本 。 魔法 で 獲物 を 引っ 張っ て 

狩り を する こと が 多い 魔法 系 ジョ ブ と し て は 、 持 

ち 前 の 機動 力 の 高 さ は 大 き な ア ド バ ン テ ー ジ 。 精 


財力 を 借り た 魔法 を 得意 と する 反面 、 暗 黒 魔法 
に 属す る も の は 一 切 使う こと が で き な い 。 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 2 次 転職 後 


エル ヴ ン メイ ジ 


ELVEN WIZARD 


上 エル ヴ ン ウィ ザー ド 


SPELL SINGEK ELEMENTAL SUMMONER ELDER 


ス ヘ ル シ ン ガー エレ メン タル サマ ナー エル ダー 


EAN( トド PA | | ERN エル フ は ジョ ブ に よる 外見 の 変化 は 
な い 。 目 の 前 の エル フ が ファ イタ ー な 


< クーー ッ の か メイ ジ な の か は 、 身 に 着け て いる 
[テイ スン グ ン | 装備 で 判断 する こと に な る 。 男女 と も 
に 美形 ぞろい だが 、 女性 に ショ ー ト へ 
エル ヴ ン ファ イタ ー& エ ル ヴ ン メイ ジ 」 6 sdM 


ピ I 肘 


『 ず TV 


3 の ーー ELF 
マッ プ 中 央 より 少し 北側 に 位置 し S | AR P()I N | 
て いる 、 万 単位 の 樹齢 を 超え て いそ 
うな 巨大 な 世界 樹 が 、 エ ルフ の スタ [スタ ー ト ポイ ルト | 


ー ト 地点 。 そ の すぐ 南 に 位置 する エ 
ルフ の 村 は 宙 に 浮か ん で お り 、 初 め 
て 訪れ る も の を 美 し さ で 魅了 する エル フス ター ト ボ イン ト 


世界 樹 


初期 村 エル フ の 村 % あ W) 
4 / 1 チコ 


LINEAGE] 


[ダー クエ ルフ 男 ] 


一 番 カ ッ コ イイ の は 、 何 と 
\ っ て も 走る 姿 。 前 令 次 勢 で 


IRUNNING 


SITTING 


青 褐色 の 肌 に 銀 右 を た た えた 、 エ 
ルフ の 対極 的 存在 ・ ダ ー ク エル フ 
その 絶対 的 な 存在 感 は 、 立 っ て いる 
だ け で も 思わ ず 目 を 奪わ れ て し まう 
ほど 。 イ ラス ト か ら も 伝わっ て くる 
悪 の オー ラ は 、 ダ ー ク ヒー ロー 好き 
な ユー ザー な ら 、 純 粋 に 「 カ ッ コ イ 
イ 」 と 心 と きめ いて し まう は ず 。 ま 
た 、 エル フ と の 確 替 や 行動 原理 な ど 、 
スト ー リ ー 面 で の 見 どこ ろ も 多い 


誠 泥 六 


憶 深 時 へ 甘 し せき 堂 促 且 S 


民 ざ / 就 導 (rC 


3 
トス 
4 


品 千 ン 


LINEAG 馴 | 


クイ まこ 


9 エ 


女性 エル フ の お 嬢 様 的 な 雰囲気 と 
は 正反対 の イメ ー ジ を 持つ 女性 ダー 
クエ ルフ 。 成 熱 し た 大 人 の 色香 を 放 
| つ プ ロボ ーション と コス チュ ー ム で 、 
男性 ダー クエ ルフ と は また 培う 意味 
で 目 を 引く 存在 で ある 。 イラ スト で 
は 片手 に ムチ 、 も う 一 方 の 手 に は 鋭 
い 爪 を 装備 し て お り 、 見 と れ て いる 
者 を 瞬 殺 する と いう 、 危 険 な 香り を 

放っ て いる 


DARK ELE 


DAKK ELE 
MATLE 


[ダーク エル ノン | 女 ] 


若干 角 度 は 浅い が 、 特 徴 的 
な 前 傾 姿 勢 で の 走り は 女性 も 
同様 。 し か し 座り ボー ズ は 男 
性 と は 異な り 、 女 性 ヒュ ー マ 
ン や 女性 エル フ の よう に 両足 
を 岳 に 重ね た 形 と な っ て いる 
ちな み に 、 一 瞬 ド キッ と する 
待機 ポーズ は 必見 


LINEAGE | 


Jah 


ダー クエ ルフ の 肉弾 戦 ジ ョ ブ の 起点 と な る 。 攻 
撃 力 の 高 さ に 加え 、 暗 黒 魔法 や 補助 魔法 を 使う こ 
と が で きる た め 、 初 期 ジ ョ ブ の まま で も 他 種 族 に 
比べ て 楽に 狩り を する こと が で きる 。 た だ し 、HP 
の 少な さだ け に は 留意 し て お こう 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 


ダー ク フ ァ イタ ー ] 5 


ダー ク フ ァ イタ ー か ら 派生 する ジョ ブ 


ポー クワ ファ イタ 
Ed とい うか 示 す よ うに 
防御 的 な 役割 を 果たす 。 メイ ン の 


り の 暗殺 者 


に と 短 刻 で の 級 い を 得意 と する 

ダー ク フ ァ イタ ー の 上 級 ジ ョ ブ 。 

人 プン バ 数 々 の 攻撃 スキ ル と 相手 の 行動 を 
の 妨害 する 魔法 を 使っ て 、 確 実に 和 
> を し と め る こと が で きる 。 文字 通 


SILLIEN KNIGH NM 


シリ エン ナ 人 イト 


BLADE DANCER 


2 コリ ンー 


DAKRK 
員 較 上 上 (GH IEK 


[ダーク ファ イダ ー] 


ハイ リス クハ イリ ター ン ! 
一 発 の 攻撃 に 賭け る アタ ッ カ ー 


ABYSS WALKER 


プ ビ スウ ォ ー カ ん aa 
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DAKRK 
MAGE 


[ダーク グ メ イジ ] 


魔術 師 と じ て 優れ た 面 と 
ハン デ の 画 方 を 合わ せ 持 つ 


ダー クエ ルフ が な れる 魔法 系 ジョ ブ の 起点 と な 
る の が 、 こ の ダー ク メ イ ジ 。 フ ァ イ タ ー の 物理 攻 
撃 同様 に 魔法 攻撃 力 が 高く 、 訪 唱 も 早い 。 一 見 、 
完璧 に 思え る が 、MP が 少な か っ た り 、 自 然 回 復 
が 遅かっ た り と いう 欠点 も あわ せ 持 つ 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 2 次 転職 後 


ダー ク メ イ ジ 


ダー ク メ イ ジ か ら 派 生 す る ジョ ブ 


DARK WIZARD SILLIEN ORACLE 


[シリ エン オラ クル 


SPELLHOWLERK | PHANTOM SUMMONER SILLIEN ELDEK 


ス ヘ ル ハ ツウ ラー [ファ ント ム サ マナ ー シレ 9 エ ン エ ル ガ ー] 
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LINEAGE | 


上 ACES PATTERN で 生 e 
[フェ イス パタ ー ン | 男女 で イメ ー ジ に か な り の 格差 が ある 


の が 印象 的 。 フ ァ イ タ ー と メイ ジ で 、 
選べ る フェ イス タイ プ に 差異 が な い 点 


ダー クエ ルフ ファ イタ ー& メ イジ ほ エ ルフ と 同和 だ 


に 


沿 
陸 


TIVIATIH YYVOT 


すず TVIMWYHH ず TH JHVT 


DARIK ELE 


2 START POINT 
ルフ の 信奉 する シー レン の 神殿 が 、 
彼ら の スタ ー ト 地点 。 巨大 な 神像 の し ゃ 
次 に 、 信心 深 さ が うか が える 。 ま た 、 [スタ ト ボ ポイ ント] 


神 破 か ら 西 、 山 裾 に ある 洞窟 を 抜け 
れ ば 、 ダ ー ク エル フ の 村 だ ダー クエ ルフ スタ ー ト ボイン ト 


シー レン の 神殿 


DARK ELE 
START 
POINT 


初期 村 ダー クエ ルフ の 村 % ぁ W) 


妥 INE へ GE 


強 症 な 肉体 と 精神 を 誇る 戦 。 闘 種族 、 
オー ク 。 る の 名 を 聞く と 、R 包 G を 
数 多く 記 な し て きた 人 な ら ば 、 モ シン 
スタ ー と iR の オー ニク を 思い 由 ず 人 
も 多い は 友 本 作 に 登場 る モン ス 
ター と し て の 用語 用 は ブレイ ヤー 
と し て 使 る る オニ ク 』( ノ ョ ワル オー 
ク ) の 下級 種族 と いう 設定 に な っ て 
お り 、 オ ー ク 関連 の クエ スト を 進め 
る こと で 、 る の 関係 が 明らか に な る 


(いつ (YYBET の A 調 洋 


放言 


プ 


TE HP NM 芝 


マッ チョ な 肉体 を 誇示 する 
か の よう に 、 数 々 の 豪快 な ア 
クシ ョ ン を 見 せ て くれ る オー 
ク 。 な か に は 、「 そ う で すね ]」 
の ボーズ の よう に 、 お と ぼけ 
系 の ポー ズ も 用 意 さ れ て い 
る 。 慣れ て くる と 、 案 外 親 近 
感 の わく 存在 な の た 


LINEAGF 


窒 族 の 女性 、 と いう 形容 が 
ビッ タリ な 女性 オー ク だ が 、 
その アク ショ ン は 男性 オー ク 
と 比べ る と 結構 お と な し め 
た だ し 、 待機 アク ショ ン の 両 
手 を 「 く ね くね 」 させ る 仕草 
だ け は か な り 妖 し げ な の で 、 
ぜひ 一 度 生 で 見 て ほし い 


ORC 


た 
一 


オー ク と 言う と 、NPC と し て 登 
場 する 下級 オー ク が 、 一 般 的 な ファ 
ンタ ジー に お ける 変 で あろ う 。 し か 
し 、 ノ ー ブ ル オー ク に 関し て は 緑色 
の 肌 を し た ボディ ビル ダー と いっ た 
感じ で 、 見 た 目 は 現実 の 人 間 と それ 
ほど 変わ ら な い 。 ま た 、 シ ャ ー 認 還 
ズム の 要素 が 取り 込ま れ て ゆる か ら 
か 、 ド レッ ド ヘ へ ア や つく 旨 の 大 き な 
アク セ サ リ ー が 目 に 直球 る 


sk る が て パパ Se 鹿 


は 


G 誤 と 箱 き ぶ ( rr 


LINEAGE | 


ORC_ 
HIGHIEK 
[オー ク フ ァ イター 
ケタ は ずれ の 体力 と 攻撃 力 で 
に 


多彩 な 武器 で 使え る スキ ル を 習得 で きる 。 特に 格 
闘 攻撃 スキ ル は 、 事 実 上 オー ク 専 用 の 技 と な る 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 2 次 転職 後 


オー ク フ ァ イタ ー 


オー ク フ ァ イタ ー か ら 派生 する ジョ ブ 


IORC RAIDER 
上 オー クレ ター 


ORC 


ORC 
MLAGE 


[オー グイ ジ ] 


と ん な 魔術 に も 当て は ま ら な い 
独 目 の 呪術 を 探る 戦い の 司 宗 


他 種族 の 魔法 系 ジョ ブ と 違い 、 オ ー ク 独自 の 魔 
法 体系 に 基づい た 呪術 を 行使 する こと が で きる 
肉体 派 種族 の せい か 、 魔 法 攻撃 と 物理 攻撃 を 併用 
する の が 、 オ ー ク な ら で は の スタ イル だ 。 両方 使 
いた いと いう 拘 張り な プレ イヤ ー に オス ス メ 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 2 次 転職 後 


オー ク メ イ ン か ら 沙 生 する ジョ ブ 


ORC SHAMAN 


[オー クシ ャ ー マ ン ] 
に 直接 ダメ ー ジ を 与え 
く 、 蔵 の 民 体 & 味 方 を 


で 唯一 物理 攻撃 ス 3 使え る の 
も 、 オ ー ク らし いと いえ る 


WARCRYER 
ウォ ー ク チ テ 人 5ー 


LINEAGE 昌 


上 ACES PATTERN eg 


ェ イ * ダ ーー ッ 的 で ある た め 、 選 ぶ 楽 し み は 全 種 族 一 
ルレ 2 スン ン ] だ ろう 。 特に 女性 オー ク メ イ ジ の 妖 し 
さ は 、 筆舌 に 応 く し が た い 。 ぜひ 、 自 


オー ク フ ァ イタ ー 身 の 目 で 確認 し て いた だ きた い 。 
() て n で 
5[ 男 ] 


〇 の 


ORC 


エル モア 地方 南西 部 に 、 オ ー ク の S | AR | DP )[ | 
スタ ー ト 地点 で ある 火 の 神 パ ア グリ ) N 

オ の 神殿 が ある 。 す ぐ 東 に 隣接 し た し * イ > 

ォ オーク の 村 の 中 心 に は 、 巨大 な パ ア [スタ ト ボ イン ト ] 
グリ オ 像 が 立て られ 、 敬 度 な 司祭 た 


ち に よっ て 崇め られ て いる オー クス ター ト ボ イン ト 


パ ア グリ オ の 神殿 


初期 村 オー ク の 村 (%W 


LINEAGE 


指 


の 疫 Ry 員 聞 み (て 泊 党 ok 王 唆 ご 簿 幸 y 


白髪 で ヒゲ を 生 移 し た 、 小 灯 で 司 
幅 の いい 老 入 。『 リ ネー ジュ Il の 男性 
ドワーフ は 、 一般 的 な 老 ド ワー フ の 
イメ ー ジ その も の で ある 』 大 半 の プ 
レイ ヤー は 、 女性 ドワーフ を 選び が 
ち だ が 、 い ぶし 銀 の 紛 囲 気 を た だ よ 
わせ て いる 男性 ドワーフ が 好き と い 
う 人 も 少な 《 訟 い 』 な か に は | 一 じ 
ゃ の う 」 旗 話し だり し て 、 すっ か り 
な りき つて で いる 人 も 「 


多少 デフ ォ ル メ さ れ た 等 身 
の せい も ある の か 、 ド ワー フ 
男性 の アク ショ ン 1 つ 1 つ 


ほじ られ る 。 年 甲 
ッ ス ル す る お じい 
ちゃ ん と い だ 。 本 
当 に 年 寄り な 
リネ ー ジ ュ I 最大 の 謎 !? 


DWARE 


9 


ドジ ー タ | 上 男 ] 


[ドワーフ | 女 


る か に も 手 を ぐ 

し た り 、 逆 立ち を し て みた り 

と フ の こだわ り と 愛 
し と 感じ られ る 


韓国 に お ける クロ ー ズ ド ベ ペー タ テ スト 開始 当初 
か ら 話題 を 呼ん だ 、 女 性 ドワーフ 。 イメ ー ジ に 忠 
実 な 男性 ドワーフ に 対し て 、 フ ァ ン タ ジ ー に お け 
る ドワーフ の 存在 を 根底 か ら 覆 す キ ュー ト な キャ 
ラク ター デザ イン は 、 MMORPG に 興味 の な い 
「 キ ャ ラク ター 萌え 」 系 の PC ユー ザー まで ひき 付 
けた 。 そ うい う 意 味 で は 、 こ の 大 胆 な デザ イン & 
モデ リン グ は 、 成功 を 収め た と いえ る 。 


r 鞭 @> ぎ 腕 座主 混 し 右 易 中 
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DWAKRVE 
1 間 


[ ド ワ ー ウ ツン ファ イタ ダー] 


アイ テム の た め な ら 命がけ ! 
唯一 生産 スキ ル を 持つ 、 戦 う 商 人 


魔法 系 の ジョ ブ が な い ド ワー フ で は 、 初 期 ジョ 
ブ は 1 つの み 。 初期 ジョ ブ で は 攻撃 スキ ル が 覚え 
られ ず 、 最 初 は 単調 な 戦闘 に た り が ち 。 そ の 代わ 
り 、 ク リエ イト アイ テム 、 ス ポイ ル & ス ウィ ー パ ー な 
ど 、 個 信和 的 な スキ ル を 序 租 か ら 使 うこ と が で きる 。 


初期 ジョ ブ 1 次 転職 後 2 次 転職 後 


ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 


ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー か ら 派生 する ジョ ブ 


SCAVENGE 


次 書 交 党 一 


BOUNTY HIUNTER 


レ 志 ン テ 1ー ハ シンター] 


えな い ド ワー フ の 男女 。 お 下げ 髪 を 基本 と し た 女 
紗 に 変化 し て いる 男性 ドワーフ に も 注目 。 年頃 の 


性 ドワーフ の 髪型 バリ エー ショ ン は も ちろ ん の こ [フェ イス ッ ダー ン | 
老人 ( ? ) の 心 憎い お し ゃ れ を 楽し も う 。 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 


DWARE 
と 、 変わ ら な いよ うに 見 えて 実は パー ツ ご と に 微 
ウ 9 男 ] 
髪型 


TiTVIY WW 


エル モア 地方 で も さら に 北方 、 万 年 雪 に 囲ま れ 
た 山間 に 、 ド ワー フ の スタ ー ト 地点 ・ 採 掘 場 が あ 
る 。 ドワーフ た ち が 生 活 す る ドワーフ の 村 は 、 そ e 
の 採 揚場 を 出 て 道 な り に 北東 へ と 登っ て いけ ば た [スタ ー ト ボ ポイ ント | 

どり 着く 。 商 天 豊 か な ドワーフ た ち が 創 り 上 げた 、 

山奥 と は 思え な い 町 並み が 迎え て くれ る は ず 。 ドワーフ スタ ー ト ポイ ント 


採掘 場 
DWARE 
SIART POINT 


初期 村 ド ワー フ の 村 


57 


Other Arts 


スラ スト 
設定 資料 の 一 部 な ど を 掲載 す 
ゲー ム 中 に 生 電 する キャ ラク ター の 原 来 が どの よう な も の で あっ た の か を 失態 し て ほし い 。 


エル フ の 商人 ( 女 ) 


ゲー トキ ー バ ー 


エル フ の 平民 ( 女 ) 


ター クエ ルフ の 
神官 ( 女 ) 


ター クエ ルフ の 
魔法 使い ( 女 ) 


ダー クエ ルフ の 
ガー ド ( 女 ) 


ハー ディ ン の 弟子 


LINEAoGE | 


LINEAGE 


Lesser_Bigant_Shnoter 


_ Saher-Tonthed Tr 


LINEAGE | 


ハッ チリ ン 
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Other Arts 
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LINEAGE 


引 玉 
Equipment Visual Gallery 


装備 品 を 変え る と 、 それ に 応じ て キャ ラ の 見 た 目 が 変化 する の も 
リネ ー ジ ュ I」 の 大 き な 魅 力 。 ここ で は 各種 族 こ と の セッ ト ア イ テ ム を 
装備 し た 姿 と 、 各 種 武器 の 原画 を 紹介 する 。 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 
ウッ ドン セッ ト 


豆 ウッ ドン ヘル ム 

鐘 (上 ) ウッ ドン ブレ スト プレ ー ト 
鐘 ( 下 ) ウッ ドン ゲー トル 

ブー ツ 一 

グロ ー ブ 

シー ルド 


女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 較 女 性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 男性 エル ヴ ン メイ ジ 女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 


女性 ダー ク フ ァ イタ ー 女性 ダー ク メ イ ジ | E 


男性 ダー ク メ イ ジ 


了 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 園 男 性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 女性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 男性 エル ヴ ン ファ イタ ー 男性 エル ヴ ン メイ ジ 


女性 オー ク フ ァ イ ター 女性 オー ク メ イ ジ 。 性 女性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 
回 強化 レザ ー セ ッ ト 
1 \ ・ ( 強化 レザ ー 2 
> ( 下 ) 強化 レザ ー ゲ ー ト ル 
Aa 5 ツ 強化 レザ ー ブ ー ツ 
ン 「 1 グロ ー ブ 一 
= ウジ ョ ょ 、 頭 装備 な ど で 
| | ` ! 


女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 男性 ダー ク フ ァ イ ター | 2 ク メ イジ 層 E 
男性 オー ク メ イ ジ 女性 オー ク フ ァ イタ ー 『 女性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 
男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 思 上 旧 


男性 エル ヴ ン ファ イタ ー 上 女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 男性 ダー ク フ ァ イタ ー 男性 ター ク メ イジ 


2 1 
っ 4 
| 6 4 
女性 ダー ク フ ァ イタ ー 社 ク メ イ ジ | ク メ イ ジ 由 1 


男性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 女性 ド ワ ー ヴ ウン ファ イタ ー 男 性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 上 


強化 ミス リル セッ ト 


強化 ミス リル シャ ツ 
強化 ミス リル ゲー トル 
強化 ミス リル ブー ツ 


LINEAGE 則 


女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 較 女 性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 中 4 上 女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 
人 
男性 ダー ク フ ァ イ タ ー 女性 ダー ク フ ァ イタ ー | 守 攻 男性 オー ク メ イジ 
ー 男性 ド ワ ー ヴ ン ファ イタ ー 較 女 性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ ター 
フレ ー ト レザ ー セ ッ ト 略 還 
o 『 プレ ー ト レザ ー ア ー マ STR+4 
ョ テ ン ト 1 


男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ ー 4 男性 エル ヴ ン ファ イタ ー 男性 エル ヴ ン メイ ジ 
女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 1 ド 女性 ダー ク フ ァ イ タ ー ー ク メイ シ 
kM 
ー ク メイ > 1) 男性 ド ワ ー ヴ ン ファ イタ ー 較 女 性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ ター 


テカ レザ ー セ ッ ト 


男性 エル ヴ ン ファ イタ ー 


男性 ド ワ ー ウ ン フ ァ イ タ ー 


* 


男性 エル ヴ ン メイ ジ 


女性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 


也 


女性 エル ヴ ン メイ ジ 


| ク メ イ ジ 


ドレ イク レザ ー セ ッ ト 


頭 = 
仁 (上 ドレ イク レザ ー メ イル 
鐘 ( 下 ) 一 
ウー グ ドレ イク レザ ー ブ ー ツ 


女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 男 性 ダー ク フ ァ イタ ー 


1 
軸 
- 
* 
ゃ 
| 


女性 オー ク メ イ ジ 
男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 


男性 エル ヴ ン メイ ジ 


内 
は 
女性 ダー ク フ ァ イタ ー 女性 ダー ク メ イ ジ 

] 


女性 エル ヴ ン メイ ジ 


LINEAGE 


ク フ ァ イタ ー | ク メ イ ジ 男性 ド ワ ー ヴ ウン ファ イタ ー 女性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ ター 


ミス リル セッ ト 


ヘル ム 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 


ル ブ レ スト プレ ー ト 
リル ゲー トル 


女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男性 エル ヴ ン メイ ジ 女性 エル ヴ ウン ファ イタ ー 女性 エル ウン メイ ジ 


男性 ター ク フ ァ イタ ー 男性 ダー ク メ イ ジ 女性 ダー ク フ ァ イタ ー | ク メ イ ジ 男性 オー ク メ イ ジ 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男 性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 女性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 


女性 オー ク フ ァ イタ ー 女性 オー ク メ イ ジ 男性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 女性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 
pe っ 
プリ ガン タダ イン セッ ト 
> ペ W プリ ガン ダイ ン ヘ ルム 
ま プ プリ ガン ダイ ン 
、 下 ) ブリ ガン ダイ ン ゲ 
と シー ルド ブリ ガン ダイ ン シ ー ル ド 
男 ン 男 
と 3 人 
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女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 


男性 オー ク フ ァ イタ ー 男性 オー ク メ イジ 


を 重 提 
を 発揮 する 


男性 エル ヴ ン メイ ジ 


女性 ター ク フ ァ イタ ー 女性 ダー ク メ イ ジ 


男性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 


女性 エル ヴ ン メイ ジ 


上 


男性 ダー ク メ イ ジ 女性 ターク フ ァ イ タ ー 較 女 性 ターク メ イジ 
上 
女性 オー ク フ ァ イ ター 2 メイ ジ 由 女性 ド ワ ー ヴ ン ファ イタ ー 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 


女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 男性 ダー ク フ ァ イタ ー 男 性 ダー ク メ イジ 


男性 オー ク フ ァ イ タ ー 男性 オー ク メ イジ 女性 オー ク フ ァ イタ ー 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男 性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 


コン ボ ジ ッ ト セ ッ ト 


LINEAGE E 


女性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 男性 エル ヴ ン ファ イタ ー 男性 エル ヴ ン メイ ジ 女性 エル ヴ ン ファ イタ ー * 


: |: E ー ク メイ シ 男性 オー ク フ ァ イ タ ー 攻 ク メ イ ジ 
女性 オー ク フ ァ イ ター 女性 オー ク メ イジ 男性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ ター 較 女 性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 

フル プレ ー ト セッ ト に 3 

コ E フル プレ ー ト 、 。 

と う 舗 ( 全 ) フル プレ ー ト 7 0 

1 プ ノ と 4 ト 

t タイ テ メ 最高 の HP 上昇 値 
ト ら に 、 フ レー ト ルド を 装備 する と 防御 成功 
上 昇 する 。 前 線 で 盾 と な る ナイ ト 系 に 、 特 に オ 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 園 男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 選 回 思 男性 エル ヴ ン ファ イタ ー 


女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 男性 ダー ク フ ァ イタ ー 男 性 ダー ク メ イジ E 女性 ター ク メ イ ジ 


男性 オー ク フ ァ イタ ー 男性 オー ク メ イ ジ 1 男 性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 女性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 
3 
女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 女性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 男性 エル ヴ ン ファ イタ ー 男性 エル ヴ ン メイ ジ 女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 
軸 “ 
4> 。 
| 逢 
 】 と .】 


男性 ター ク フ ァ イタ ー 男性 ダー ク メ イ ジ 


女性 オー ク フ ァ イタ ー に: 


男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 


6 1 
/ 2 1 "た 
女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 男性 ダー ク フ ァ イタ ー | ! 


男性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 女性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 
ナレ ッ ジ セッ ト 


頭 ー 
鐘 (上 ) ナレ 
鐘 ( 下 ) ナレ 
メス ー 
グロ ー ブ ナレ ッ ジ グ 
ジニ ルド 


女性 ダー ク フ ァ イ タ ー に 男性 オー ク フ ァ イタ ー 有 


女性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 男性 エル ヴ ン ファ イタ ー 男性 エル ヴ ン メイ ジ 


女性 ダー ク メ イジ 


LINEAGE| ca 


男性 オー ク フ ァ イ ター 馬 性 オー ク メ イジ 軒 挟 性 オー ク フ ァ イ タ ー 女性 オー ク メ イジ 男性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ ター 軒 女 性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ ター 
較 回 回 ' 
4 か 
男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー ン メ イシ 
に 近 
エル ブン ミス リル セッ ト pg2 レ = ド 
果 
ッ ク 移動 速度 増加 

M スリ ル ホ ー ス WIT+1 放 - 

- INT-1 < 
ゲ プローブ エル プン ミス リル グロ ー プ ブ 

本 に ご 


男性 エル ヴ ン メイ ジ 女性 エル ヴ ウン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 男性 ダー ク フ ァ イタ ー 男性 ダー ク メ イ ジ 


女性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 男性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 男性 ヒュ ー マ ン メイ ジ 


カル ミニ アン セッ ト 
魔法 計 唱 速度 の 上 昇 は 非常 に 重 と に 加え て 
使い 系 で 防御 力 の 低 さ きも フォ ロ て 
る に あ ! 1 テム 。 特 に 回 復 魔法 を 


女性 ヒュ ー マ ン メイ ジ > ン メ イシ > 女性 エル ヴ ン メイ ジ 


男性 ド ワ ー ヴ ウン フ ァ イ タ ー 


女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 


女性 ダー ク フ ァ イタ ー 1 男性 オー ク フ ァ イタ ー 男性 オー ク メ イ ジ 中 女性 オー ク メ イ ジ 


男性 ター ク フ ァ イ ター に 女性 ダー ク フ ァ イタ ー 女性 ター ク メ イジ 男性 オー ク フ ァ イ ター 男性 オー ク メ イジ 


1 男性 ド ワ ー ヴ ン フ ァ イ タ ー 
較 上 女性 ヒュ ー マ ン ファ イタ ー 


女性 エル ヴ ン ファ イタ ー 女性 エル ヴ ン メイ ジ 男性 ダー ク フ ァ イタ ー 


男性 オー ク フ ァ イ ター 男性 オー ク メ イジ 林 女性 ド ワ ー ヴ ン ファ イタ ー 


LINEAGE]| 


リネ ー ジ ュ II 


プ テ ナ アー ト の 世界 


コー ヒー プレ イク 和 


プレ ー ヤ ー た ち が 独 自 の 文化 を 創り 上 げ ら れる の も 、 MMORPG の 大 き な 楽 し み 。 
ここ は 、 息 抜き の 意味 も 含め て | リネージュ IL 」 の ユー ザー 文化 の 1 つ 、「 ア デ ナ ア ー ト (AA)」 を クロ ー ズ アッ プ , 
その 作品 例 、 簡単 な 作り 方 な ど 基本 的 な 解説 を し よう 。 


プレ ー ヤ ー た ち が 生 み HH し 江 名 前 か ら TP の II」 の 世界 


の 通貨 「 ア デ ナ 」 で 文字 や 絵 を 描く 行 あ の こと 
お 【 み テ クニ ッ ク !『! クロ ー ズ ド 万 時 代 か ら の 有 歴史 を 持ち 、 中 に は 導 び 
we ee の 城 を 越え た 芸術 的 作品 を 作る 職人 も いる と か 


球 術 欲 を 満た す た め に 


そこ に 空間 が ある か ら ! と 
いう 、 芸 術 的 欲求 か ら 描く 

血盟 の 宣伝 や バザー の 客 寄 
せな ど に も 効果 的 


\, 3 と コ 
道しるべ に 
気付 き に くい 抜け 道 や 迷い 
そう な ポイ ント に 置い て 後 
続 へ の メッ セー ジ を 。 また 
高い 山 の 登 南 記 念 に 


想い を 伝え る 
手際 と C… 


気 に な る あの 娘 に 、 ア ナタ 
を ひっ そり か つ 劇 的 
ビ ピール 。 オ ク テ な 人 ( 


は 、 ま さ に うっ て つけ !?. 


RYTNNNSnr ば ご で 


持ち物 か ら ア デ ナ を 選ん で 、 置 きた 所 に ド る 場所 を 決定 する と 
グ 。 移動 し な く て も 、 か な り 通 くに 投げ られ る 力 (数量 に よる グラ フ 


数 量 を 聞か れる の で [ 1 」 を 入 
ィ ッ ク の 違い は な い ) 


プ Y 
< と 


に ゃ っ 
アデ ナ ア ー ト を 描く と き の 注意 点 つい に 沈 成 ! 
アデ ナ を 置く 一 地面 に 捨て た 、 と いう 認識 を 恋 | 邊 し 
れ な いこ と 。 つ まり 誰 に で も アデ ナ を 拾う 権利 が | を メ 
ある と いう こと だ 。 邪魔 が 来 な い 場所 で や る か 、| の 
拾わ れ て も 文句 を 言わ な い 広 い 心 を 持つ の が 大 切 。 視 
因 | 
納 
抽 | 半 た 
紳 | 5 
ま ズ 
る が l 
包 ゎ 修 ム 
還 | 1) 
着 | よら 9 
了 中 う ァ 
人 2 
っ 
端 な 
か が 
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創造 の 神 ア イン ハザード 、 破壊 の 神 グラ ンカ イン ……。 


この 2 人 の 神 か ら 、 壮大 な 「 リ ネー ジュ II」 の 世界 は 始ま っ た 。 
神々 の 思惑 、 種 族 の 成り 立ち 、 大 陸 の 戦乱 な ど 、 奥 の 深い 舞台 設定 が ここ に 。 


た き 火 の そ ば で …… 


男 は 深く 煙 を 吸い 込み 、 ゆ っ くり と 吐き 出し た 
煙草 の か すか な 明か り で は 、 そ の 表情 を 読み 取る 
こと は で き な か っ た 。 つ 顔 の 大 部 分 は 古び た 則 手 の 
フー ド に 隠れ て 見 え ず 、 男 の 背後 に は 深い 間 が あ 
る だ け だ っ た 

男 に は 老兵 と ペテン 師 の 雰囲気 が あっ た 。 男 は 
自分 を 吟遊 詩人 だ と 言っ た が 、 そ の 声 は 太く し わ 
が れ て いて 、 誰 ひと り と し て その 話 を 信じ る 者 は 
な か っ た 。 ま た 、 危険 に 満ち た 森 の 中 を た っ た ひ 
と り で 旅 し て きた と いう の も 医 わ し く 思 われ た 

男 は 「 物 語 を 聞か せる か ら 、 食 べ も の を 分 け 、 
た き 火 に あたら せ て くれ な いか 」 と 言っ た 。 こ の 
旅人 を 寒い 森 へ と 追い 立て る よう な こと は で きず 、 
男 の 話 を 聞く こと に し た 

た き 火 の そば で くつ ろ ぎ な が ら 、 そ れ で も 武器 
は 手放さ ず に 、 男 が 話し 始め る の 待っ た 。 そ の 人 夜 
は 凍てつく よう に 寒く 、 よ う や く 煙 草 を 吸い 終え 
た 男 が 話し 始め る と 、 そ の 低く 太い 声 は 静か に 山 
の 彼方 へ と 運ば れ て いく の だ っ た 


エピ ソー ド 1: 
創世 記 

は る か 遠い 昔 、 こ の 世に は た っ た 1 つの 球体 だ 
けが 存在 し 、 あ ら ゆ る も の が その 中 で 混ざり 合っ 
て いた 。 そ の 球体 が この 世 の す べ て で あっ た 。 1 
借 年 以上 の 歳 月 を か け て 球体 は 次 第 に 大 きく な り 、 
や が て その 中 で 2 つの 力 が ゆっ くり と 形成 され 始 
め た 。 成長 と と も に 2 つの 力 に は 意識 と 自我 が め 
ば え 始 め 、 つ い に は 光 と 間 へ と 分 裂 を 果たし た 

白い 光 は 女性 に な っ て 、 ア イン ハザード を 名 乗 
り 、 黒 い 光 は 男性 と な り 、 グ ラン カイ ン を 名 乗っ 
た 。 こ の 2 つの 存在 が 、 全 宇宙 と 今日 知ら れる 万 
物 の 始ま り で ある 

アイ ン ハ ザー ド と グラ ンカ イン は 力 を 合わ せ て 
球体 の 外 へ と 共 び 出し 、 こ の と き 砕 けた 球体 の 破 
片 が さま ざま に 姿 を 変え て いっ た 


交 こ の スト ー リ ー は 
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ト に 飛び 散っ た 破片 は 
た 破片 は 地 を 形成 し た 
地 の 一 部 は 盛り 上 が っ て 大 地 を つく っ た 

球体 の 精神 も 球体 と と も に 砕け 散り 、 さ ま ざ ま 
な 動植物 を た 生む こと と な っ た 。 こ の 精神 か ら 生 ま 
れ た 生き 物 の 中 で 最も 優れ た も の が 、 巨 人 で あっ 
た 。 巨 人 に は 嘩 捕 な 肉体 と それ に 劣ら な い 高い 知 
性 が 備わっ て いた た め 、 賢 者 と も 呼ば れ た 

アイ ン ハ ザー ド と グラ ンカ イン は 、 巨 人 を すべ 
て の 生き 物 の 長 と し た 。 こ うし て 巨人 は 大 陸 を 支 
配 し て 繁栄 する こと に な っ た 


り 、 下 に 飛び 散っ 


エピ ソー ド 2: 


神々 の 誕生 


アイ ン ハ ザー ド と グラ ンカ イン は 、 多 く の 子 を 
も うけ た 。 そ し て 、 最 初 の 5 人 の 子供 た ち に は 地 
上 を 支配 する カカ が 授け られ た 

1 番 上 の 娘 、 シ ー レ ン は 水 を 支配 し た 。 1 番 上 
の 息子 パテ ア グリオ は 火 を 、 2 番目 の 娘 マ ー ブ ル は 
大 地 を 支配 し た 。 2 番目 の 息子 サイ ハ は 風 を 支配 
する こと と な っ た 。 次 の エヴァ の と き に は も う 何 
も 残っ て いな か っ た の で 、 エ ヴァ は 詩 と 音楽 を 作 
っ た 。 他 の 4 人 が それ ぞ れ の 役目 を 果たし て いる 
間 、 エ ヴァ は 詩 を 書き 、 そ れ に 音楽 を つけ て 歌っ 
た 

アイ ン ハ ザー ド は 創造 の 神 で あっ た 。 自 分 の 精 
神 か ら 体 を 作り 出し 、 子供 た ちの 力 を 借り て その 
体 に 命 を 吹き 込ん だ 

シー レン に は 水 の 精 神 を 吹き 込ん だ 。 こ れ が エ 
ルフ 族 の 起源 で ある 。 パ アグ リオ に は 火 の 精 神 を 
吹き 込ん だ 。 こ れ が オー ク 族 の 起源 で ある 。 マ ー 
プル に は 土 の 精 神 を 吹き 込ん だ 。 こ れ が ドワーフ 
族 の 起源 で ある 。 サ イハ は 風 の 精神 を 吹き 込ん だ 
これ が アル テイ ア 族 の 起源 で ある 


エピ ソー ド 3: 
グラ ンカ イン の 子 拓 

グラ ンカ イン は 破壊 の 神 で あっ た 。 グ ラン カイ 
ン は アイ ン ハ ザー ド の 行い を 見 て 、 好 奇 心 に 駆 ら 
れる と と も に ね た み を 感じ た 。 そ し て 、 ア イン ハ 
ザー ド を まね て 自分 と そっ くり な 体 を 作り あげ 、 
長女 で ある シー レン に 、 精 神 を 吹き 込む よう 頼み 
に 行っ た 


シー レン は 非常 に 敬 き 、 グ ラン カイ ン に こう 言 
っ た 
「 お 父様 、 ど うし て その よう な こと を な さろ うと す 
る の で すか 。 創造 は お 母 様 の な さる こと で す 。 ご 
自分 の 役割 以外 の こと を むやみ に な さら な い ほ う 
が よろ し い の で は な いで し ょ うか 。 破壊 の 神 か ら 


命 を 授かる 生き 物 は 、 災 い の 種 に な り ます 。」 

し か し グラ ンカ イン は 引き 下がら ず 、 何 度 も 説 
得 し うま く 丸 め 込 ん で 、 最 後に は シー レン の 同意 
を 得る こと に 成功 し た 
「 わ か り ま し た 。 で も 、 水 の 精神 は お 母 様 に さき し あ 
げ て し まっ た の で 、 お 父様 に は 残り の も の し か お 
渡し する こと が で きま せん 。」 


公式 サイ ト に 掲載 され て いる も の を 一 部 修正 し 再 収録 し た も の で す 


空 と な 
空 と 地 の 間 に は 水 が で き 、 


そう 言っ て シー レン は 「 よ どん で 肛 っ た 水 の 精 
神 ] を グラ ンカ イン に 差し 出し 、 グ ラン カイ ン ほ 
宮 ん で これ を 受け 取っ た 。 し か し 、 グ ラン カイ シク 
は 自分 の 創造 物 に 1 つの 精神 を 吹き 込む だ け で ほ 
満足 せ ず 、 次 に 長男 の パ ア グリ オ の も と を 訪れ た 
「 父 上 の され て いる こと は 正 く あり ませ ん 。 どう が 
考え 直し て くだ さい 。」 

そう 言い な が ら も 、 パ アグ リオ も グラ ンカ イシ 
に 逆らう こと は で きず 、「 消 え か け の 火 の 精 神 ] を 
差し 出し た 。 グ ラン カイ ン は 喜ん で これ を 受 ) 天 
っ た 

マー プ ブル も 涙 な が ら に 父 に 懇願 し た が 、 結 選 ま 
「 不 毛 の 汚れ た 土 の 精 神 ] を 与え て し まっ た 

そし て サイ ハ も また 「 激 し く 荒 い 風 の 精 神 ] を 先 
に 差し 出す こと と な っ た 。 

グラ ンカ イン は 大 満足 で すべ て を 持ち 帰っ た 
「 こ の 私 の 創造 物 を 見 よ 。 水 の 精 神 、 火 の 精 神 、 斑 
の 精神 、 風 の 精神 を 授かり 誕生 する 姿 を 見 る が ま ょ 
い 。 巨人 な ど よ り も 力強く 、 そ し て 賢い 者 と な る 
だ ろう 。 こ の 者 た ち が 世 界 を 支配 する の だ 。」 

グラ ンカ イン は 全 世 界 に 向かっ て 誇り 高く 中 半 
と 、 自 ら と 同じ 姿 を し た 創造 物 に 精神 を 吹き 込ん 
だ 。 と ころ が 、 生 まれ て きた も の は まっ た く の 後 
立た ず で あっ た 。 ひ 衣 で 、 愚 か で 、 ず る が し こ Wi 
騰 病 な 生き 物 だ っ た の で ある 

他 の 神々 は 皆 一 様 に 、 グ ラン カイ ン と その 創造 
物 を き げ すん だ 。 そ し て グラ ンカ イン は 、 耶 ず か 
し き の あ まり 、 自 分 の 創造 物 を 捨て 逃げ 出し て し 
まっ た 

彼 の 創造 物 は 、 人 間 と 呼ば れ た 


エピ ソー ド 4: 


巨人 の 奴隷 


エル フ は 賢く 、 魔 法 の 使い 方 を 知っ て いた 。 し 
か し 、 彼 ら も 巨人 ほど の 知恵 は 持っ て お ら ず 、 葉 
人 た ちの 指示 で 政治 と 魔法 を 担当 する こと と な っ 
た 

オー ク に は 力 が あっ た 。 疲れ を 知ら な い 体力 と 
強 抽 な 精神 力 を 持っ て いた 。 し か し 、 巨 人 た ち に 
は か な わ ず 、 戦 争 と 治安 を 担当 する こと と な っ た 。 

ドワーフ に は 優れ た 技巧 が あっ た 。 計 算 が 得意 
で 、 細 か な 細工 に 長け て いた 。 そ こ で 巨人 た ち は 、 
ドワーフ を 銀行 業 と 製造 業 に 従事 させ た 

自由 を 愛す る 種族 、 ア ル テ イ ア は 尽き な い 和 好奇 
心 と どこ へ で も 飛べ る 現 を 持ち 、 縛 られ る こと を 
嫌っ た 。 巨 人 た ち は こ の 談 放 な 種族 を 捕らえ て 服 
従 さ せよ うと し た が 、 ア ル テ イ ア は 鳥かご に 入れ 
られ る と すぐ に 能 っ て 死ん で し まっ た た め 、 結 局 
は 再び 開放 する こと に し た 。 そ の 後 、 ア ル テ イ ア 
は 自由 に 世界 中 を 落 び 回 り 、 時 折 巨 人 の 都市 を 医 
れ て は 各地 の で き ご と を 巨人 た ち に 知ら せる よう 
に な っ た 。 

人 間 は 何 を や っ て も うま く で き な か っ た 。 巨人 
た ち は 人 間 の 使い 道 に 頭 を 悩ま せ 、 結 局 巨人 の 廊 
隷 と し て 、 あ ら ゆ る 申し い 仕事 を さき せる こと に し 
た 。 そ の 頃 の 人 間 の 斐 らし は 動物 と 大 渡 の な いも 


の で あっ た 。 


エピ ソー ド 5: 
死 の 女神 、 シ ー レ ン 

グラ ンカ イン は 自由 春 放 な 神 で あっ た 。 自 分 の 
娘 シ ー レ ン を 誘惑 する と いう 大 き な 過 ち も 犯 し て 
し まっ た 。 シ ー レ ン は グラ ンカ イン の 子 を 身 ご も 
っ た 。 

この こと を 知っ た アイ ン ハ ザー ド は 激 色 し て 、 
シー レン か ら 水 の 女神 と し て の 地位 を 剥奪 し 、 大 
陸 か ら 追 放す る よう 命じ た 。 シーレ ン は 、 身 重 の 
体 で 東方 へ と の が れ て 行っ た 。 そ れ か ら 間 も な く 、 
彼女 は 暗い 森 の 奥深 く で 出産 し た 。 激 し い 痛 み に 
面 え な が ら 、 シ ー レ ン は アイ ン ハ ザー ド と グラ ン 
カイ ン を 呪い 続け た 。 

普 し み の 果 て に 産み 落と され た 子供 た ち は 、 シ 
ー レ ン の 呪い 、 絶 望 、 怒 り を 受け 継ぎ 、 成 長 と と 
も に 神 に 抗う 鬼神 と な っ て いっ た 。 鬼神 の 中 で 最 
も 強い も の は 「 ド ラゴン 」 と 呼ば れ た 。 ド ラゴン は 
全部 で 6 匹 で 、 ア イン ハザード を 含め た 6 人 の 神 
々 に 対す る 呪い と と も に 生ま れ て きた 

神々 の 戦争 が 勃発 し た の だ 。 最強 の ドラ ゴン は 

見 神 の 軍隊 の 最前 線 で 神 と 戦う こと を 命じ し られ た 
これ を 聞い た 、 光 の ドラ ゴン で ある アウ ラキ リア 
は 、 悲し げ な 眼差し で シー レン に 言っ た 。 
「 お 母 様 。 ご 自分 が な さろ うと し て いる こと を わか 
っ て いら っ し ゃ る の で すか 。 本 当 に 神々 を 減 ほ し 
た いと お 密 み で すか 。 本 当 に ご 自分 の お 父様 や お 
母 様 、 ご 児 弟 が 血 の 海 に 沈む こと を お 望み で す 
か 。」 

し か し 、 ア ウラ キリ ア の 訴え も シー レン の 決意 
を 変え ん る こと は で き な か っ た 。 そ し て 、 つ い に 鬼 
神 た ち は 神 々 が 住む 宮殿 に 攻め 込み 、 し 烈 な 戦い 
が 開始 され た 。 6 匹 の ドラ ゴン の 攻撃 は 特に 激 し 
く 、 神 の 宮殿 を こと ご と く 破 壊し て いっ た 。 ド ラ 
ゴン の 恐る べき 力 に は 、 神 々 で さえ も 圧倒 され た 。 

形勢 は ほぼ 互角 で 、 戦 い は 水 遠 に 続く か の よう 
に 思わ れ た 。 も し この 戦争 が 終わ っ て いな けれ ば 、 
この 世 は 終末 を 迎え 、 す べ て の 生命 が 死に 絶え て 
いた こと だ ろう 

多く の 神 の 使者 や 鬼神 が 命 を 落と し 、 消 えて い 
っ た 。 毎日 の よう に 雷鳴 が 礎 き 、 稲 奏 が 空 を 切り 
裂 いた 。 強 力 な 軍隊 が 天空 で 激しく ぶつ か り 合 い 、 
芯 人 や その 他 地 上 の 生き 物 は 罠 え お の の いて 、 以 
えな が ら そ の 様子 を 見 守っ て いた 

こう し た し 烈 な 戦い が 何 年 も 続い た 後 、 つ い に 
均衡 が 破れ 形勢 は 次 第 に 一 方 に 傾き 始め た 。 ア イ 
ン ハ ザー ド と グラ ンカ イン が 多く の 痛 手 を 負い な 
が ら も 、 そ の 強い 力 で 多く の 上 鬼神 を 減 ぼ し て いっ 
た の だ 。 ド ラゴン た ち は 深 く 傷 つき な が ら も 勇敢 
に 神々 に 立ち 向かっ て いっ た が 、 次 第 に 疲労 が 色 
濃く な っ て いっ た 

や が て シー レン の 軍隊 が 填 小 状態 に な り 、 翌 争 
は 終結 へ と 向かっ て いっ た 。 そ し て つい に 、 ド ラ 
ゴン た ち は そ の 届 を 広げ て 地上 へ と 逃げ 出し 、 生 
き 残っ た 鬼神 た ち も る つぎ つぎ と それ に 続い て いっ 
だ 

神々 は 鬼神 た ちの 皆殺し を 望ん だ が 、 自 ら も 傷 
を 負っ て いた た め 、 逃 げ て いく 敵 を た だ 見 て いる 
ほか な か っ た 

子供 た ち が つ ぎ つ ぎ に 倒れ 、 戦 い に 敗れ る と 、 
シー レン は その 悲し み に 面 え る こと が で き な く な 
り 、 「 死 」 を 生み 出し て 、 そ の 世界 を 支配 し た 

グラ ンカ イン も 、 シ ー レ ン の た め 、 そ し て 死 の 
遂 命 に 直面 し な けれ ば な ら な いす べ て の 生き 物 の 
た め に 死 の 世界 へ と 入っ て いっ た の だ っ た 。 こ れ 
が 死 の 起源 と な る 


エピソード 6: 

大 洪水 と エヴァ 

シー レン が 去っ た 後 、 未 娘 の エヴァ が 水 を 支配 
する 力 を 受け 継い で いた 。 し か し 、 元 々 議 病 な 性 
格 の エヴァ は 、 姉 の 壮絶 な 死 と 神々 の 戦い を 見 て 
こと きら 恐怖 心 を 強め て いっ た 。 重 い 責任 か ら 逃 
れる た め に 、 エ ヴァ は 湖 の 底 に トン ネル を 拠り 、 
その 中 に 隠れ て 過ごし た 

支配 する も の が いな く な っ て し まっ た た め 、 大 
陸 を 囲む 水 の 精 霊 は どう すれ ば よい か わか ら な く 
な り 、 あ て も な くさ ま よ い 始 め た 

ある 場所 で は 、 大 量 の 水 が 流 れ 込 み 沼地 に な っ 
た 。 ま た 別 の 場所 で は 水 が ま っ た く 流 れ て 来 な く 
な っ て 砂漠 が で きた 。 さ ら に 、 あ ちこ ち で 大 陸 の 
^ 部 が 突然 海 の 底 に 沈ん だ り 、 何 も な いと ころ か 
ら 新 し い 島 が 出現 し た 。 場所 に よっ て は 、 夜 と な 
く 昼 と な く 雨 が 降り 続き 、 高 い 山 の 頂 を 残し て す 
べ て が 水没 し て し まう と ころ も あっ た 。 水没 を ま 
ぬ が れ た 陸地 に は 、 す べ て の 生き 物 が 自ら の 命 を 
守る た め に 群がり 、 大 混乱 を 招い て いっ た 。 
陸上 で も 、 海 中 で も 、 あ ら ゆ る 生き 物 が この 天 
変 地異 に 苦し ん で いた 。 す べ て の 生き 物 を 代表 す 
る 巨人 が 神々 の も と に 赴き 嘆願 し た 。 神 々 も 、 も 
は や この 状況 に は 我慢 が な ら な く な っ て いた 
アイ ン ハ ザー ド と グラ ンカ イン は 大 陸中 を 探し 
回 り 、 よ う や く エ ヴァ が 隠れ て いる 湖 を 見 つけ 出 
し た 
「 エ ヴァ 、 お 前 が 自分 の 責任 を 放棄 し た た め に どう 
いう こと に な っ て いる の か 、 よ く 見 な さい 。 お 前 
は 私 た ち が 作り 上 げた この 大 陸 の 調和 を 壊し て い 
る の で す よ 。 い つま で も 逆らい 続け る の な ら 、 容 
赦 は し ませ ん 。」 

アイ ン ハ ザー ド の 篤 り は 激しく 、 そ の 目 に は 災 
が 燃え あがっ て いた 。 洪水 に よっ て 、 数 え 切 れ な 
い ほ どの 巨人 や その 他 の 生き 物 が シー レン の 世界 
へ と 旅立っ て 行っ た 。 そ の た め 、 ア イン ハザード 
は シー レン の こと を と て も ね た ん で いた の だ 。 エ 
ヴァ は 岩 え あがり 、 母 で ある アイ ン ハ ザー ド に 従 
っ た 。 

エヴァ が 再び 水 を 治め 始め る と 、 水 の 災害 は 起 
こっ た と き と 同 様 に 次 第 に お さま り を みせ て いっ 
た 。 し か し 、 一 度 荒廃 し て し まっ た 大 陸 を 元 に 戻 
すこ と は も は や 不可 能 に な っ て いた 。 


エピ ソー ド 7: 
巨人 の 央 贈 


神々 の 度 重 な る 失敗 に よっ て 、 巨 人 た ちの 心 の 
中 に 医 問 が 生ま れ 始め て いた 。 グ ラン カイ ン は 
人 間 と いう 程度 の 低い 生き 物 を 創り 出し た こと で 
すでに その 愚か さき を さ ら け 出し て いた 。 グ ラン カ 
イン の 淫ら な 振る 舞い と アイ ン ハ ザー ド の 雄 始 か 
ら 死 が 作り 出さ れ 、 さ ま ざ ま な 鬼神 が 生ま れる こ 
と と な っ た 。 さ ら に 、 エ ヴァ が 弱く 力 が な か っ た 
た め に 、 大 際 は 荒れ 放題 に た っ て し まっ た 。 巨人 
た ちの 心 の 中 で 疑問 の 種 が めばえ 始め て いた 
「 あ の よう な 神々 を 崇拝 する 価値 が ある の か 。」 

巨人 た ち が 次 第 に 力 を 持つ よう に な る と 、 こ の 
考え は どん どん 大 きく な っ て いっ た 。 巨人 た ち は 
自ら 作っ た 馬車 に 乗り 、 神 々 の 宮殿 に 自由 に 出入 
り で きる よう に な っ た 。 ま た 魔法 を 使っ て 島 を 持 
ち 上 げた り 、 神 々 の よう に 空中 で 生活 で きる よう 
に な っ た 。 

さら に 、 水 遠 に 生き る こと が で きる か と 思わ れ 
る ほど 、 寿命 を 延ばす こと が で きる よう に な っ た 
そし て つい に は 、 巨 人 た ち は 自 分 の 力 が 神 に 忠 敵 
する と 考え 始め た の で ある 。 
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聡明 で あっ た に も か か わら ず 、 巨 人 た ち は た い 
へ ん 人 城 慢 に な り 、 神 に な ろう と さえ し て いた 。 そ 
し て 、 生 き 物 を 組み 合わ せ て 、 独 自 の 生命 体 を 作 
り 始 め た 。 巨 人 た ち は 、 こ の よう な 奇跡 を 可能 に 
する 魔法 を 「 科 学 」 と 呼ん だ 。 

自分 た ちの 絶大 な 力 に 酔い し れ た 巨人 た ち は 仙 
慢 に な り 、 と うと う 神 々 を 退け て その 地位 を 礁 お 
うと し た 。 神々 と 戦う た め に 、 巨 人 た ち は 強 力 な 
軍隊 を 組織 し 始め た の だ 


エピ ソー ド 8: 


神々 の 色 り 


神々 も 何 も せ ず に 手 を こま ね いて いた わけ で は 
な い 。 特 に アイ ン ハ ザー ド は 、 自 分 だ けが 持つ 生 
命 を 創造 する 権利 と 能力 に 対し て 挑戦 を 受け た の 
だ 

アイ ン ハ ザー ド は 怒り の あま り 言 葉 を 失っ た 。 
そし て アイ ン ハ ザー ド に 近づこ うと する も の は 皆 、 
彼女 か ら 発 せら れる 怒り の 炎 に 包ま れ て 跡形 も な 
く 溶 け て し まっ た 。 

アイ ン ハ ザー ド の 鍋 り は 頂点 に 達し 、 巨人 を 大 
陸 や 世界 も ろ と も 絶 減 き せる こと を 宣言 し た 。 

グラ ンカ イン が アイ ン ハ ザー ド の も と に 急ぎ 、 
彼女 を いさ め た が 、 同 じ 神 で ある グラ ンカ イン で 
きえ 彼女 を 取り 巻く 炎 の た め に 近づく こと は で き 
ず 、 た だ 遠く か ら 叫 ぶ ぷ ぶ こと し か で き な か っ た 
「 お 前 は 創造 の 母 で あり 、 破 壊 は 私 の 役目 だ 。 私 が 
お 前 の 領域 に 踏み 込ん た だ と き に どん な 目 に 人 逢っ た 
か 、 お 前 も よく 知っ て いる だ ろう 。 私 が 巨人 た ち 
の 矯 慢 な 行い に 六 を 与え る か ら 、 お 前 は 落ち 着く 
の だ 。 そ れ で も 世界 を 減 ぼ そう と する の な ら 、 私 
は あら ゆる 手 を 使っ て お 前 を 止め な けれ ば な ら な 
い 。」 

グラ ンカ イン は 、 何 と し て も 大 際 の 破壊 は 食い 
止め た か っ た 。 

- 方 アイ ン ハ ザー ド は 、 グ ラン カイ ン が 政 魔 
を し た こと で ます ます 腹 を 立て て し まっ た 。 し か 
し グラ ンカ イン も アイ ン ハ ザー ド も 立場 が 同じ で 
あっ た た め 、 ア イン ハザード は グラ ンカ イン を 抑 
える こと が で きず 、 最 後に は 説得 に 応じ た 。 

アイ ン ハ ザー ド は 巨人 た ち を 渡す る た め に 、 グ 
ラン カイ ン の 武器 で ある 星 の 植 を 借り る こと に し 
た 。 こ の 樹 は 終末 の 植 と も 絶望 の 棚 と も 呼ば れ て 
いる 。 そ の 破壊 力 は 絶大 で ある た め 、 グ ラン カイ 
ン で さき さえ その 武器 を 使っ た こと は な か っ た 。 

アイ ン ハ ザー ド は その 棚 を 高く 振り 上 げ る と 、 
巨人 の 都市 の 中 心 めがけ て 振り 下ろ し た 。 

空 か ら 巨 大 な 真紅 の 火の玉 が 落ち て くる の を 見 
て 、 巨 人 た ち は は じ め て 自分 た ち が と ん で も な い 
過ち を 犯し た こと に 気がつい た 。 巨 人 た ち は 持 て 
る 力 を すべ て 出し て 、 振 り 下 ろ さ れ た 樋 か ら 身 を 
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守 ろ うと し た 。 し か し 、 巨 人 の 強大 な 力 を も っ て 
し て も 、 棚 の 方 向 を ほん の 少し ずら す の が 精 一 杯 
だ っ た 。 

植 は 巨人 た ちの 都市 を か すめ て 地 に 落ち た が 、 
それ で も この 上 な く 第 栄 し た 都市 を 破壊 する に は 
† 分 で あっ た 。 ま た た く 間 に 、 無 数 の 巨人 や 他 の 
種族 の 生き 物 は どろ どろ に 溶け て し まっ た 。 大陸 
に は 大 き な 穴 が あき 、 紀 磁 が 激しく 降り 注い だ 。 

ほとん どの 巨人 は 死 を 迎え た 。 


エピ ソー ド 9: 


巨人 の 減 亡 


な ん と か 生き 残っ た 巨人 た ちゃ る 、 ア イン ハ ザ ー 
ド の 色 り を 避け る た め に 東方 へ と 逃れ て 行っ た 。 
巨人 た ち は 以 前 シー レン が 通っ た の と 同じ よう な 
道 を た どっ た 。 

アイ ン ハ ザー ド は 巨人 た ち を 追い 続け 、 稲 奏で 

つぎつぎ に 焼き 殺し て いっ た 。 恐れ に 固 え な が ら 、 
巨人 た ち は グ ラン カイ ン に 嘆願 し た 。 
「 グ ラン カイ ン よ 、 グ ラン カイ ン 。 私 た ち は 自 分 た 
ちの 過ち に 気付 きま し た 。 ア イン ハザード を 止め 
られ る の は あな た だ け で す 。 ア イン ハザード は 把 
り で 我 を 忘れ て いま す 。 私 た ち は あ な た が た と 同 
じ 場 所 で 生ま れ ま し た 。 そ し て 大 陸 で 最も 賢く 、 
強い 生き 物 だ っ た の で す 。 ど うか 私 た ち を 滅ぼさ 
せな いで くだ さい 。」 

グラ ンカ イン は 寛大 な 神 で あっ た 。 巨 人 た ち は 

既に その 罪 を 十分 に 償 っ た と 考え 、 南 洋 の 最も 深 
いと ころ か ら 水 を 持ち 上 げ て 、 巨 人 た ち に 追い 付 
こう と する アイ ン ハ ザー ド を さえ ぎっ た 。 ア イン 
ハザード は 把 り の あま り 叫 ん だ 。 
「 何 を する の だ 。 ど うし て 私 の 邪魔 を する 。 愛しい 
娘 、 エ ヴァ よ 。 行く 手 を は ば む 水 を 今 すぐ 退 か せ 
な さい 。 さ も な けれ ば 、 お 前 も 姉 と 同じ 運命 を た 
どる こと に な る ぞ 。」 

エヴァ は アイ ン ハ ザー ド を 恐れ 、 す ぐに 水 を 海 
へ と 戻し た 。 ア イン ハザード は 再び 巨人 た ち を 追 
いか け 、 1 人 また 1 人 と 殺し て いっ た 。 

巨人 た ち は 再 ぴ グラ ンカ イン に 泣き つい た 。 

「 グ ラン カイ ン よ 。 僅 大 な る 我ら が 神 よ 。 アイ ン ハ 
ザー ド は まだ 私 た ち を 追っ て きま す 。 私 た ち を 1 
人 残ら ず 消 し まる つも り で す 。 ど うか 私 た ちの 身 
を 守り 、 助 け て くだ さい 。」 

グラ ンカ イン は 巨人 た ち が 立 っ て いる 大 地 を 持 

ち 上 げた 。 巨 人 た ち を 血眼 に な っ て 追い か け て い 
た アイ ン ハ ザー ド は 、 突 然 、 巨 大 な 岩 の 尼 に 行く 
手 を さえ ぎら れ た 。 ア イン ハザード は 叫ん だ 。 
「 私 の 娘 た ち は 皆 、 英 な の か 。 愛 しい 娘 、 マー プル 
よ 。 一 体 誰が 私 の 行く 手 を は ば ん で いる の だ 。 今 
すぐ この 大 地 を も と に 戻す の だ 。 さ も な けれ ば 、 
お 前 も 姉 と 同じ 運命 を た どる こと に な る ぞ 。」 
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この 言葉 に 快 え 、 マ ー プ ブル は 大 地 を も と に 戻 そ 
うと し た 。 し か し 、 グ ラン カイ ン は 即座 に マー プ 
ル を 制止 し 、 言 っ た 。 


「 ア イン ハザード よ 。 も うそ ろ そ ろ や め た ら ど うだ 。 


地上 の あら ゆる も の が お 前 の 怒り を 恐れ 、 恐怖 に 
思え て いる 。 賢明 だ が 愚か な こと を し で か し た 巨 
人 た ち も 、 自 分 た ちの 過ち を 悔い 改め 、 心 の 底 か 
ら 改 心して いる 。 巨人 た ち を 見 よ 。 す べ て の 生き 
物 の 上 に 立つ も の と し て 自信 に 満ち あふ れ て いた 
彼ら が 、 今 で は あん な 小さ な 高台 に 隠れ て 恐れ お 
の の き 、 お 前 と 目 も 合わ せら れず に いる で は な い 


か 。 も う 二 度 と 大 陸 に は 降り て 来 られ な い だ ろ う 。 
また 二度と 私 た ち 神 に た て つく こと も な い だ ろ う 。 


あの 高台 は 巨人 た ちの 永 剖 の 生 鈴 と な り 、 彼 ら は 
水 遠 に そこ に 閉じ 込め られ る こと に な る の だ 。 だ 
か ら 、 ど うか も うそ の 怒り を 鎮め て くれ な いか 。 
お 前 の 復讐 は も う 終 わっ た の だ 。」 

アイ ン ハ ザー ド は 鍋 り を 鎮め た わけ で は な か っ 
た が 、 自 分 と 立場 の 同じ グラ ンカ イン の 話 に 耳 を 
貸し た 。 ま た 、 グ ラン カイ ン が 言う よう に 、 巨 人 
た ち に 水 遠 に その 行為 を 悔やま せる に は 、 彼 ら を 
皆殺し に する より も 、 小 さ な 、 不 毛 の 高台 に 捕え 
て お く ほ う が よ いと 考え た 。 

そう し て つい に 、 ア イン ハザード は 巨人 た ち を 
追う の を や め 、 宮 殿 へ と 帰っ て 行っ た の だ っ た 。 

地上 の 生き 物 に 失望 し た アイ ン ハ ザー ド は 、 そ 
の 後 、 め っ た に 地上 で の で き ご と に 関与 し な く な 
っ た 。 そ し て グラ ンカ イン も また 、 む や み に 地 上 
に 姿 を 現さ な いこ と に 決め た 。 


神々 の 時 代 は 、 こ うし て 六 を 迎え た の だ っ た 。 


エピ ソー ド 10 : 
た き 火 の そば で 一 一 談 対 の プロローグ 

ここ で 男 は 、 し ば し 口 を つぐ ん だ 。 彼 が 話し て 
いる 間 、 我 々 は 金縛り に で も あっ た か の よう に 
身 じ ろ ぎ も で きず に いた 。 

彼 の 声 は 決し て 大 きく は な か っ た が 、 ま る で 魔 
法 の 力 に 操 ら れ て いる か の よう に 、 我 々 の 頭 の 奥 
深く に 直接 覆い て くる の だ 。 

彼 が 語っ た 神話 は 、 我 々 が 知っ て いる も の と は 
全く 違う も の だ っ た 。 し か し 、 誰 も その こと を 彼 
に 問い た だ すこ と は で き な か っ た 。 

何と も 言い 難い 薄 気 味 悪い 胸 風 ぎ が 、 全 身 を 覆 
う の を 感じ た 。 大 陸 で 最も 勇猛 な ファ イタ ー で あ 
る 我々 が 、 こ ん な 取る に 足ら な い 男 に 、 脱 病 な 娘 
の よう に 恐れ を 感じ て いた の だ 。 

木 の 枝 に 留まっ て いた フク ロウ が 駆 び 立 つ 時 の 

羽根 の わずか な 音 に 、 我 々 は 皆 び くっ と 身 を すく 
め た 。 男 は 我々 を あざ 笑い 、 タ バ コ に 火 を つけ て 
語り だ し た 。 
「 私 が 話し た 神々 の 話 が 、 君 た ち が 知 っ て いる も の 
と は 人 違う か ら と 言っ て 、 頭 か ら 否 定 し よう と は し 
な いで くれ 。 藻 た ちの 神官 が 、 こ の きす らい の 詩 
人 より も 真実 に 近い と いう 証拠 は どこ に も な い の 
だ 。 神々 の 御 業 は 神 の 御 心 で も っ て 、 ヒ ュー マン 
の 意志 で は な い の だ 。 神官 ご と き が どう し て 真実 
を 知っ て いる と 言え よう か 。 私 の 話 に 耳 を 傾け る 
が いい 。 こ れ は 、 神 々 が 消え た 後 の 大陸 の 話 。 若 
た ち が 歴 史 と 呼ん で いる 話 だ 。」 


エピ ソー ド 11 : 


滅亡 の 中 の 混 添 の 兆し 


すべ て の 生命 体 の 上 に 君臨 し て いた 巨人 た ち が 
突然 を 消す と 、 大 陸 は 大 き な 混 乱 に 陥っ た 。 巨 
人 に よっ て 統制 され 続け 、 た だ ひたすら 巨人 の た 
め に 生き て 来 た 彼ら は 、 自 ら の 力 で 生き て 行か な 
けれ ば な ら な い 時 を 迎え た の だ 。 


彼ら は 荒野 に 一 人 投げ 出さ れ た 子供 の よう に 司 
え 、 な す 術 も な く た だ 果 然 と し て いた 。 ま し て 、 
星 の 植 が 大 陸 を 強打 し て 起こ っ た 大 災難 は 、 事 明 
を 立て 直せ な い ほ ど 、 一 層 深 刻 な も の に し た 。 多 
く の 者 が 大 災難 に より 死ん で いき 、 ま た 多く の 者 
が 混乱 の 渦中 に 死ん で いっ た 。 彼 ら は ひたすら 神 
に 救い を 求め た が 、 神 々 は 決し て 応じ な か っ た 。 

最初 に この 状況 を 収拾 し て 立ち 上 が っ た 種族 は 

エル フ だ っ た 。 彼 ら は 巨人 に 統治 され て いた 時 代 
に も 、 政 治 を 担っ て いた 種族 だ っ た 。 彼 ら は 互い 
に 異な る 種族 を ひと つ に まとめ 上 げ 、 う まく 治め 
て いる よう に 見 えた 。 し か し 時 間 が 経つ に つれ 、 
エル フ は 巨人 ほど 大 陸 を 治め る 能力 が な いと いう 
こと が 少し ずつ 見 え 始 め た 。 最初 に エル フ に 反旗 
を 翻 し た の は 、 オ ー ク だ っ た 。 
「 エ ルフ が 我々 より 強い の か ? エル フ に 我々 を 統 
治す る 資格 が ある の か ? 我々 より も 麗 き 者 が 生 
意気 に も 我々 の 上 に 君臨 する こと を 、 決 し て 認め 
る こと は で き な い ! 」 

オー ク の 軍事 力 は 、 実 に 玲 る べき も の だ っ た 。 
戦闘 の 中 で 生き 、 誇 らし げに 死 を 迎え る オー ク に 
対し 、 平 和 に 暮らし て きた エル フ は 、 対 抗 する こ 
と が で き な か っ た 。 一 上 に し て 、 大 陸 の ほとん ど 
は オー ク の 占領 下 に 入り 、 エ ルフ は 大 陸 の 片隅 に 
追い や られ た 。 

そこ で エル フ は ドワーフ に 助け を 求め た 。 彼ら 
の 英 大 な 資金 と 優れ た 武器 が あれ ば 、 オ ー ク と 戦 
っ て も 勝算 が ある と 判断 し た の だ 。 

「 地 の 種族 よ 、 我々 に 力 を 貸し て くれ 。 あの 凶暴 な 
オー ク の 一 団 が 力 まかせ に 我々 を 追い 詰め る の だ 。 
さあ 、 早 く 我 々 と 共に あの 連中 を 断罪 し よう 。」 

だ が 、 ド ワー フ は エル フ の 要請 を 冷た く 断 っ た 。 
彼ら の 目 に は 、 大 勢 は すでに オー ク に 傾い て いる 
と 映っ た の だ 。 常 に 実利 追求 する ドワーフ が 、 
能 者 に 手 を 差し 伸 べ る こと は あり 得 な いこ と だ っ 
た 。 エ ルフ は 紙 り 狂っ た が 、 な す 術 は な か っ た 。 

エル フ は 、 次 に 風 の 種族 、 ア ル テ イ ア に 助け を 
求め る こと に し た 。 彼ら の 情報 力 と 空中 で の 攻撃 
力 は 、 十 分 に エル フ を 助け オー ク を 打ち 破る こと 
が 出来 る よう に 思わ れ た 。 エ ルフ の 使節 団 は 大 陸 
の 果て まで 行き 、 彼 ら に 助け を 請う た 。 

「 風 の 種族 よ 、 我々 を 助け た まえ 。 か の 無 学 な オー 
ク の 一 団 が 、 力 で 我々 を 追い 詰め て いる の だ 。 
我々 と 共に 、 あ の 連中 に 自ら の 愚か さ を 知 らし め 
た まえ 。」 

し か し アル テイ ア は 、 い つも の ご と く 大 陸 の 情 
勢 や 戦争 な ど に は まっ た く 関 心 が な か っ た 。 彼ら 
は 、 ど ちら 側 の 味方 に も ち つ か な いこ と を 心 に 決め 、 
さら に 深い 奥地 に 隠れ て し まっ た 。 

エル フ は 絶望 し た 。 


エピ ソー ド 12 ・ 
計算 され た 契約 

この 時 、 何 者 か が 出 て き て エル フ の 前 に ひれ 伏 
し た 。 エ ルフ を 統べる 王 が 注意 深く 見 た と ころ 、 
彼 は ヒュ ー マ ン の 王 だ っ た 。 彼 は 、 頭 の 上 に 枝 で 
編ん だ 王 対 の よう な も の を か ぶっ て いた 。 
「 何 事 だ 、 単 し い ヒ ュー マン の 王 よ 。 お 前 た ち ま で 
も が 、 我 々 を 開 弄 し に 来 た と 言う の か ? 」 

エル フ の 王 は 嘆き 叫ん だ 。 す る と 、 ヒ ュー マン 
の 王 は 地面 に 額 が つく ほど 頭 を 垂れ 、 言 上 し た 。 
[違い ます 、 賢明 な る エル フ の 王 よ 。 我 々 は 、 た だ 
取る に 足り な い 力 で は あり ます が 、 お 役に立て る 
か と 思っ て 参っ た の で す 。」 

この 言葉 に エル フ は 大 い に 喜 ん だ 。 た と え 軸 か 
で 無力 な ヒュ ー マ ン と いえ ども 、 彼 ら は 非常 に 人 
数 が 多く 、 戦 争 の 際 に は 何ら か の 形 で 役に立つ か 
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も し れ な いと 考え た の だ 

「 な ん と 殊 勝 な こと か 、 ヒ ュー マン の 王 よ 。 お 前 た 
ち は た と え 軽 き 存在 で あっ て も 、 我 々 の た め に 進 
ん で その 命 を 捧げ る と いう 皿 誠心 は 見 上 げた も の 
だ 。 この 戦争 を 勝利 に 導 け ば 、 お 前 た ち は 我 が エ 
ルフ の 次 に 位置 する 種族 に な れる だ ろう 。」 

この 言葉 に ヒュ ー マ ン の 王 は 大 い に 感 激 し 、 何 
度 も 何 度 も ひれ 伏し た 。 し か し 、 彼 は 再び 注意 深 
く 頭 を 上 げ 、 こ う 言 っ た 

[限り な く 尊 い エ ルフ の 王 よ 。 エ ルフ の 栄え ある 勝 
利 の た め に 、 ぜ ひ お 許し いた だ きた いこ と が ご ざ 
いま す 。 我々 は あま り に も 徹 力 で す 。 我々 の 歯 は 
ォ ー ク の 体 に か すり 傷 ひ と つき えも つけ る こと が 
で きず 、 我々 の 爪 は 彼ら の 筋肉 に は ね 返さ れる だ 
け な の で す 。 で すか ら 、 切 に お 願い 申し 上 げ ま す . 
どう か 我々 に あの 連中 に 立ち 向かえ る だ け の 力 を 
お 与え くだ さい 。 我々 に 魔法 を お 教え くだ さい 。」 


ヒュ ー マ ン の この 唐突 な 提案 に 、 エ ルフ は 最初 


あき れ 果 て て 言葉 も 出 ず 、 次 に は な は だ し い 租 り 
を 覚え た 。 彼 ら は 、 す ぐさ きま 手 を 出し て ヒュ ー マ 
ン の 王 を 一 操り の 灰 に し て し まお うと し た 。 し か 


し エル フ の 王 、 ベ オラ は 理性 を 持っ て 冷静 に 考え 、 


彼ら の 主張 を 聞き 入れ る こと に し た 

まず 、 ヒ ュー マン が あま り に も 力 が な く て は オ 
ー ク に 勝て る か が 疑問 で あり 、 次 に ヒュ ー マ ン の 
足り な い 頭 で 魔法 を 習得 し た と ころ で 、 大 き な 感 
力 に は な ら な いと 考え た の だ 

そし て この 決定 は 、 結 局 彼女 の 命 を 奪っ た の だ 
っ た 。 ヒ ュー マン は 、 エ ルフ が 予想 し て いた 以上 
に 早く 魔法 を 習得 し た 。 そ れ だ け で は な く 、 常 に 
労働 に いそ し み 、 仲 間 同 士 で 戦っ て 鍛錬 し た 彼ら 
の 肉体 は 、 オー ク ほ ど で は な い が 相 当 に 強 捕 な も 
の だ っ た 

また 、 彼 ら は 手先 も 器用 で 、 武 器 を 扱う 手 さ ば 
きも 見 事 な も の だ っ た 。 何 より も 、 ヒ ュー マン は 
その 数 の 多き を 誇っ て いた 。 ヒ ュー マン の 軍隊 は 
短期 間 に 成長 を 遂げ た 
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大 陸 の 工 者 

ヒュ ー マ ン と エル フ の 連合 軍 は 、 徐 々 に オー ク 
を 制圧 し 始め た 。 こ うな る と 、 今 まで オー ク 側 に 
つい て 彼ら に 武器 や 要塞 を 作っ て や っ て いた ド ワ 
ー フ が 、 こ ちら 側 に も つく よう に な る 。 ヒ ュー マ 
ン は 、 ド ワー フ が 作っ て くれ た 精巧 な アー マー と 
鋭い 武器 を 使用 し 、 一 層 強 力 に な っ た 

も は や 、 エ ルフ の 軍隊 が な く て も 、 ヒ ュー マン 
は オー ク の 軍隊 を 撃退 で きる よう に な っ て いた 

状況 が この よう に 変わ る と 、 エ ルフ は 戦争 に 勝利 
を 収め な が ら も 、 常 に 不安 を 抱く こと と な っ た 

日 に 日 に 、 ヒ ュー マン が 統制 で き な い ほど 強力 に 
な る の を 感じ た の だ 

それ で も 、 エ ルフ は 最後 まで 油断 し て いた 。 ま 
きか 、 最 も 卑しい 、 ク ズ の よう な ヒュ ー マ ン が 反 
逆 を 企ん た で いる と は 思い も し な か っ た の だ 。 そ の 
上 、 オ ー ク か ら の 勝利 が 自分 た ちの 目 の 前 に ある 
今 、 他 の こと を 考え る 余裕 も な か っ た 

ヒュ ー マ ン は 次第 に 高位 魔法 を 習得 し て 行き 、 
つい に 、 数 十 年 に 及ぶ 戦争 は エル フ ・ ヒ ュー マン 
連合 軍 の 勝利 に 終わ っ た 

オー ク は 屈 辱 的 な 平和 条約 を 締結 し 、 自 分 た ち 
の 本 失地 で ある エル モア 北部 に 追い や られ た の だ 
っ た 

「 だ が 、 エ ルフ よ 。 こ れ は 革 た ちの 勝利 で は な く 、 
あの 汚 ら わし い ヒ ュー マン の 勝利 だ 。 若 た ち は 、 
自分 た ち が 育 て た あの 人 怪 物 た ち を どう や っ て 阻止 
する と 言う の だ 。」 


へ スト ッ ゥ イ の 族長 の 吐き 捨て る よう な 毒舌 通り 
エル フ は ヒュ ー マ ン と いう 新しい 稚 威 に 立ち 向 か 
わな けれ ば な ら な か っ た 。 し か し 、 既 に エル フ は 
長い 戦争 に 療 れ 果て て いた 

反面 、 魔 法 と いう 力 を 手 に し た ヒュ ー マ ン は 、 
初め て 腕 が 高 鳴 っ て いた 。 そ し て つい に 、 ヒ ュー 
マン の エル フ に 対す る 反乱 が 起こ っ た の だ っ た 

ヒュ ー マ ン は か な り 以 前 か ら 徹底 、 か つ 秘 密 理 
に この 謀反 を 企 て て きた に 何 い な か っ た 。 エ ルフ 
は 、 こ の 時 初め て 、 飼 い 犬 に 手 を か まれ た こと に 
気付 き 、 悲 但 を 上 げた が 、 既 に 後の祭り だ っ た 。 

魔法 と 魔法 が ぶつ か り 合 う 強 力 な 戦闘 が 起こ り 、 
再び 大 陸 は 揺れ た 。 し か し 、 エ ルフ は 既に 新しく 
台頭 し た し ュー マン の 勢力 を 防ぎ きる だ け の 力 を 
持っ て いな か っ た 

エル フ は 、 ヒ ュー マン の 大 規模 な 攻勢 に 次 第 に 
押 き れ は じ め 、 つ い に は 自分 た ちの 本 拠 地 で ある 
エル フ の 森 まで 後退 し た 。 そ し て 、 ヒ ュー マン と 
の 最後 の 決戦 を 準備 し た の だ っ た 

この 森 は エル フ の 魔法 力 が 最も 強く 作用 する 場 
所 だ っ た た め 、 こ の 森 を 足がかり に 勝利 を 手 に し 
よう と し た の だ 。 エ ルフ は ダン ジョ ン を 抜け て そ 
こ に 身 を 潜め 、 ヒ ュー マン に 立ち 向かっ た 。 だ が 、 
お よそ 3 カ月 間 続い た 飽く な き 戦い の 未 に 勝者 と 
な っ た の は 、 ヒ ュー マン だ っ た 

エル フ の 自負 心 も 、 エ ルフ の 森 の 魔力 も 、 優 れ 
た 魔法 力も 、 果 て し な く 押 し 寄せ て くる ヒュ ー マ 
ン の 軍隊 を し の ぎ き る こと は で き な か っ た の だ 

結局 、 エ ルフ は 甚大 な 被害 を 負っ て 森 の 中 へ 逸 
げ て いっ た 。 ヒ ュー マン も 、 そ れ 以 上 、 後 を 追う 
こと は で き な か っ た 。 エ ルフ は 森 の すべ て に 強力 
な 結界 を 作り 、 他 の 種族 の 接近 を 防ぐ こと と し た 

こう し て ヒュ ー マ ン が 大 陸 の 芽 者 と な っ た の だ 
っ た 
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間 の 中 の た き 火 の を ば で 一 エル モ 77 ッ 

彼 が 話す 歴史 も また 、 我 々 が 知っ て いる 歴史 と 
は 違う も の だ っ た 。 し か し 、 我 々 は それ と 似 た よ 
うな 話 を どこ か で 聞い た こと が あっ た 。 我々 の 一 
行 で 最も 美しい エル フ の 娘 、 ア ルウ ェ ン は 何 に 思 
い を 馳せ て いる の か 、 目 に 涙 が 光っ て いた 

男 の 言葉 を 聞い て いる うち に 、 人 夜 は 一 層 更 け て 
いっ た 。 し か し 、 ど こ か ら も 獣 の 際 き 声 は 聞こ え 
て こない 。 風 に 播 れ る 木 の 枝 の 音 も 、 渓 谷 を 流れ 
る 小川 の せせらぎ も 聞こ えて は こない 。 聞 こえ る 
の は 荒 々 し い 我 々 の 息づかい と 、 た き 火 が 燃え る 
音 だ け 

まる で 、 山 全体 が 息 を ひそ め 、 た き 火 の そば か 
ら 漏 れ て くる 話 に 耳 を 傾け て いる よう だ っ た 
「 ど うか ね 。 最 も 昧 し い ヒ ュー マン が 最後 に 大 陸 の 
と な っ た と いう 事実 は 、 あ まり に も 皮肉 な こと 
で は な いか ね ? し か し 、 こ れ は ヒュ ー マ ン の 意 
志 が 作り 出し た 結果 。 神 々 と 言え を ども 、 ま さか ヒ 
ュー マン が 地上 の 支配 者 に な ろう と は 棚 像 だ に し 
て いな か っ た だ ろう 。 で は 、 今 か ら 最も 料 然 と 輝 
いた ヒュ ー マ ン の 王国 に つい て の 話 を し て や ろう 
短 慢 な 者 た ちよ 、 聞 く が いい 。 こ れ が 巨人 の 前 由 
を 踏ん だ ヒュ ー マ ン の 話 だ 。」 


入れ 妹 わ っ た 創造 王 


長い 戦争 に よっ て 、 ヒ ュー マン の 間 に は 、 原 始 
的 な 形 の 国家 が 生ま れ 始 め て いた 。 そ の 中 で も 中 
心 と な る の は 、 エ ティ ナ 族 を は じ め と する 魔法 を 
習得 し た ヒュ ー マ ン た ち だ っ た 。 彼ら は 、 自 分 た 
ち が 持 っ て いる 力 で 、 人 々 を 保護 し 、 時 に は 恐怖 


を 与え 、 自 分 た ちの 王国 を 建国 し て 行っ た 

この 過程 で 大 小さ ま ざ ま な 戦争 が 起こ っ た 。 し 
か し 、 混 乱 期 は そう 長く は 続か な か っ た 。 結局 、 
エ テ ィ ナ 族 の 族長 で あっ た シュ ナイ マン に よっ て 、 
現在 の アデ ン と エル モア 地方 の 統一 が 成 され た の 
だ っ た 

彼 は 自分 が 建て た 帝国 の 名 を エル モア アデ ン と 
定め 、 自 ら を 朱 益 と 称し た 。 彼 の 祖父 の 頭 に 載せ 
られ て いた 枝 の 王 管 は 、 つ い に 召 然 と 輝く 宝石 で 
侯 ら れ た 金 竹 と な り 、 彼 の 頭 に 載せ られ た 。 彼 は 、 
後世 に 神 と 同等 な 存在 と 思わ れる ほど に な っ た の 
だ っ た 

大 帝国 の 皇 益 と な っ た シュ ナイ マン は 、 ヒ ュー 
マン の 先天 的 限界 に 悩ん だ 。 死 と 破 減 を 銀 徴 す る 
グラ ンカ イン が 自分 た ちの 創造 主 だ と いう 事実 は 、 
いつ も 他 種 族 に 対す る 劣等 感 と し て 作用 し て いた 
さら に 、 こ の 世 の 他 の 種族 を 作っ た 残り カス が 
自分 た ち を 形作っ て いる と いう 神話 は 、 そ の まま 
受け 入れ る に は あま り に も 耶 辱 だ っ た 。 新 し い 帝 
国 の た め に は 、 彼 ら を 尊い も の と する 新しい 神話 、 
新しい 歴史 が 必要 で あっ た 

結 局 、 シ ュ ナ イマ ン は 大 々 的 な 宗教 改革 を 行い 、 
グラ ンカ イン の 代わ り に アイ ン ハ ザー ド を ヒュ ー 
マン の 神 と し た 。 神話 と 歴史 は 歪曲 され 、 黒 魔法 
と グラ ンカ イン の 信者 は 追 害 を 受け た 。 以後 、 何 
代 に も 及ぶ 宗教 改革 は 、 最 終 的 に アイ ン ハ ザー ド 
を 善 の 神 、 グ ラン カイ ン を 悪 の 神 と し 、 ヒ ュー マ 
ン は アイ ン ハ ザー ド を 自分 の 創造 主 と 考 える よう 
に な っ た 。 こ の 事実 を 知っ た グラ ンカ イン は 、 意 
外 に も 笑い な が ら こ の 事実 を 受け 入れ た 

「 あ の 連中 が 私 に 仕 を な いと 言っ て も 、 私 は 色 り は 
し な い 。 だ が 、 遇 か な ヒュ ー マ ン よ 。 天 を いく ら 
手 で 覆っ て も 、 そ の 天 が お 前 た ちの 手 よ り 小さ い 
と 思う の か ? 」 


エピ ソー ド 16 : 
エル モア アデ ン と ペリ オス 

大 際 で エル モア アデ ン 帝 国 が 生ま れ 、 目 覚 し い 
発展 を 遂げ て いる 頃 、 海 を 挟ん だ グレ シア 地域 は 
林 だ 混乱 期 に あっ た 。 

この 地域 に は に ヒ ュー マン が 接近 し 難い 地域 が 広 
く 分 布 し て お り 、 強 力 な 権力 の 出現 も な く 、 統 合 
され た 政府 樹立 の 道のり は 條 か に 章 い も の だ っ た 
乱立 し た 数 十 の 小国 家 が 各々 少し ずつ 領地 を 占有 
し 、 戦 争 と 政略 を 通し て 離合 集散 を 繰り 返し て い 
た 。 

し か し 、 エ ル モ ア アデ ン の 強力 な 軍隊 が 西海 大 
橋 と 海路 を 通じ て 侵犯 し て くる と 、 グ レシ ア 一 葵 
の 国家 は 連合 体 を 構成 し て これ に 立ち 向かっ た 

この 渦 中 に 多く の 国王 と 貴族 た ち が 死 に 、 彼 ら 
が 持っ て いた 権力 は 生き 残っ た 者 た ち に 自然 の 成 
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り 行 き と し て 吸収 きれ て いっ た 。 

エル モア アデ ン の 侵略 は 、 結 果 的 に グレ シア ー 
常に 統一 帝国 が 建設 され る 基 杏 を 築き 、 ベ リオ ス 
軍国 が 誕生 する 事 と な る 。 そ の 後 、 ベ リオ ス と エ 
ル モ ア アデ ン は 、 互 い に 競 っ て 国力 を 強固 な も の 
に し て いっ た 。 

や は り 、 先 に 統一 され た 帝国 を 建設 し 、 ま た 強 
力 な 軍隊 を 備え て いた エル モア アデ ン が 、 比 較 的 
優位 を 占め て いた 。 だ が 、2 つの 帝国 の 間 に あ る 
海 が ペリ オス の 自主 権 を 守っ て いた 。 ま た 、 ペ リ 
オス に は 巨人 が 残し た 優れ た 遺産 が 多く 残っ て い 
た 。 

結局 、 エ ル モ ア アデ ン は 圧倒 的 と 言え る 軍事 的 
優位 を 持っ て し て も 、 思 い 通 り に ベリ オス を 服属 
させ る こと は で き な か っ た 。 


エビ ソード 17 : 
黒 魔法 の ベレ ス 


エル モア アデ ン に は 、 象 小 の 塔 と いう 魔法 機関 
が ある 。 こ の 機関 は 証 代 の 巨人 が 使用 し て いた 魔 
法 を 復元 し 、 そ れ を 再 研究 、 発 展 さ せる こと を 目 
的 と し た 集団 で あっ た 。 

彼ら が 持っ て いる 魔法 の 力 は 実に 屈強 で あり 、 
か つて は エル モア アデ ン 帝 国 の 皇帝 と も 肩 を 並べ 
る ほど の 影響 力 を 持っ て いた 。 こ の 象牙 の 塔 出身 
の 中 で 、 最 も 強力 な 魔法 を 備え て いた の が 、 あ の 
ベレ ス と いう 者 だ 。 

彼 は 、 ヒ ュー マン が 誕生 し て 以来 の 最高 の 天才 
だ っ た 。 巨人 の 魔法 に 心酔 し 、 そ れ を 磨き 、 つ い 
に は それ ら の 力 の ほとん ど を 持つ よう に な っ た 。 

だ が 、 そ の 力 は ヒュ ー マ ン が 持っ て は な ら な い 
力 。 呪 われ た 力 を 手 に し た ベレ ス は 軸 か な 野望 を 
抱く よう に な る 。 

これ に 警戒 心 を 持っ た 帝国 と 象牙 の 塔 は 手 を 組 
み 、 ベ レス を 処分 する こと に し た 。 し か し 、 ベ レ 
ス の 力 は あま り に も 強力 だ っ た 。 

象 著 の 塔 の メイ ジ た ち は 禁 じ ら れ た 黒 魔法 を 使 
用 する こと で 、 よ う や く ベ レス の 力 を 層 め 、 彼 を 
地下 に 封じ 込め た 。 

だ が 、 ナ イト と メイ ジ が 封印 を 監視 し て いた に 
も 関わ ら ず 、 ベ レス は 封印 を 解い て 脱出 に 成功 す 
る 。 彼 は ヘル パウ ンド 鳥 に 身 を 隠し 消え う せ た 魔 
法 の 力 を 再び 甘え 、 い つの 日 か も う 一 度 大 陸 を 占 
領 す る と いう 野望 に 燃え て いた 。 

この 一 件 で 、 現 在 の グル ー デ ィ オ 南部 一 葵 が 、 
銀 牙 の 塔 メイ ジ の 黒 魔 法 の 副作用 に より 砂漠 と な 
っ て し まっ た 。 こ の た め に 、 数 多く の 人 々 が 命 を 
落と すこ と と な る 。 

し か し 、 帝 国 は これ を ベレ ス の 行い と し 、 ベ レ 
ス に 可 魔 の 印 を 押し て 、 人 々 に その よう な 意識 
を 植え つけ た の だ っ た 。 
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エピ ソー ド 18 : 

ダー クエ ルフ の 誕生 

エル フ の 森 で は 大 き な 異 変 が 起こ っ て いた 。 ヒ 
ュー マン に 大 陸 の 形 権 を 奪わ れ た エル フ は 、 次 第 
に 自信 を 失 く し 、 居 に な っ て いっ た 。 彼ら は 大 
陸 に 対す る 野心 を すべ て 失い 、 森 の 中 で の 平安 な 
暮らし に 落ち 着き は じ め て いた 。 

この 状況 に 不満 を 抱い た の は 掲 色 の エル フ 族 だ 
っ た 。 元 々 進歩 的 な 性 向 を 持っ て いた 彼ら は 、 禁 
じ ら れ て いる 黒 魔法 を 習得 し て で も ヒュ ー マ ン と 
戦い 続け な けれ ば な ら な いと 主張 し た 。 だ が 、 彼 
ら の 主張 は 、 当 然 の ご と く 他 の エル フ の 猛烈 な 反 
対 に あう 。 

その 最 中 に 、 あ る ヒュ ー マ ン の メイ ジ が 掲 色 の 
エル フ に 接近 する 。 彼 は 大 胆 に も 褐色 の エル フ の 
族長 に 近づい て 話 か けた 。 
「 褐 色 の エル フ の 王 よ 、 あ な た 方 は を お 望み で す 
ね 。 し か し 、 あの 民 痢 な マー シュ エル フ ( 通 常 の エ 
ルフ ) と その 手下 は 、 あ な た 方 が 強い 力 を 持つ こと 
を 恐れ て いま す 。 あ な た 方 が 自分 た ち を 攻撃 し な 
いか 、 も し く は 不 必要 に ヒュ ー マ ン を 刺激 し 、 さ 
ら に 大 き な 災 難 を 呼び 起こ さ な い か と 、 そ れ ば か 
り を 心配 し て いる の で す 。 し か し 、 そ ん な 恒 表 な 
考え が 今 の エル フ を 作っ た の で す 。」 
「 お 前 は 誰 だ 、 ヒ ュー マン の メイ ジ よ 。 そん な 言葉 
で 我々 を 敗 惑 し よう と いう の か ? 」 
「 私 の 名 は 、 ダス パリ オン 、 一 介 の メイ ジ に 過ぎ ま 
せん 。 し か し 、 私 に は あな た 方 が 望ん で いる 力 が 
ある の で す 。 私 は あな た 方 が その 力 を 持て る よう 


に 、 お 手伝い する こと が で きま す 。 そ の 代わ り に 、 


あな た 方 も 私 が 望ん で いる も の を くだ され ば いい 
の で す 。」 
「 お 前 が 望ん で いる も の ? それ は 何だ ? 」 
「 そ れ は 、 あ な た 方 の 若 さ すなわち 不老 長寿 の 秘法 
で す 。 私 が いく ら 魔 法 に 精通 し て る と 言っ て も 、 
結局 は ヒュ ー マ ン 。 私 の 寿命 は 100 年 に も な り ま せ 
ん 。 で すか ら 、 掲 色 の エル フ の 王 よ 。 我々 は 互い 
に 望む も の を 与え る こと が で きる の で す 。」 

ダス パリ オン が 持つ 強力 な 黒 魔法 に 魅 耳 さ れ た 
褐色 の エル フ は 彼 の 提案 を 受け 入れ 、 つ い に 黒 麻 
法 を 習得 する よう に な っ た 。 

ダス パリ オン も 褐色 の エル フ か ら 望 ん で いた 情 
報 を 得 て 満足 し 、 森 を 離れ た 。 エ ルフ は この 事実 
を 知り 、 ア イン ハザード を 捨て グラ ンカ イン を 追 
い 始 め た 褐色 の エル フ を 破門 し た 。 

こう し て エル フ と 掲 色 の エル フ の 間 の 戦闘 が 始 
まる の だ が 、 こ の 時 、 ダ スパ リオ ン の た くら み に 
より 、 掲 色 る の エル フ は マー シュ エル フ を 全 減 させ 
る 恐ろし い 呪 文 を 使用 する こと に な る 。 


方 、 マー シュ エル フ は 、 人 息 絶 える その 瞬間 に 、 


最後 の 力 を 尽く し て 自分 た ち を 裏切っ た 褐色 の エ 
ルフ に 呪い し を か けた 。 そ の 結果 、 褐 色 の エル フ の 
森 は 朽ち 果て 、 褐 色 の エル フ も 呆 間 の 種族 と な っ 
て し まう 。 

それ 以後 、 揚 色 の エル フ は ダー クエ ルフ と 呼ば 
れる よう に な る の だ っ た 。 


エピソード 19 : 
エル モア アデ ン の 没落 

エル モア アデ ン の 黄金 期 は 、 エルモア アデ ン の 
成立 後 、 約 千年 が 過ぎ た バイ ウム 息 の 時 代 だ っ 
た 。 パ バイ ウ ム は 強力 な カリ スマ で 帝国 史上 最強 の 
軍隊 を 作る 。 

この 軍隊 は 、 エ ル モ ア 北部 に お いて 非常 に 大 き 
な 勢力 を 占め て いた オー ク を 、 現 在 の オー ク 王 国 
と 呼ば れる 黒い 森 に 押し や っ た 。 


また 、 ペ リオ ス 帝 国 に 大 々 的 な 攻撃 を 加え 、 グ 
レシ ア 南 部 一 半 を 占領 する 。 こ の 時 期 は ヒュ ー マ 
ン の 王国 が 史上 最大 の 領地 を 手 に し て いた 時 代 で 
ある 。 

ペリ オス は この 戦争 で 慕 大 な 被害 を 負い 、 体 制 
が 播 ら ぎ 始め る 。 し か し 、 バ パイ ウム は 胸 年 に は 征 
服 戦争 に 興味 を 失い 、 水 遠 の 命 を 追求 し 、 帝 国 の 
国力 を 総動員 し て 塔 を 建て 始め た 。 

「 私 の 名 は 大 陸 の 隅 々 まで 恐怖 と 共に 敗 き 渡っ て い 
る 。 私 の 身動き 一 つ で 、 数 万 名 の 人 々 の 命 が 失 い 
も 、 救 われ も する の だ 。 実に 私 の 力 は 広大 無辺 だ 。 
だ が 、 こ の すべ て の も の を 数 十 年 し か 持て な いと 
は 、 な ん と 虚しい こと で あろ う ! いや 、 進 う 
私 は あの 神々 か ら 水 遠 の 命 を 得 、 私 の 帝国 を 永吉 
に 治め よう 。」 

パイ ウム の 例 願 が 込め られ た 塔 は 、 な ん と 30 征 
に も わた っ て 作ら れる こと に な る 。 彼 は この 塔 で 
神々 の 居所 に まで 登り 、 彼 ら か ら 水 遠 の 命 の 秘法 
を 手 に 入れ る つも り だ っ た 。 

し か し 神々 は これ を 黙っ て 見 て は いな か っ た 。 

「 香 し い ヒ ュー マン の 子 よ 、 彼 も また 、 昌 し い ヒ ュ 
ー マ ン の 子 だ 。 お 前 が 永遠 の 命 を 得 よ うと 、 恐 れ 
多く も 私 の 寝床 を 汚し に 来る の か ? お 前 た ち は 、 
巨人 の 最後 か ら 何 の 教 記 も 得 て は いな いと いう こ 
と か 。 い い だ ろ う 、 お 前 が その よう に 切 に 願う の 
が 水 遠 の 命 な ら ば 、 私 が お 前 に それ を 与え よう 。 
だ が 、 お 前 も この 塔 か ら 一 歩も 出る こと が で き な 
いで あろ う 。」 

神 の 怒り を 買っ た バイ ウム は 塔 の て っ ぺん に 内 
閉 さ れ 、 工 事 は 中 断 さ れ て し まう 。 し か し 、 こ の 
事 に より 、 エ ル モ ア アデ ン の 国力 は 急速 に 傾い 
た 。 

軍国 の 求心力 で あっ た 皇帝 が 突然 消え る と 、 彼 
の 後継 者 の 座 を めぐ り 、 息 族 間 に し 烈 な 争い が 起 
きた 。 こ の 争い に 多く の 四 族 まで も が 加わ り 、 つ 
い に エ ル モ ア アデ ン 全 体 が 内 戦 に 陥っ て し まっ た 。 
た だ で さき さえ 大 工事 で 国力 が ま っ て いた と ころ に 
大 規模 な 内 戦 が 繰り 広げ られ る と 、 帝 国 は これ 以 
上 持ち こたえ る こと が で き な か っ た 。 

結 局 、 千 年 以上 続い て きた 絢 論 た る エル モア ア 
デン 常 国 は 、 わ ず か 20 年 の うち に 月 壊し て し まう 
の だ っ た 。 


た き 火 の そば で 


夕飯 、 そ し て た き 火 の 温か さと 引き 換え に 聞 か 
せ て くれ る 話 は 、 次 第 に 不愉快 な 方 向 に 流れ て 行 
っ た 。 メ イジ で ある ホル ベン は 顔 を 真っ 赤 に し て 
男 を に ら み つけ て いた 。 

し か し 、 い つも な ら す ぐに 電 倒 と 共に フィ スト 
や ソー ド 、 あ る い は 魔法 な ど を 見 舞 わ せ て いる は 
ず の 我々 が 、 金 績 り に で も あっ た か の よう に 各自 
の 場所 で 身 じ る ろ ぎ ひと つ で き な か っ た 。 

私 は 固 肉 を 飲ん で 見 つめ て いた 。 こ の 男 の 正体 
が 何 な の か 、 そ し て 、 な ぜ こ ん な 話 を 我々 に する 
の か わか ら な か っ た の だ 。 我々 の 間 に は 、 今 に も 
張り 裂け ん ば か り の 緊張 感 が な な ぎり 始め て いた 。 
し か し 、 男 は 我々 の こと な ど 有 眼中 に も な いか の よ 
うに 行動 し た 。 

彼 は 周囲 に ある 枯れ 枝 を 拾い 集め 、 消 え そ うに 
な っ た た き 火 に 放り 込ん だ 。 今 に も 消え る か の よ 
うに あえ いで いた 災 が 、 再 び 勢 い を 取り 戻し て 燃 
え 始め た 。 

「 も うこ れ で 、 私 の 話 も 終わ り に 近づい た 。 今 か ら 
話す こと は 、 多 分 井 た ち が よ く 知 っ て いる 話 だ ろ 
う 。 ま だ 続い て いる 果て し な き ヒ ュー マン の 軸 り 
合い 。 そ し て 、 そ れ に 付 和 雷 同 し て 踊ら され て い 


る 多く の 種族 た ち 。 こ れ は エル モア アデ ン が 解体 
きれ た 後 の 大 陸 の 話 だ 。」 


エピソード 21 : 2 
エル モア 王国 


エル モア アデ ン の 崎 壊 は ベリ オス の 解体 を 少し 
だ け 遅 ら せ た が 、 結 局 グレ シア 南部 を 租 っ た 伝 委 
病 と 北部 を 箇 っ た 冷害 が 直接 の 原因 と な り 、 ペ ベリ 
ォ オス は 央 壊 する 。 エ ル モ ア アデ ン の 後に 続き 、 ペ 
リオ ス 韻 国 も 歴史 の 典 に 消え て し まっ た の だ 。 

その 後 、 大 陸 は 況 乱 に 包ま れ て いた 。 ま る で 、 
大 災難 後 を 初 委 と させ る 購 黒 の 時 期 だ っ た 。 貴族 
た ち は 各 々 の 名 分 を 掲げ て 自分 た ちの 王国 を 建て 、 
時 に は ヒュ ー マ ン 以外 の 他 種族 に 領土 を 明け 渡し 
も し た 

特に オー ク は 昌 隊 を 再 整 備 し 、 再 び 大 陸 進 出 に 
立ち 上 が る の だ っ た 。 彼 ら の 軍隊 は 相変わらず 強 
カ で 、 す ぐに エル モア 北部 を 征服 し た 。 し か し 、 
ノー プル オー ク と 下級 オー ク 間 の 葛藤 が 彼ら の 勢 
力 を 届 め て し まう 。 

ダー クエ ルフ と の 終わ りな き 戦 争 の た め 、 エ ル 
フ に は この よう な 状況 を 利用 する 余裕 が な か っ た 
ドワーフ は オー ク の 軍隊 に 人 迫 ら れ 、 志 を 掲げ る 機 
会 きえ も 得 ら れ な か っ た 。 

この 時 、 再 び 登 場 し た ヒュ ー マ ン の 国家 が 大 陸 
北部 の エル モア 王国 だ っ た 。 エ ル モ ア アデ ン 帝 国 
の 島 准 の 直系 だ と 言う 主張 は さて お き 、 エ ル モ ア 
は 確か に 強力 な 国家 だ っ た 。 人 彼ら は 、 大 陸 の 萌 権 
を 取 ろ うと 狙っ て いた オー ク を 再び オー ク 王 国 に 
追い や り 、 ヒ ュー マン の 世界 に 根 を お ろ し て 暮 ら 
し て いた ドワーフ を まん ま と だ まし て 、 ス パイ ン 
山脈 へ と 追い 出し た 。 

エル モア は 強力 な 軍隊 を 背景 に 大 際 の 北部 地域 
を すべ て 手中 に 収め 、 大 陸 の 統一 を 目指 し て 南進 
し 始め た 。 だ が 、 一 度 分 裂 し た 大 陸 の 統一 は そう 
た や すい こと で は な か っ た 。 

大 際 南 部 で 最も 大 き な 勢 力 を 形成 し て いた オー 
レン は 、 自 国 の 強み で ある 強力 な メイ ジ た ちと よ 
く 訓 練 さ れ た 軍隊 を 使い 、 エ ル モ ア の 激しい 攻撃 
の 勢い を 防ぎ きっ た の だ 。 

そし て 、 そ れ 以 外 の 南国 も 次 第 に 力 を 状 い 、 国 
家 の 形態 を 備え 始め る 。 オ ー レ ン を 始め と する 6、 
7 カ国 が 均衡 を 保ち な が ら 、 各 々 の 国家 を 発展 させ 
て いく の だ っ た 。 


エピ ソー ド 22 : 
パリ ス と ラウ ル 

数 百年 に 及ぶ 戦乱 の 中 で 、 最 初 に 統一 の 道筋 を 
つけ た の は グレ シア だ っ た 。 ペ ハイ ム 出 身 の パ リ 
ス と いう 一 人 の 男 が 現れ 、 長 い 備 兵 生活 の 中 で 多 
く の 戦 争 に 参加 し 、 伝 説 の よう な 名 声 を 手 に し た 

彼 は ベ ハ イム の 軍隊 に スカ ウト され 、 ベ ハイ ム 
の 領土 を 本 来 の 5 倍 の 大 き さ に 広げ た 後 、 ク ー デ 
ター を 起こ し て 自ら が 王座 に つい た 。 

まず 、 ク ェ イ サー の 強力 な ハイ ラン ダー と の 激 
烈 な 戦闘 の 末 に 彼ら を 降伏 させ る 。 生 まれ て この 
か た 、 1 度 も 負け た こと の な か っ た ハイ ラン ダー 
ファ イタ ー、 ト ル は 彼 と の 1 対 1 の 対決 に 敗れ 、 
心 の 底 か ら 彼 に 感服 し た の だ っ た 
「 お 前 は 本 当 に ヒュ ー マ ン な の か ? ヒュ ー マ ン が 
この よう な 強 さ を 手 に 入れ られ る と は ! 」 
「 私 が それ ほど この 大 際 の 統一 を 熱望 し て いる か ら 
だ 。 強 き 北 の フ ァ イ タ ー よ 、 私 に 手 を 貸し て くれ 。 
そう すれ ば 、 お 前 に 世界 を 見 せ て や ろう 。] 

パリ ス は その 後 、 自 い 諾 騎士 団 や 風 の 騎 士 団 、 
そし て 彼 に 皿 誠 を 朱 っ た ハイ ラン ダー ファ イタ ー 
を 指揮 し 、 グ レシ ア 全 域 を 締 う よう に まばゆい 戦 


果 を 上 げ る 

グレ シア に お いて パリ ス に よる 統一 活動 が 活発 
だ っ た 頃 、 大 際 南 部 で は 統一 和 国 の 建設 が 始め ら 
れ て いた 。 こ の 時 、 ア デン に 生ま れ た の が 統一 王 
ラウ ル だ っ た 。 
「 列 国 の 君主 た ちよ 、 あな た 方 は 今 、 すぐ そこ まで 
近づい て き て いる 、 こ の 強大 な 敵 が 見 えま すか ? 
北 の 強 国 エル モア は 大 視 此 々 と 我々 の 財産 と 命 を 
狙っ て いま す 。 海 を 挟ん だ グレ シア 地域 まで も 統 

- さ れる と 、 我 々 は 獅子 の 口 に 頭 を 入れ て いる が 
ご と く 、 危険 な 状況 に 陥っ て し まい ます 。 我々 は 
生き 延び る た め に 、 1 つ に な る ほか な い の で す 。」 

彼 は 独特 の 話術 と 感化 力 を 基 に 、 着 実に 大 陸 南 
部 を 1 つ に まとめ 始め た 

その 時 、 エ ル モ ア は オー ク の 大 規模 な 反乱 に よ 
り 、 ア デン に 直接 手 を 打てる 状態 で は な か っ た 
ラウ ル は 、 ま ず 氷 遠 な る 友 邦 イン ナド リル を 併合 
し アデ ン 王 国 を 建て た 後 、 西 進 し て ギラ ン と ディ 
オン を 順に 手 に 入れ た 。 人 彼 の 戦争 は 血 を 流 き な い 
の が 特徴 だ っ た 。 し か し 、 長 い 間 南 国 の 胡 主 を 自 
負 し て きた オー レン は 、 た や すく アデ ン へ の 吸収 
を 受け 入れ は し な か っ た 

結局 、2 つの 国 は 全面 戦争 を 始め 、 戦 争 は 意外 
に も アデ ン の 圧勝 に 終わ る 。 そ の 後 、 事 態 の 推移 
を 見 守っ て いた グル ー デ ィ オ が アデ ン の 領国 で あ 
る こと を 認め 、 ア デン の 統一 は 完了 する の だ っ た 


エピ ソー ド 23 : 
混 の 年 代 記 

アデ ン の 統一 の 知ら せ が 伝え られ た ば か り の 頃 、 
グレ シア で も 最後 まで 抵抗 し て いた ヒュ ー 界 隈 が 
パリ ス の 手 に 落ち て いた 。 

パリ ス は 首都 を アル ペン ニノ に 移し 、 国 家 体 制 
を 整え た 。 大 陸 で 新しく 生ま れ た アデ ン は 、 エ ル 
モア の 鋭い 攻撃 を 防ぎ きり 、 そ の 実力 が あな どれ 
な いこ と を 立証 し た 

だ が 、 ラ ウル の 突然 死に より 、 展 開 は 新しい 局 
面 を 迎え る こと に な る 。 エ ル モ ア は 数 回 に わた り 
アデ ン の 北方 を 侵攻 し 、 代 わっ て 即位 し た トラ ビ 
ス は これ を よく し の い だ が 、 熱病 に か か り 、 つ い 
に この 世 を 去っ た 

そし て 、 彼 の 跡 を 継い で アデ ン の 王位 に 就 い た 
アマ デオ は 、 ま だ 16 歳 に な っ た ば か り の 幼い 少年 
だ っ た 。 
「 天 が 我 が グ レシ ア 王 国 を 助け て くだ さる ! 16 歳 
の 坊や が 王位 に 就く と は 、 ア デン 王国 も これ で 終 
わり だ !」 

バリ ス は 新しく アデ ン の 国王 と な っ た 青 二 才 の 
アマ デオ を 軽く 見 て いた 。 し か し 、 エ ル モ ア の 大 
規模 な 侵攻 を 見 事 に し の ぎ き る と 考え が 変わ る 
彼 は 、 ア デン が さら に 力 を 状 う 前 に 、 一 度 叩い 
て お く 必 要 が ある と 考え た 。 そ し て 彼 は 、 自 分 の 
右腕 で あっ た ジリ オス の 引き 止め さえ も 振り 切り 、 
海路 と 陸路 を 通じ し て アデ ン に 大 々 的 な 侵攻 を 開始 
し た 

だ が 、 結 果 は パリ ス の 予想 と は まっ た く 違 う も 
の だ っ た 。 エ ル モ ア の 国王 だ っ た アス テア が 、 父 
の 敵 で も あり 音 か ら の 敵国 で も ある アデ ン と 手 を 
結ん だ の だ 
「 耶 知ら ず な 奴 め ! 自分 の 父 の 信 で ある 狼 野 郎 と 
- 緒 に 刀 を 振り 回 す と は 、 い っ その こと ダガー を 
口 に くわ えて 自決 し ろ ! 」 

パリ ス は 篤 り 心頭 し 、 ア ステ ア に 向かっ て 叫ん 
だ が 、 ア ステ ア は ゆっ た り と し た 表情 で この 言葉 
に 反撃 し た 

「 狼 野郎 は 後 で 倒せ ば いい が 、 今 は 年 老い た 狼 を 狩 
る 時 だ か ら な 。」 


結局 、 ギ ラン 一 淀 で 繰り 広げ られ た 攻 罰 戦 を 機 
に 、 グ レシ ア 軍 は 自分 た ちの 国 に 退却 し て し まう 
アデ ン 侵 攻 の 失敗 は 、 負 ける こと を 知ら ず に いた 
パリ ス の 自尊 心 に 大 き な 傷 を 残し た 。 

その 後 、 病 に 倒れ た パリ ス は その 年 を 越す こと 


が で きず に 死ん で し まう 。 パ リス の 跡 を 継ぎ 王位 
に 就 い た カル ネイ ア は 、 大 帝国 を 経営 する に は や 
や 柔 紀 な 人 物 だ っ た 

ここ に 、 ジ リオ ス の 後ろ 盾 を 得 た クセ モル ス が 斉 
反 を 起こ し 、 こ の 戦争 は つい に グレ シア を 真っ 二 
つ に 分 け て し まう 。 2 つの 国家 が 相変わらず グレ 
シア と いう 1 つの 枠 の 中 に 入れ られ て は いた が 、 
北 グ レシ ア と 南 グ レシ ア は 互い を 率 制 し 、 厳 し く 
対 時 する よう に な っ た 

これ は 、 ア デン を 育て 上 げ る の に あら ん 限り の 
力 を 注い で いた アマ デオ に と っ て は 、 何 より も 喜 
ば し いこ と だ っ た 

彼 の 主導 の 下 、 ア デン 、 エ ル モ ア 、 グ レシ ア は 
相 五 不可 侵 の 平和 条約 を 締結 し 、 不 安 の 残る 平和 
な 時 期 を 迎え る の だ っ た 。 


エピ ソー ド 24 : 


男 が 話 を 終え た 時 、 い つの 間 に か 空 が 白々 と 明 
け 始 め て いた 。 長 か っ た 人 夜 が 明け 、 朝 を 迎え よう 
と し て いる 

た き 火 は 完全 に 消え 、 煙 の 匂い だ けが 立ち こめ 
て いた 。 男 は 最後 に 残っ た タバ コ に 火 を つけ 、 深 
く 吸 い 込 ん だ 。 

「 私 の 話 は ここ まで だ 。 時 間 が 経て ば 、 お そら くも 
っ と 長い 話 に な る だ ろう 。 い つの 日 か 私 の 話 に 苫 
た ちの 名 が 入る こと に な る か も し れ な い …*。」 

わずか に 差し 込む 日 差し が 彼 の 頭山 の 上 を か す 
め て いく 。 私 は 力 を 振り 絞り 、 や っ と の こと で 彼 
に 1 つ 尋 ね る こと が で きた 
「 あ な た は 一 体 どなた な の で すか ? な ぜ 、 我 々 に 
そん な 話 を 聞か せ て くだ さる の で すか ? 」 

男 は 黙っ て 席 を 立ち 、 我 々 を 見 下ろ し た 。 座っ 
て いる 時 は 気付 か な か っ た が 、 彼 の 背 は 非常 に 高 
か っ た 。 

数 士 、 い や 、 数 百 メ ー ト ル は ある よう だ っ た 
し か し 、 相 変わ ら ず 彼 の 顔 は 見 えな い 。 次 の 明 間 、 
彼 の 姿 は 空気 の 中 に 溶け 込ん で いく よう に 、 す う 
っ と 消え て し まっ た 。 我々 は 彼 が 消え て か ら も し 
ば らく の 間 、 身 じ ろ ぎ ひと つ で き な か っ た 。 

彼 は その 時 、 我 々 に 何 も 言 わな か っ た が 、 今 、 
私 は 彼 が 誰 な の か わか る よう な 気 が す る 。 世界 に 
最初 か ら 存在 し 、 ヒ ュー マン に 変装 し て 話 を 聞か 
せ て くれ る ほど に 気 が お けず 、 気 まぐ れ な 者 。 そ 
し て 、 お そら く ヒ ュー マン を 創造 し た 者 

我々 は 彼 の 話 を 聞い て いた の だ っ た 


LINEAGE | 


ワー ルド 観光 人 


アデ ン 大 陸 名 所 案内 


あちこち 行っ て いる よう で 行っ て いな いと ころ も 案外 多い 「 リ ネー ジュ TI の 世界 。 
ここ に ピッ クア ッ プ し た ボイン ト だ け で も すべ て 訪れ た 人 は そう 多く は な い は ず 。 
ちょ っ と し た 旅行 気分 で 、 こ の ガイ ド を 片手 に まだ 見 ぬ 地 へ 旅立っ て みて は いか が ? 


アデ ン 王 国 


88 


World Guide 


観光 ポイ ント と ペー ジ 数 の 対応 表 


園 話 せる 島 一 P.90.91 エル フ の 地下 要 案 
セドリック の 道場 5 滝 の 奥 の 洞 称 
9 アイ ン ホ バン ト 魔 法学 校 ダー クエ ルフ の 村 
話せ る 鳥 の 村 黒 魔法 研究 所 
話せ る 鳥 の 港 成人 式 の 祭壇 
6 戦勝 記念 塔 圏 ディオ ン 城 / ギ ラン 城 周辺 一 
⑬ エ ルフ の 遺跡 P.100.101 
@ 島 西部 の 滝 ディ オン 城 
較 エ ル モ ア 地 方 一 P.92.93 ディ オン 城 の 村 
オー ク の 村 処刑 場 
パ ア グリ オ 神 万 ギラ ン 港 
D 凍 りつ いた 滝 フロ ー ラ ン 村 
⑪ 試 練 の 洞窟 死 の 回 廊 
B ドワーフ の 村 p バ パル チ ザ ン の アジ ト 
採掘 場 ドラ ゴン バレ ー 
スパ イン 鉱山 地 帯 ギラ ン 城 
捨て られ た 炭鉱 ギラ ン 城 の 村 
較 グ レー ディ ン 周 辺 一 P.94.95 圏 オ ー レ ン 城 周辺 一 P.102.103 
) グ ルー ディ ン 村 オー レン 城 
グル ー デ ィ ン 港 オー レン 城 の 村 
忘れ られ た 神 万 象牙 の 塔 
⑮ 捨 て られ た 露 営 地 胞子 の 海 
トゥ レッ クオ ー ク の 野営 地 3 フェ アリ ー の 谷 
フェ ル メ ル 湖 辺境 の 滝 
決 関 坦 y 独 師 の 村 
圏 グレ ー デ ィ オ 城 周辺 一 P.96.97 田 ア デン 城 周辺 一 P.104.105 
強 グ ルー ディ オ 城 国 立 墓 地 
グル ー デ イオ 城 の 村 玉 シー レン の 封印 
アデ ン 城 
⑳ ア デン 城 の 村 
5 火炎 の 沼 
⑪ 鏡 の 森 
あ 国 境 警備 隊 
僚 慢 の 塔 
本 6 ヴ の / ダー クエ ルフ の 村 方 面 巨人 た ちの 洞窟 
ーP.98.99 ナル セル 測 
り エ ルフ の 村 ⑪ ア ン へ ヘル 洋 
p 世 界 樹 ドラ ゴン パレ ー の ダン ジョ ン 
シー レン の 神 左 秋 アン タラ ス の 楼 処 


LINEAGE 


島 西部 の 洋 


に 流れ る 川 を 上 基 こ 向 か っ て 歩い て 
た どり 着く 。 ど こ か 荘厳 な 雰囲気 
ふだん は 冒険 者 が 少な いた 
め 、 景色 を 楽し む 観光 スポ ッ ト と し て だ 
け で な く 、 穴場 の 狩り 場 と し て 訪れ る 人 も 


店 せ る 島 


。 か の CEa- マ 7 エ 75 肛 設 学ん た 週 寺 持 
ーー ピン 初級 ファ イタ ー&& メ イジ 修行 の 地 


今 で は 本 土 か ら 多く の ナイ ト が 、 修行 の た め 

に この 道場 を 訪れ て いる ほど 。 ヒ ュー マン フ ヒュ ー マ ン が この 島 に た どり 着き 、 初 め て 精霊 の 声 を 聞 
"イタ ー の 始ま り の 場所 で も ある いた 時 、 島 が 口 を 聞い て いる の か と 思っ た こと か ら 「 話 
で せる 鳥 」 と 呼ば れる よう に な っ た 。 各 地 に は 、 ヒ ュー マ 

ン が エル フ を 裏切っ た 歴史 の 跡 が 刻ま れ て いる 。 


アイ ン ホ バン ト 諾 法 学校 


セドリ ッ ク の 道場 


か つて エル フ が ヒュ ー マ ン に 魔法 を 教え る た め に 
建て た 学校 が あっ た 場所 。 現在 は 、 才 能 あ る 島民 を 
メイ ジ と し て 育成 する た め の 修練 場 と し て 運営 され 
て いる 。 ヒ ュー マン メイ ジ の 始ま り の 地 で ある 
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語 せ る 島 の 村 


村 の 形 は ほぼ 正方 形 。 シ ョ 
通り に 面 し て いな いた め 、 初 め て の 人 は 迷い や 


プ な どの 施設 が 


すい 。 中 央 の 広場 と 武器 屋 の 前 は 
ちの 出店 で に ぎわ っ て いる の で 
は そこ で 探 そう ! 


ドワーフ た 
掘り 出し モノ 


分 で 


し て いる 


か つて ヒュ ー マ ン に 裏切ら れ て 死 
ん だ エル フ が 、 サ イレ ント ホラ ー 
呼ば れる アン デッド に な さま よ 

て いる 中 跡 。 オ ー ク の 住処 に も な 

て お り 、 あ る 程度 経験 を 積ん だ 冒 
険 者 の 修行 の 場 と し て 知ら れ て いる 


ま に 


修行 を 積ん だ 冒険 者 
れる 船乗り 場 
乗船 券 は 2.400 7 

る た め 、 


約 生 年 ほど 前 に 繰り 広げ ら 
エル フ が オー ク に 勝利 し た 


れ た 戦争 


て 甘く られ た 基 島 の ちょ うど 中 
央 に 位置 し て い と か ら 、 冒 険 者 た 
ちの 道標 と し て 、 ま また 待 わせ 場所 


と し て 、 慣 れ 親 し まれ て いる 


w 
> 共 
《 選 
グル ー デ ィ ン へ と 誘っ て く 
ン 港 まで 所 要 時 間 は 約 20 


デ ナ だ 。 定期 船 は 1 隻 で 往 
乗り 損ね る と 約 1 時 間 待 つこ と に 


を 
グル ー デ ィ ・ 
= 


エル ブフ ブ の 導 跡 
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| オー ク の 村 


丈夫 な 外壁 に 囲ま れ 、 城塞 都 市 の 雰 | 

気 を か も し 出し て いる オー ク の 村 ha 
中 央 に は 絶やさ れる こと の な い 聖 な る 導 
が 礼 ら れ て いる 。 こ こ で オー ク は 、 大 陸 
の 形 権 を 取り 戻す た め 鍛 錬 を 続け て いる 


村 の 西側 の 山 を くり 抜い て 造ら れ た 神 
殿 。 オ ー ク は 、 生 まれ た 時 に この 神殿 に 
預け られ 、 戦 士 と し て 育て られ る と いう 
神殿 内 部 に は 、「 グ ルー ディ オ の 守護 者 ] 
と いう 女性 の 石像 が 存在 する 


パ ア グリ オ 神 殿 


エル モア 地方 


白銀 の 世界 が 広がる 極 塞 の 大 地 
に 


人 エル モア 地方 は 北部 に ドワーフ 、 南 部 に オー ク の 村 が 栄 
こ 火 える 。 極寒 の 大 地 で 雪 深 い 山脈 に 囲ま れ て いる が 、 オ ー 
ク 領 地 は 火 の 神 パ ア グリ オ の 力 が 作用 し て いる た めか 、 

見 習い の ドワーフ た ち が 修練 の 場 と し て 利用 する さび れ た 村 周 辺 は 緑 豊か な 大 地 が 広がっ て いる 。 


炭鉱 。 中 は ひん や り と し た 雰囲気 で 、 大 き な 空 間 が 広がっ 
スパ イン 鉱山 地 答 


いる 。 3 つの 出入 り 口 、 ト ロッ コ 、 螺 旋 状 の 坂 が あり 、 和 は 
ここ で も 活発 に 資材 の 収集 が 行わ れ た こと が うか が える 


山脈 に 囲ま れ 外部 か ら 完 全 に 遮断 され て いる 鉱山 地帯 。 山 
の 内 部 に 穴 が あけ られ た この 鉱山 に は 、 山 頂 の 西側 と 山 の ふ 
も と の 北側 に それ ぞ れ 入り 口 が 用 意 さ れ て いる 


World Guide 


ボ り つい た 洋 


パ ア グリ オ の 聖地 「 不 滅 の 高原 ] か ら 外 れ た 
オー ク 領 地 の 北側 は 、 想 像 を 絶する 極寒 の 大 
地 。 そ の 寒さ は 、 流 れ 落 ちる 滝 を も 凍ら せ て し 
まう ほど の も の 。 滝 周辺 に は 氷山 も ある な ど 
その 景色 に は 目 を 見 張る も の が ある 


試練 の 洞 属 


オー ク の 村 か ら 吊 り 橋 を 渡っ た 東部 に ある 

洞窟 。 内 部 に は 奈 壇 や 水路 、 宇 屋 な ど 人 工 的 
に 作ら れ た も の が 点 在 す る 。 オ ー ク 領地 に 唯 
一 存在 する この 洞窟 は 、 か つて オー ク の 修行 
の 場 な ど に 使わ れ て いた の か も し れ な い 


採 握 場 


ドワーフ の 村 の 南西 に 位置 し 、 ド ワー フ の 豊 
富 な 経済 資産 を 支え る 採掘 場 。 山 を 切り 崩し た 
場所 だ け に 日 中 も 陽 の あたる 時 間 は 少な い が 
手短 に 資材 収集 を 行え る 場 と し て 、 数 多く の ド 
ワー フ が 今日 も 生産 活動 に いそ し ん で いる 


雪 深 い 山 脈 地帯 に 囲ま れ た ドワーフ の 故郷 。 村 の 広場 中 央 に は 被害 を も た 
ら す アー スワ ー ム を 討伐 し た 勇士 ルン シ エ ン の 銅像 が 建て られ て いる 。 ド ワー 
フ は この 村 を 拠点 に 、 経済 較 の 昔 権 掌握 を 虎視 眺 々 と 狙っ て いる 


1 Ne ーー ヾ > や 
グル ー デ イン 村 
還 。 も と も と 棲息 し て いた オー ク や リザ ー ド マン を 追い 払い 
ヒュ ー マ ン た ち が 大 陸 に 初め て 築い た 由緒 正しい 村 。 石和 
り の 整然 と し た 美しい 街並み だ が 、 一 部 の 外壁 が 崩れ て い 
旧 る な ど 、 か つて の 戦争 の 傷跡 が 残っ て いる 場所 も ある 


グル ー デ ィ ン 周 辺 


答 種族 の プレ イヤ ー た ち が 上 集う 
本 格 的 な 冒険 の 第 一 歩 と な る 場所 


各種 族 と も 、 初 期 村 周辺 で の 狩り (レベ ル 上 げ ) が 終わ 
っ た あと に 目指 す の が 、 グ ルー ディ ン 村 。 周 辺 に は 、 20~ 


で っ 30 レ ベル 台 の 狩場 が 数 多く ある こと や 、 隔 離さ れ た 場 
忘れ られ た 人 神殿 所 と の 往来 が 可能 な た め 自 然 と 人 が 多く 集まっ て くる 。 


グル ー デ ィ ン 村 の 南 に ある 高地 に 、 ひ っ そり と た 
た ず も む 廃 棄 さ れ た 神殿 。 現在 も か つて の 美 し さ を 保 

て は いる も の の 、 住 ん で いる の は 強力 な モン スタ 
ー ば か り と な っ て いる 。 火 と 水 の ゾ ー ン に 分 けら れ 
た 内 部 も 特徴 的 だ 


グル ー デ ィ ン 港 
ーーーー フ 
ル イン 浴 
グル ー デ ィ ン 村 の 西側 に ある 港 。 こ こ に 停泊 する 船 は 話せ る 島 


の 港 へ の 往復 便 で 、 乗船 料 は 片道 2 .400 アデ ナ 。 グ ルー ディ ン 村 
と 話せ る 島 の 村 の ワー プ 料 金 よ り は 、 か な り 格 安 


ie フェ ル メ ル : 
決 関電 ーー 


美しい 湖面 を た た える フェ ル メ ル 湖 は 、 グ ルー ディ ン 
村 の 北東 の 山間 に ある 。 2 つの 小さ な 湖 と 大 き な 2 つ の 


湖 で 構成 され て いる 。 湖底 は 敵 が いな い の で 、 オ ー ク 野 
営 地 グルー ディ オ 城 の 村 へ の 移動 に も 便利 


トゥ レッ クオ ー ク の 
野営 地 


クロ ニク ル 1 か ら 導 入 さ れ た PvP (対人 戦 ) 用 の スペ ー ス の 1 つ で 、 グ ルー ディ 
ン 村 の 北 に 配置 され て いる 。 この 決 且 場内 で 戦っ た PC は 、 負 けた 場合 で も 経験 値 の 
ロス ト と いっ た リス ク が 発生 し な い 。 存 分 に 己 の 力 を 試す て と が で きる 


平坦 な 土地 に いく つも の テン ト が 設営 され 、 ト ゥ レ 

クオ ー ク の 一 団 が キャ ンプ し て いる 。 彼ら は グル ー デ ィ 
ン 周 辺 で は 最強 クラ ス の オー ク 。 レ ベル 20 台 後半 まで は 
ひと り で 近づく の は 控え た 方 が いい だ ろう 


捨て られ た 赴 営 地 


海 の 向こう 、 西 の 大 国 グ レシ ア と の 戦争 時 に 備 兵 と し 
て 雇 わ れ た オル マフ ム た ちがい まだ 駐屯 する 地 。 HP が 
少な く な る と 、 様 々 な 捨て 台詞 を 残し て 去る 彼ら の 行動 
は 、 置 険 者 た ちの あい だ で も か な り 有 名 だ 


LINEAGE]| 


絶望 の 廃 基 


悲嘆 の 廃 壇 同 様 、 オ ル マ フ ム に よる 虐殺 が 行わ れ た 場 
所 。 ゾ ン ビ を 中 心 と し た アン デッド 系 が 徒 個 し て いる が 
時 折 出 現す る 高 レ ベルモ ンス ター、 ソ ウル スカ ベン ジャ 
ー に は 細心 の 注意 を 払う 必要 が ある 


悲嘆 の 廃 堪 


過去 、 グ レシ ア が アデ ン に 侵攻 し た 際 に 投入 し た オル 
マフ ム 部 隊 に よっ て 、 焦土 化 し て し まっ た 2 つの 村 の う 
ちの 1 つ 。、 ス パル トイ や スケ ルト ン な ど 、 ア ン デ ッ ド 系 
が 多く 潜む 。 ク エス ト の アイ テム を 求め て 訪れ る 人 も 


\ に こぶ N ) 
グル ー デ テバ オ 城 周辺 
幅広 い レ ベル の 冒険 者 が 行き か う 

プレ イヤ ー 同 士 の クロ スポ イン ト 

5 つの 城 の 中 で 最も 西 に 位置 する グル ー デ ィ オ 城 。 周 辺 
に は レベ ル 20 か ら 40 を 超え る と ころ まで 、 さ まさ ま 


な 狩場 が 存在 する 。 そ の た め 、 幅 広い レベ ル 帯 の プレ イ 
ヤー が 集中 する 場所 と し て 知ら れ て いる 。 


アリ の 上 巣 


荒地 の 中 心 部 に 位置 する ダン ジョ ン 。 名 前 の 通り 
アン ト 系 モン スタ ー が 数 多く 存在 し て お り 、 ひ と た 
び リ ンク させ て し まう と 非常 に 危険 な 状態 に 陥っ て 
し まう だ ろう 。 最深 部 に は 巨大 な ボス 、 ク ィ ー ン ア 
ント が 挑戦 者 の 来訪 を 待ち 構え て いる 
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グル ー デ ィ イオ 城 の 村 


いつ で も 人 が 多く 、 村 の 中 心 部 に は お び た だ し い 数 の 
露店 が 並ん を で いる こと で も 知ら れ て お り 、 掘 り 出し 物 を 
求め て た くさ ん の 買い 物 客 が 行き 来 す る 。 ち な み に 冒 険 
者 が 「 城 村 ] と 言っ た ら グ ルー ディ オ 城 の 村 を 指す 


クル マ の 塔 


グル ー デ ィ オ 城 の 村 か ら 西 に 少し 歩い た と ころ (〔 - 1 日 エム 
存在 し 、 白 角 を た くわ えた 院長 と 数 名 の 女の子 が い 撤 児 院 
る 。 な ぜ か 院長 は 男の子 が \ ら し い 。 こ こ が 何 ら 


か の クエ スト に 関係 する の か 、 様 々 な 部 分 が 謎 に 包 
ま いる 


える た め に 通 
その 奥 に は 強力 な ボ 


エル モア アデ ン 帝 国 時 代 に 、 黒 魔法 の 副作用 に よっ て 夏 漠 と な っ て し まっ た 
な ど と いっ た 凶暴 な モン スタ ー が 陣 取 っ て 
EK く た め 、 迷 っ て し まう 冒険 者 も 多い 


パ すべ て の 森 と 妖精 の 母 と 呼ば れる 世界 樹 。 太 
世 古 の 昔 、 創 造 の 神 ア イン ハザード が 最初 の エル 
コン 1 に フ を 創り 、 世 界 で 最も 古い 木 と 最初 の エル フ が 


樹 に 守ら れ な が ら 森 と 調和 し て 融合 し た 姿 と 言わ れ て いる 。 そ の た め 、 エ ルフ だ 
らし て きた 湖 の 上 の 村 。 かー 
暮らし て きた 清 の 上 の 村 。 か つ け は 世界 樹 の 木陰 で HP と MP が 大 幅 に 回 復 す る 


エル ブ の 村 / 
※\ー ク エル ブ の 村 方 面 


デン の 各地 か ら さ ま ざ ま な 種族 
が ここ を 訪れ て いる 


光 と 賠 、 癒 し と 死 、 世 界 樹 と シー レン 
山脈 を 隔て 常に 対立 し 合う 関係 


元 は 同じ 種族 で あっ た が 光 と 間 に 分 か れ た た め 、 地 域 の 
エエ r ェ ルフ の 地 ト 要 守 特徴 に も 明暗 が 浮き 出 て いる 。 エ ルプ 方 面 が 光 に あふ れ 
て いる の に 対し 、 ダ ー ク エル フ 方 面 は に 包ま れ て いる 。 
3 た だ し 建造 物 の 様式 に は 、 共 通 点 が 多い よう だ 。 
Fm 現在 寿 で は 、 亡霊 と 邪悪 な 魔物 が 従 個 する 危険 地帯 だ 


洋 の 奥 の 洞 凡 


クレ リッ ク や オラ クル な ど へ の 、 2 次 転職 クエ スト を 受け た 者 
が 訪れ る 場所 。 滝 の 外 に は ブラ ッ ク ウ ィ ロ ー、 洞 窟 内 に は ケイ ブ 
バジ リス ク と 、 強 力 な モン スタ ー も 棲 息 し て いる 


VOFTIO 


破壊 の 神 グ ラン カイ ン の 娘 に し て 、 死 を 創り 出し た 女神 シー 
レン を まつ っ て いる 神殿 。 神 殿 の 最も 奥まっ た 場所 に は 、 象 牙 
の 塔 の メイ ジ の 策略 に よっ て 、 封 印 さ れ た ダー クエ ルフ の 族長 
ミト ラ エ ル が いる 


ター クエ ルフ の 村 


霧 に 包ま れ た 山脈 の 、 巨大 な 洞窟 内 に 鉄格子 を 張っ て 作ら れ 
た ダー クエ ルフ の 村 。 村 の 中 央 に 見 える 手 は シー レン の 銅像 の 
も の で 、 鉄 格子 の 下 に ある 暗い 湖 に その 本 体 が 存在 する 。 ダ ー 
クエ ルフ は 日 の 光 に 絞 い た め 、 昼 間 で も 村 の 中 は 薄暗い 


妃 諾 法研 究 所 了 


千年 前 、 大 メイ ジ ダス パリ オン が も た らし た 黒 魔法 を 、 ダ 
ー ク エル フ 族 の 最上 級 メ イジ た ち が 研 究 し て いた 場所 。 し か し 

今 で は 廃 慮 と な っ て お り 、 ア ン デ ッ ド や オー ク な ど が 巣食う 不 
吉 な 場所 と 化し て いる 


成人 式 の 宗 壇 


ダー クエ ルフ の 聖地 。 こ の 祭壇 は 一 族 の あら ゆる 宗教 的 な 行 
事 を 行う 際 に 使用 し て きた 、 聖 な る 儀式 の 遂行 場 だ 。 ア サシ ン 
や ダー クウ ィ ザ ー ド へ の 1 次 転職 クエ スト を 受け る 際 に は 、 必 
ず こ の 場所 を 訪れ る こと に な る 
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デイ オン 城 / 
ディ オン 城 の 村 


陽気 な 音楽 が 耳 に 心地 よく 響き 、 レ ン ガ 作り の 古風 な 建物 が 気 
分 を 落ち 蔵 か せる ディ オン 城 の 村 。 村 の 中 央 広場 で は 、 数 は 少な 
いな が ら も 赴 店 が 出 て 賑わっ て いる 。 デ ィ オ ン 城 は 、 村 の 南部 に 
ある 少な い 平 地 を 利用 し て 建造 され て いる 


ディ オン 上 茂 / ギ ラン 歳 周辺 


2 つの 城 が 存在 する アデ ン 大 陸 南 部 
如 刑 場 その 中 央 に は 巨大 な 断頭 台 が そびえ 立つ …… 


大 陸 南 部 は 、 処 刑場 を 基点 と し て 西側 に ディ オン 城 、 東 
側 に ギラ ン 城 が 存在 する 。 山 脈 地 帯 と いう 恵まれ な い 地 
形 の た め さ び れ た 感 の ある ディ オン に 対し 、 海 に 面 し た 
位置 に ある ギラ ン は 商業 都市 と し て 大 きく 発展 し て いる 。 


アデ ン 大 陸 の 最 南 端 に 位置 する ギラ ン 港 wm へ 
性 問 も 答 が か り 、 藻 只 く 不気味 な 究 囲 気 を 漂わ せ て いる ギラ ン に は 貿易 ギル ド 連 合 の 本 部 が あり 、 こ ギラ ブン 
処刑 場 。 敷地 内 中 央 に は 、 か つて 巨人 た ち が 使用 し た と み の 港 を 通じ て 多く の 資材 が 輸入 され て いる *ー 
られ る 高 さ 数 十 メ ー ト ル に も お よぶ 巨大 な 断頭 台 が そびえ 一 大 商業 国家 、 ギ ラン の 繁栄 を 支え る 重要 な 


立つ 。 異形 の も の が 住み 付き 、 近 寄り が た い 場 所 と 言え る 港 と いえ る 
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死 の 回 廊 


ギラ ン と オー レン を つなぐ で 回廊 地 帯 
1 歩道 を 踏み 外せ ば 、 危険 極まりない 
ンス ター の 毒牙 が 容赦 な く 死 へ と 誘う 
長く 続く この 1 本 道 を 通る 時 に は 、 一 瞬 
の 油断 も 許さ れ な い 


フロ ー ラ ン 村 


ある 過疎 化し た 村 。 農家 
な ど 、 ど こ か し ら 風 情 の ある の 
どか な + “で 、 近く を 通っ た 


oO ya 】 さや で ぜ 間 
バル ナ ザ ン の アジ ト 
残忍 か つ 非道 な 連中 と 
し て 悪名 の 高い 、 オ ル マ 
フ ム 族 が 根城 ( 
アジ ト 。 階 紀 


1 


オル マフ ム 族 に と 
重要 拠点 で ある こと を う 
か が い 知る こと が で きる 


ギラ ン 周 辺 で は 最も 危険 な 地帯 と され る 峡谷 。 見 渡す 限 
り の 断崖 絶壁 は 、 ま さ に 自然 の 生み 出し た 迷宮 と いえ る 
な どの ドラ ゴン を は じ め 、 数 


を 潜め て いる 


取引 され て いる < 
も うか が い 知 る こ 


が 難 れ 


その 居城 を 構え て いる 
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LINEAGEl 


胞子 海 


の 魔法 力 を 増幅 させ る 神秘 の 石 が 安置 され て いる メ 
法 合 埋 に よっ て この 地域 一 帯 が 汚染 され て いる が 、 現 在 は 結界 EE 
に よっ て その 被害 が 食い 止め られ て いる 。 結界 内 は 、 胞 子 に よ 状 の 地形 の 中 央 に 建て られ て お り 、 現 在 も 、 上 級 メ 
っ て 作り 出さ れ た 見 渡す 限り の 白い 大 地 が 広がっ て いる イジ が 修練 の た め に 足 を 運ぶ 


A ) 
オー レン 城 周辺 
歴史 に 名 残り ある 建造 物 や 高原 地帯 … 
アデ ン を 象徴 する 自然 豊か な 大 地 


オー レン 城 の 北部 に は 一 風 変 わ っ た 歴史 的 建造 物 が 点 在 
し 、 南 部 に は 見 渡す 限り の 広大 な 平原 が 広がっ て いる 。 
ハイ レベ ル な モン スタ ー が 刊 個 す る 危険 地帯 な が ら も 、 
各所 で 目 に で きる その 美しい 景色 に は 胸 が 高嶋 る だ ろう 。 


オー レン 城 
/ オ ー レ ン 城 の 村 


断崖 絶壁 に 面 し た 土地 に 居城 を 構え 、 軍 事 国家 と し て 栄え て 
いた オー レン 。 オ ー レ ン の 軍事 文化 は 村 の 雰囲気 に も 影響 し 、 
オー レン 城 と 同じ よう に 強固 な 城壁 に 囲ま れ て いる 。 村 の 中 に 
は 度 重なる 戦争 で 使用 され た と お ぼ ぽ し き 投 石器 な ど が 目 に つく 
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World Guide 


長く 険しい 山道 の 中 腹 に ある 、 山 と 渓谷 に 
まれ た 自然 豊か な 村 。 東側 の 山脈 が ある た 
陽 当 り は 悪い が 、 地形 を 生か し た 村 の 構造 は 暖 
あふ れ て いる 。 獲物 を 探す ハン ター や 賞 
稼ぎ が 次 第 に 集まっ た こと か ら 、 猟 師 の 村 と 
名 付け られ た と され る 


還 男 辺境 の 洋 


オー レン 城 を 通る 河川 の 上 流 ( レン 、 低 いな が ら も 豪快 に 
落下 し 続け る 辺境 の 滝 。 滝 周辺 に は 上 位 の オー ク が は 
お り 、 お いそ れ と 足 を 踏み 入れ る こと が 許さ れ な い 。 果 た 
この 地 で は どの よう な 試練 が 待ち 受け て いる の だ ろう か 


色彩 豊か に 咲き 乱れ る 美しい 木 花 、 優 雅 
山 を 越え 、 こ の 辺境 の 谷 に 辿り 落 い た 者 の 眼前 に は 、 人 知 を 超 
えた 神秘 的 な 景色 が 広がる 


LINEAGE 


シー レン の 封印 


アア デ ・ に 作ら れ た 広大 な を は じ 
人 シー レン が 水 の 神 の 座 を 追わ れ た 後 、 こ の 地 で 魔物 ら を 
) ら 聖 人 ら が 今日 に で 夫 け て い 
) と し た 貴 族 や 聖人 ら が 今日 に 至る まで 、 埋 琴 さ れ 続け て し ゴル モア アデ ン 下 株 


る 。 し か し ここ 最近 は 管理 が 行き 届い て いな い の か 、 モ ンス タ 印 さ れ た も の の 、 い まだ に あふ れ 出 る 魔力 に 導 かれ て 胡 
ー が 俳 個 し 、 次 掘 な ども 後 を 絶た な いと いう レベ ル の 魔物 た ち が 集 まっ て き て いる 危険 な 場所 だ 


アデ ン 誠 周 辺 


アデ ン 城 / 歴 喝 的 な 名 所 が 顔 を そろ える 


雄大 な アデ ン 城 を 中 心 に 、 は る か が 音 に 建て られ た 建造 物 
が 点 在 する 地域 。 し か し モン スタ ー の レベ ル は 高み を 極 
め 、 歴 戦 の 勇者 た ち で も 全く 油断 は で き な い 。 そ の 最 た 
アデ ン 王 国 の 中 心地 と い る 場所 が 、 最 南端 の アン タラ ス の 棲 処 だ ……。 
うだ け あ っ て 、 西 方 の 城 や < 2/ 
村 に 比べ 、 雄 大 か つ 華 や か ム で 
その 影響 力 の 大 き さ か ら 、 火炎 の 沿 
多く の 野心 家 た ち が 王 国 の 
上 大 権 を 我 が 物 に し よう と 党 
に 争い を 繰り 広げ て いる 地 
で も ある 


アデ ン 城 の すぐ 北 に 位置 す 
る 火炎 の 沼 。 不気味 な 色 の 液 
体 に 覆 わ れ て お り 、 強 力 な モ 
ンス ター も 多い た め 、 こ こ に 
近づく 人 は ほとん どい な い 


状 の 株 


死 の 神 シ ー レ ン が 、 我 々 の 
世界 の 種族 に 似せ て 生み 出し 
た 、Q 邪 悪 な 魔物 が 従 個 し て い 
る 。 自 分 と 似 た 形 を し た 生き 
物 が いて も ここ で は 決し て 近 
づか な い 方 が いい だ ろう 
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北 の 地 か ら の 侵攻 を 
未然 に 阻止 する た め に 
配備 され た 警備 隊 。 バ 
リ ケ ー ド や 投石 器 な 
ど 、 戦 闘 用 具 が そろ っ 
て いる 。 詰め て いる 人 
数 は それ ほど 多く な い 
よう な の で 、 本 格 的 な 
侵攻 に 長い 間 耐え る こ 
と は 不可 能 で あろ う 


徴 慢 の 夫 


エル モア アデ ン 黄 人 金 
期 の 皇帝 バイ ウム が 、 
自ら が 神 に な ろう と 建 
て た 塔 。 し か し バイ ウ 
ム は 神 に よっ て 塔 に 封 
じ 込 まれ て し まう 。 ま 
た 、 うかつ に 踏み 込め 
ば 、 最高 クラ ス の モン 
スタ ー の 餌食 と な る こ 
と は 間違い な い だ ろ う 


ーー ェ = 


1 \ 
人 た ちの 洞 愉 
人 

巨 ドー : 同 選 
遠い 昔 、 繁 栄 を 極め た も の の 
アイ ン ハ ザー ド の 門 り を 買い 、 絶 
減 寸 前 まで 追い や られ た 巨人 た ち 
が 住む 地 。 現在 で は 長い 間 の 洞窟 
生活 で 品位 を 落と し 、 魔物 と 化し 
て し まっ て いる が 、 そ の 人 怪力 は そ 
の まま 保持 し て いる た め 、 近づく 

者 さえ いな い 


ナル セル 湖 


アデ ン 城 の 南 に 位置 する 広大 な 湖 。 風景 が 非常 に 美しく 、 絶 
好 の 観光 スポ ッ ト と な っ て いる 。 一 見 生き 物 は 何 も い な いよ う 
に 見 える が …… 果たし て !? 


ドラ ゴン バレ ー の 
ダン ジョ ン / 
アン タラ ス の 机 


鏡 の 森 か ら 東 に 歩く と 見 えて くる 大 
決 布 。 そ ば に 寄る と 虹 が 見 える な ど 非 
常に きれ い だ が 、 周 り に は 強力 か つ ア 
クティ ブ な モン スタ ー が 数 多く 徒 位 し 
て いる た め 、 ゆ っ くり と 眺め る わけ に 
は いか な いか も し れ な い 


クロ ニク ル 1 で 導入 され た 新 マ ッ プ の 
最 南端 に 位置 する 両 ポイ ント 。 ア ンタ ラ 
ス の 棲 処 は も と より 、 ド ラゴン パ バレー の 
ダン ジョ ン も 数 多く の 強力 な モン スタ ー 
が 待ち 受け て いる こと だ ろう 。 写真 は ド 
ラゴン バレ ー の ダン ジョ ン 入 り 口 


スタ ッ フ イン タビ ュー 


Part1: プロ テ ュ ー サ ー& プ ログ ラマ ーS&cGM 編 


圧倒 的 な ビジ ュ ア ル 、 壮大 な 物語 を 持つ MMORPG「 リ ネー ジュ IL 。 
どの よう に し て 開発 が スタ ー ト し た の か 、 そし て どの よう に し て 
現在 の 形 に な っ た の か …… 開 発 と 運営 の キー マン に た っ ぷり お 話 を うか が っ た 。 


3D に する こと で “空間 "を 
感じ て ほし か っ た 

本 日 は よろ し く お 願 いし ます 。 まず 、 いつ ご 
ろか ら 「 リ ネー ジュ TI (以下 「I」)」 を 作り 始め た の 
で し ょ うか ? 
べ ・ ゼ ヒョン 氏 ( 以 下 : べ ) : 2 年 半 ほ ど 前 か ら で 
す 。 当 時 私 は 「 リ ネー ジュ (以下 「1」)」 の 開発 に 携 
わっ て いた の で す が 、「1」 の 特徴 を 継承 し た 「I」 
作り た いと 思い 、 制作 が スタ ー ト し まし た 

[II」 を 作り 始め る 時 に 、 何 か テー マ を 設け ま 
し た か ? 
バク ・ ヨ ン ヒ ョ ン 氏 (以下 : バク ) : 「1」 は 2 D の 
ゲー ム だ っ た の で 上 を 見 上 げ ら れ な い …… つ まり 
空 が 見 えま せん で し た 。 シ リー ズ の 特徴 で ある 攻 
城 戦 の 時 、 攻 め る 時 は 城 馬 を 見 上 げ て 攻撃 し 、 守 
る 時 に は 城 か ら 見 下ろ し て 迎撃 する な ど と いっ た 
「 空間] を 感じ きせ た か っ た ん で す 
べ : 韓国 や 日 本 、 ヨ ー ロ ッ パ な ど で 行 われ た 本 物 
の 攻 域 戦 に お ける 兵士 の 気持 ち を 考え る と 、 城 璧 
その も の に 成 圧 感 を 感じ て いた と 思う ん で す 。 そ 
の よう な 威圧 感 を プレ イヤ ー に も 感じ て も らい た 
いと 考え まし た 

その よう な テー マ を 実現 する た め だ と 思い ま 
す が 、 マ シン の 推 提 環 境 が 高め に 設定 され て いま 
すね 。 
べ : 正式 サー ビス を 始め る 時 期 の 主流 スペ ッ ク よ 
り 、 ち ょ っ と 高め と いう 環境 を 想定 し て 決め まし 
た 。 な ぜ な ら 、MMORPG は 何 年 も る 遊ぶ も の な 
の で 、 少 し 高め に 設定 し て お か な いと 、 ど うし て 
も グラ フィ ッ ク が 上 早い 段 了 で 古く 感じ る よう に な 
っ て し まう か ら で す 
バク : 「1」 の 時 は 同時 接続 者 数 が 10 万 人 を 超え る 
の に 、 正 式 サ ービス の 開始 か ら 2 年 半 ほ どか か り 
まし た 。 こ れ を 考慮 し て 、 ス ター ト か ら 約 1 年 後 
に 主流 と な る で あろ う 環 境 を 決め た ん で す 。 し か 


し 、 ユ ー ザ ー の 増え る スピ ー ド が 予想 以上 に 早く 、 


PC 性 能 の 進化 が 追い つか な か っ た の で 、 途 中 で 
や や 低い 環境 で も 動く よう に 調整 し まし た 

韓国 で は 、 こ の ゲー ム の た め に 買い 換え た ユ 
ー ザ ー も 多かっ た の で は ? 


べ : 推奨 環境 が 高い と ころ が 心配 だ っ た の で す が 、 


ユー ザー が [アップ グレ ー ド し が い の あ る タイ ト 
ル 」 と 感じ て くれ た よう で 、 買 い 換え や バー ツ の 


「 リ ネー ジュ I」 の 開発 を 統括 する キー パー ソン 
今後 の 「 II」 が どの よう な 進化 を 遂げ て いく の か 、 
すべ て 氏 の 頭 の 中 に ある 。 プ レイ ヤー キャ ラ と し 
て オー ク を 登場 させ た 張本人 。 日 本 文化 に も 大 き 
く 影響 を 受け て お り 、 ア ニ メ は 「 機 動 戦 士 ガ ンダ ム 」 


シリ ー ズ 、 漫 画家 は あだち 充 の ファ ン と の こと 


長期 的 に 見 て も 古く な り に くい ハイ クオ リティ な 
グラ フィ ッ ク や 、1.000 人 を 超え る プレ イヤ ー が 参 
加 で きる 攻 域 戦 な ど 、 数 々 の 先進 的 な 要素 を 実現 
し た 。 日 本 語 が 非常 に 堪能 で 、 小 社 刊 「 電 撃 大 王 ] 
を 4 年 も 購読 し て いる と いう 日 本 通 。 好き な アニ 


メ は 「 天 空 の 城 ラピュタ 」 


交換 が 思っ た 以上 に 進み まし た 。 そ れ ま で メイ ン 
メモ リ (※1) は 128MB や 256MB が 主流 だ っ た の 


で す が 、512MB 以 上 に 増設 する 人 が 増え まし た し 、 


NVIDIA (※2) と の タイ アッ プ が 功 を 奏し て 、 グ 
ラフ ィ ッ クボ ー ド の シェ ア が それ まで トッ プ だ っ 
た ATI を 抜い て 、NVIDIA が トッ プ に 立ち まし た 。 
これ ら の こと か ら ハ ー ド 市 場 を 引っ 張れ る タイ ト 
ル に な れ た と 考え て いま す 

その 推 所 環境 の お か げ で 実現 で きた 部 分 は ど 
ん な と ころ で すか ? 
べ : や は りき れい な キャ ラク ター や 背景 、 広 い 空 
間 の 表現 で すね . 
バク : 確か に オプ ショ ン で パフ ォ ー マ ンス を 下げ 
れ ば 遊べ る の で す が 、 で きれ ば いい 環境 で 広い 空 
間 を 感じ て ほし いで すね 。 そ の くら い 力 を 入れ て 
作っ て いま す の で 。 

技術 面 で 特に 工夫 し た と ころ は あり ます か ? 
バク : まず 使っ て いる グラ フィ ッ ク エ ンジ ン (※ 
3 ) の こと か ら 話し ます と 、「 II 」 で は 「 ア ン リ アル 
エン ジン 」 と いう も の を 使っ て いま す 。 開 発 期間 が 
短かっ た の で 、 一 か ら グ ラフ ィ ッ クエ ンジ ン を 組 
む の は 時 間 的 に 難し い 状 態 で し た 。 様 々 な グラ フ 
ィ ッ クエ ンジ ン が 候補 に 挙がっ た の で す が 、 最 初 
に 目指 し て いた シー ムレ ス (※4) な マッ プ 移 動 に 
対応 で きる エン ジン が な か な か 見 つか ら な か っ た 


ユー ザー と 直接 触れ 合う 運営 の 要 CM イン タビ ュー 
プレ イヤ ー が 安心 し て 楽し め る 環境 を 提供 する GM と は 、 ど ん な 人 が 担当 し て いる の か 、 
どん な 方 針 の も と に 運営 され て いる の か 。 謎 多き GM の 姿 が 明らか に ! 


テス ター カン ファ レン ス で も 増 
上 に 立っ た 、GM の 中 心 人 物 。 
冷静 か つ フ レン ドリ ー な 対応 を 
目指 し て いる 


れ ら の イン タビ ュー は 5 月 に 行わ れ た も の で す 


この ゲー ム に お ける GM の 役割 を 教え て くだ さい 。 
時 野 永 衛 氏 (以下 : 購 野 ) : 日 々 た くさ ん の プレ イヤ ー 
か ら 寄 せら れる GMI コ ー ル へ の 対応 と サー バー 状況 の 
管理 、 プ レイ ヤー が 何 を 求め て いる か な どの 調査 な ど 
が 仕事 で す 

運営 の 方 針 と いう も の は あり ます か ? 
鴨 野 : 何 か 起 こっ た 時 の 対処 の 仕方 が 、 各 GM に よっ 
て まち まち に な っ て し まう と 困る の で 、 統 一 し た 対処 


「※」 の 部 分 の 解説 は 、108 ペ ー ジ 以降 に 掲載 され て いま す 


ん で す 。 そ の 中 で も 高 性 能 か つ 様 々 な こと に 対応 
で きる 「 ア ン リ アル エン ジン 」 を 選択 し 、 シ ー ム レ 
ス な 移動 が で きる よう に 徹底 的 に カス タマ イズ し 
まし た 。 そ の お か ば げ で 光 の 反射 や 物 へ の 映り 込み 
な ど を ハイ レベ ル に 表現 で きた ん で す 。 ま た 、M 
MORPG は FPS(※ 5 ) な ど と 違っ て 時 間 の 流れ が 
ある の で 、 影 が それ に 合わ せ て 動く 必要 が あり ま 
す 。 自 然 に 見 せる た め に 、 人 物 だ け で な く 城 の 影 
の よう な 大 き な も の も 、 き ちん と 時 間に合わ せ て 
動く よう に 作り まし た 


女性 ドワーフ の デザ イン は 
「 カ ワイ イ の が イチ バン ! 」 の 
ひと 声 で 決ま り ま し た 


と rrf「e< こ 画 」 か 
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に に て: さり 


が で きる よう な 方 針 が 用 意 さ きれ て いま す 
日 々 寄せ られ る コー ル の 中 で 、 ど ん な も の が 多い 
で すか ? 
醒 野 : 一 番 多 い の は 、 キ ャ ラク ター が 動け な く な る ス 
タッ ク で す 。 全 サー バー を 通じ て 1 /4 く らい の 割合 
で すね 。 次 いで 多い の は 、「 これ は どう や る ん だ 」 と い 
っ た 攻略 に 近い も の が よく 届き ます . 
MMORPG だ と プレ イヤ ー 間 の トラ ブル も 多い と 
思う の で す が 、 どの よう に 処理 し て いま すか ? 
嶋 野 : 基本 的 に GM は 介入 し ませ ん 。GM に 仲裁 し て ほ 
し いと いう コー ル が 寄せ られ る の で す が 、 プ レイ ヤー 
同士 で コミ ュ ニ ケー ショ ン を と っ て 解決 し て いた だ く 
よう に お 願い し て いま す 


Interview 


人 る ゲ ー ム ファ ン の 間 で 、 発 表 当初 話題 騒然 と な っ た ドワーフ 
女性 。 新しい ファ ンタ ジー の 解釈 を 提示 し た 


「I」 の 世界 は 「I」 よ り も 前 の 世界 だ と いう お 
話 で す が ? 
べ :「 エ より 約 150 年 ほど 前 の 世界 が 舞台 で す 
ーー「I」 の 時 代 か ら どの よう な 歴史 を 経て 「1」 の 
世界 に な る の で し ょ うか 。 
べ : それ は あえ て 設定 し て いま せん 。 今 『I」 を プ 
レイ し て いる 皆さん その も の が 歴史 で すか ら , 
バク : 歴史 を 動か す の は あく まで プレ イヤ ー の 皆 
さん で す が 、 今後 サー バー 全体 を 対象 に し た ビッ 
グ サ イズ の クエ スト で 、 ス トー リー の 一 部 が 語ら 
れる こと に な る と 思い ます 。 楽し み に し て いて く 
だ さい 。 

プレ イヤ ー キ ャ ラ と し て 使え る 種族 が 5 種類 
あり ます が 、 こ の 数 に 落ち 着 いた の は な ぜ で す 
か ? 
バク : 通常 の ファ ンタ ジー で よく 登場 する ヒュ ー 
マン や エル フ に 加え 、 日 本 の ファ ンタ ジー の 影響 
で ダー クエ ルフ 、 シ プ い お じ さ ん や か わい い キ ャ 
ラ が 欲し か っ た の で ドワーフ を 入れ まし た 。 オ ー 
ク に つい て は プロ デュ ー サ ー や 企画 スタ ッ フ の 強 
い 希 望 で 入り まし た 。 通常 の ファ ンタ ジー で は 、 
オォ オーク は た いて い 頭 の 悪い 種族 と な っ て いる の で 
す が 、 こ の ゲー ム で は 知性 の 高い 種族 と し て 登場 
し ます 。 そ の よう な 流れ で 5 種類 の 種族 に 決ま り 
まし た 

オー ク は モン スタ ー と し て も 出 て きま すね 。 
パク : 会 議 の 時 に 、 モ ンス ター と し て オー ク を 出 
す の に プレ イヤ ー キ ャ ラ と し て 使え て し まっ て 間 
題 は な い の だ ろう か と 話し て いた ら 、 企 画 スタ ッ 
フ が オー ク の 歴史 を 作っ て 話し て くれ た ん で す . 
背 は みん な プレ イヤ ー キ ャ ラ の よう な 知性 の 高い 
オー ク ば か り だ っ た ん で すけ ど 、 そ れ が 2 つ に 分 
か れ て モン スタ ー の よう な 退化 し た オー ク も 現れ 
た と いう 話 な ん で す . 
べ : 私 の 好み で 作っ た キャ ラ で すか ら 、 何 と か し 
て 設定 を 付け な いと な ぁ 、 と 思っ て いま し た 。 キ 
ャ ラ を 考え る 時 に 、「 ロ ー ド ・ オ プ ・ ザ ・ リ ング ] 
を 参考 に し た り 、 シ ャ ー マ ニ ズム と か イン ディ ア 
ン の スタ イル な ど を 加え た り し て 、 今 の オー ク ( ノ 
ー プ ルオ ー ク ) 族 が で き 上 が っ た ん で す 

実際 オー ク を 使っ て いる 人 は どの くら いい る 
の で し ょ うか 。 


具 { 机 約 に は どの よう な トラ ブル が 多い で すか ? 
購 野 : 狩場 の 奪い 合い が 多い で すね 。 ほ と ん ど は プレ 
イィ ヤー 同士 で 解決 で きる の で す が 、 た ま に 話 が 複 維 に 
な っ て し まっ た 時 に GM コ ー ル が 来 ま すね 

や り 取り 自体 は 文字 の み で すか ? 例え ば 姿 を 現 
す と いっ た こと は あり ます か ? 
嶋 野 : イベ ント な どの 特別 な 時 以外 は 姿 を 現す こと は 
な く 、 文 字 の み で の 対応 と な り ま す . 

要望 は どう いう も の が 多い で すか ? 
瞳 野 : ゲー ム を も っ と 楽し め る よう な 、 遊 び の 要素 を 
追加 し て ほし いと いう も の や 、 種 族 間 の 強 さ の バラン 
ス に 関す る も の が 多い で すね 。 そ うい う 要 望 が 多数 あ 
れ ば 、 資 料 と し て 開発 側 に 伝え て いま す . 


べ : 韓国 で は 12 一 322 で すね 。 好 み の 種族 な の で 
ちょ っ と さき さみし いで す が 、 一 般 的 に は や は り 美 し 
い キ ャ ラ が 好き な ん で し ょ う ね ぇ 
バク : アメ リカ の 方 は オー ク の 使用 率 が 着 干 高い 
で すね 。 2 番目 が 韓国 、 日 本 は 102% 程 度 で す ( ペ ー 
ジ 石 下 の コ ラム 参照 ) 

- 女 性 ドワーフ が あの よう な デザ イン に な っ た 
の は 、 ど の よう な 流れ か ら で す か ? 
べ : D&D(※6) な どの 正統 派 フ ァ ン タ ジ ー だ と 、 
女性 ドワーフ に は ヒゲ が 生え て いた りす る の で す 
が 、 メ イン プラ ン ナ ー が 言っ た 「 カ ワイ イ の が イ 
チバ パン ! 」 と いう 一 言 で 、 あ の よう な デザ イン に な 
り ま し た 。 
バク : 女性 ドワーフ は 比較 的 日 本 に 合い そう な キ 
ャ ラ だ っ た の で 、 グ ラフ ィ ッ クチ ー ム の リー ダー 
が 、 日 本 の 作品 を よく 知っ て いる 私 に 「 顔 を 選ん 
で ! 」 と 頼ん で きま し た 。 そ こ で 、5 種類 く らい 
の 中 か ら 選 ん だ ん で す 。 
べ : バク は 日 本 の マン ガ や アニ メ が 本 当 に 好き で 
すか ら ね , 
バク : 家 に 「 電 撃 大 王 」 が 4 年 分 くら いあ り ま す よ 
( 笑 ) 

お お 、 そ れ は あり が と う ご ざ いま す ! ( 笑 )。 
と ころ で 女性 ダー クエ ルフ は か な りき わ ど い 衣 装 
が 多い で す よ ね 。 
べ : 女性 ダー クエ ルフ の 服 は どん な 方 向 に すれ ば 
いい か を 考え た の で す が 、 や は り 度 の 衣装 に 包ま 
れ た ボン デー ジス タイ ル が いい と いう こと に な り 
まし た 。 実は 堤 国 で 審査 (※7 ) を 通す の に 結構 苦 
労 し た ん で す 。 


女性 ダー クエ ルフ は 何 を 着 て も 距 出 度 高い で 
すか ら ね ぇ 。 
べ : 最近 は 規制 も 緩和 され て きま し た が 、 数 年 前 
だ っ た ら 審 人 査 は 通ら な か っ た で し ょ う ね ( 笑 ) 
バク : 女性 ダー クエ ルフ の 衣装 は 、 最 初 そ こま で 
赴 出 度 が 高い と いう 予定 は な か っ た の で す が 、 グ 
ラフ ィ ッ クチ ー ム が 気合 い 入れ て 作っ て きた ん で 
す 。 み ん な で 見 て 「 大 丈夫 か な ぁ 」 と 思い まし た が 、 
クオ リティ が 非常 に 高かっ た の で その まま 行く こ 
と に し まし た 
べ : オン ライ ン ゲ ー ム の 年 齢 層 は 年 々 高く な っ て 
き て いる の で 、「I』 で も 少し 高め の 20 代 中 盤 を タ 
ー ゲ ッ ト に し よう と 決め て いま し た 。 で す の で 、 
この よう な 人 露出 度 の 高い も の で も 受け 入れ られ る 
だ ろう と いう こと に な っ た ん で す . 

それ で は 、 ゲ ー ム の 世界 観 に 影響 を 与え た も 
の に は どん な も の が あり ます か ? 


べ : 実は 理 書 の 影響 を 受け て いま す 。 そ れ も 、 新 


了 


人 ゲー ム 内 で も 異彩 を 放つ オー ク 族 。 一 見 か な リク セ の あり 
そう な 種族 だ が 、 実 は 比較 的 使い 勝手 が よい と の ウワサ 


健 関 むなしく オー ク 最 下位 


種族 別 ラ ン キ ング で は 、 お お か た の 予想 通り ヒュ 
ー マ ン が 1 位 を 獲得 。「 選 択 に 迷っ た ら ヒ ュー マン 」 
と いう 人 も 多かっ た よう だ 。 2 位 は エル フ 。 非常 に 
高貴 で 美しい 種族 と いう こと で 、 き れい どこ ろ が 好 
き な 人 に 人 気 だ っ た 。 3 位 は ダー クエ ルフ 。 走る 姿 
や 足 の 速 さ 、 ポ リュ ー ム 感 の ある 女性 な ど 、 様 々 な 
特徴 が 支持 され て いる 。 4 位 は ファ イタ ー の み で こ 
こま で 票 を 伸ばし た ドワーフ 。 か な り の 割合 で 女性 
キャ ラ だ と 思わ れる が 、 フ ァ イ タ ー の み の 数 字 で 見 
る と 、 ダ ー ク エル フ を 超え て いる 点 に 注目 し た い 

アイ テム の 収集 や 製作 な ど 、 他 の 種族 と は 全く 異な 
る 特技 を 持っ て お り 、「 セ カン ドキ ャ ラ は ドワーフ 」 
と いう プレ イヤ ー も 多い 模様 だ 。 残念 な が ら 最 下位 
は オー ク 。 能力 的 に は か な り 頼 れる と 思う が 、 や は 
り 見 た 目 の 間 題 な の だ ろう か 。 フ ァ イ タ ー、 メ イジ 
合わ せ て も ヒュ ー マ ン の 1/3 に も 到達 し て いな い 

今後 オー ク 族 が どの よう に 巻き 返し を 計る の か 注目 
だ 。 転職 キャ ラ で は 、1 次 転職 で は スカ ベン ジャ ー 
が トッ プ 。 い い ア イ テ ム を 買お うと 思う と か な り の 
お 金 が か か る た め 、 金 稼ぎ キャ ラ を 選ぶ 人 が 多かっ 
た よう だ 。 気 に な る の は ヒュ ー マ ン の ジョ ブ が 5 位 
に し か 入っ て いな いこ と 。 分 岐 が 多い の で 人 数 が ば 
ら け て し まっ た か が 。 2 次 転職 は 対人 戦 に 強い と 言わ 
れる シル バー レン ジャ ー が トッ プ 


1 日 に に の くら い の コ ー ル 数 が ある の で すか ? 
枝野 : オー プン ベー タテ スト の 段階 で 、8 サー バー の 
合計 が 1 日 2.000 件 前 後 で す 。 な の で 、 平均 する と 1 サ 
ー バ ー は だ いた い 250 件 くら いで すね 

他 の MMORPG で は 、「GM の 対応 が 冷た い 」 と 

いう 声 が 聞か れる の で す が 、 「 リ ネー ジュ II」 で は どう 
で すか ? 
睦 野 : ケー スバ イケ ー ス で す が 、 で きる だ け フ レン ド 
リー に 対応 し よう と いう 方 向 性 に な っ て いま すね 。 斉 
方 で は ある の で す が 、 で きる だ け 身 近 な 存在 で あり た 
いと いう 思い も あり ます . 

どの よう な 人 材 が 、GM に 向い て いる と 思い ます 
か ? 


85 es.e201He9 651914.475 
ドラ ニラ 93.e68 | 63.858 

| チー ラ 120 244| 31 1BBITO1 01 

合計 ド | 1 K 


田 1 次 転職 ラン キン グ 


田 2 次 転職 ラン キン グ 
シル / 1.4983 
: う 
1.214 


ー レ ンジ ャ ー 


ロフ ィ ッ ト 


ダー クア ベン ジャ ー 
5 月 30 日 現在 の デー タ で す 


睦 野 : この ゲー ム を より よく し て いこ うと いう 強い 思 
い の あ る 人 、 プ レイ ヤー の 要望 の 意味 を 即座 に 理解 で 
きる くら い ゲ ー ム の 好き な 人 は GM に 向い て いる と 思 
いま すね 

最後 に に 、 プ レイ ヤー の 皆さん に ひと 言 お 願い し ま 
す 。 
軒 野 : GM コ ー ル が 少な けれ ば 少な い ほ ど 了 困っ て いる 
人 が 少な いと いう こと に な り ま すか ら 、 そ うい っ た 環 
境 を 作れ る よう に 私 た ち は 努 力 し て いき ます 。 こ れ か 
ら 楽 し め る 要素 も どん どん 増え て いき ます の で 、 ぜ ひ 
遊ん で いた だ けれ ば と 思い ます 。 私 た ち は い つ で も コ 
ー ル に 応え られ る 準備 を し て いま す の で 

あり が と う ご ざ いま し た 。 
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LINEAGE 


約 で は な く て 死海 文書 ( ) と 呼ば れる も の で す 


大 天使 ルシファー が どう や っ て 堕天 使 に な っ た の 
か な ど と いっ た 部 分 が 、 水 の 女神 シー レン が いか 
に し て すべ て の モン スタ ー の 母 に な っ て いく の か 、 


と いっ た 世界 観 の 土合 と な っ て いま す 。 ク ロニ ク 
ル 3 に 入る 予定 の 「 モ プン ス サ イ ン 」 と いう 、 ワ ー 
ルド に 影響 あ を およぼす クエ スト が ある の で す が 、 
これ は シー レン に 関連 し た クエ スト に な っ て いま 
す 。 そ ちら も 聖書 に 記さ れ て いる 上 示 録 を モチ ー 
フ に し て 作り まし た ・ ム ー ア が 主演 し た 
The Seventh Sign(※ 9)」 と いう 映画 も あり ま 
し た が 、 同 じ も の を 燃 材 と し て いま す 
バク : 実は 「 リ ネー ジュ II』 は まじ め な ゲー ム な ん 
で す よ ( 笑 )。 女 性 ドワーフ な ど は 、 作 り 始 め て 1 
年 くら いた っ て 、 遊 び 心 が 出 て きた 頃 に 作っ た も 
の な ん で す 
その 世界 観 に 対す る プレ イヤ ー の 反応 は どう 

で すか ? 
べ :ー 生 悪人 設定 を 作 っ た の で す が 、 プ レイ する 
人 は 神話 より も 攻 城 戦 を どう 戦う か と か 、 史 を ど 
う や っ て アッ プ グ レー ド す る か と いっ た ほう に 興 
味 が ある みた いで すね 。 NPC と 話す 時 に 世界 設定 
に 関す る メッ セー ジ が そこ か し こ に 表示 され て い 
る の で す が 、 あ まり 読ん で くれ て いな いみ た いで 
す 
バク : ベー スス トー リー は いろ いろ 用 意 し た の で 
す が 、 あ まり 興味 な いみ た いで ちょ っ と 悲し いで 
すね ( 笑 ) 
べ : クエ スト 「 モ プン ス サ イ ン 」 は 、 これ まで の MI 
MIORPG の も の と は 違っ て 、 ゲ ー ム の 内 容 と スト 
ー リ ー が 同時 に 進む も の と な り ま す の で 楽し み に 
し て いて くだ さい 


昔 デ ミ 


「 韓国 で は 仲よく な 
うに な り ま す 。 年 齢 暦 が 高い せい か 、 
打ち 明け られ た こと も あり まし た ( 笑 ) 」 


て くる と 、 結 構 身の上 話 を する よ 
浮気 し て いる と 


「 リ ネー ジュ 」 ら し く な っ た 
クロ ニク ル 1 


先 に 韓国 で 導入 され た クロ ニク ル 1] に つい て 
聞き ます 。 反 署 は どう で すか ? 
バク : クロ ニク ル 1 で つい に 城 を 右 い 合う こと が 
で きる よう に な り ま し た 。 ユ ー ザ ー か ら は 「 や っ 
と 「 リ ネー ジュ 」 らし く な っ て きた な ぁ 」 
想 が 多い で すね 。 や は り 「 リ ネー ジュ 」 と いえ ば 攻 
城 戦 で すか ら 

大 人 数 で 戦え る 攻 城 戦 で す が 、 
れ で 今 の 形 に な っ た の で すか ? 
バク : 昨年 の 終わ り ご ろ 、 ゲ ー ム の 中 で クラ ン 同 
上 の 戦い が 行わ れ た 時 に 、 サ ー バ ー が 落ち て し ま 
っ た こと が あり まし た 。 調べ て みる と 、 そ れ ぞ れ 
400 名 が 2 列 、 計 S00 名 で 向かい 合っ て 日 げん か を 
し て いた ん で す 。 そ の ころ クラ ン 戦 と いう シス テ 
ム は 実装 され て いな か っ た の で 、 ユ ー ザ ー の バ パワ 
ー に 驚か され まし た 
べ : その 他 に も 、500 名 対 800 名 の 計 1.300 名 ほど 
が 湿地 淀 で 戦い を 始め 、 サ ー バ ー が 蛋 重く な 

て し まっ た こと も あり まし た 。 同時 接続 者 数 の 

1 プ 23 く らい の 人 間 が その 地域 に 集中 し て いる と い 
う 計 算 に な る ん で すね 。 ち な み に 数 が 少な い 500 名 
の クラ ン は 、 戦 略 を 作っ て 組織 的 に 戦っ て いた の 
で 、 最 終 的 に は 勝ち を 収め て いた こと を 覚 
ます 。 そ れ を 見 て いて 「 か っ こい いな ぁ 」 と 感じ た 
こと が 、 現 在 の 攻 城 戦 の 参考 に な り ま し た 
バク : 去年 の 夏 ご ろ ま で は 、2 一 300 人 くら い 参 加 


と いう 感 


どの よう な 流 


で きれ ば いい だ ろう と 思っ て 作っ て いた の で す が 、 


それ ら を 見 て 攻 載 戦 の 最大 人 数 を 大 幅 に 増やす こ 
と に し まし た 
べ : ユー ザー 側 に も 変化 が あり まし た 。 攻 域 戦 に 


備え て 、 以 前 に も 増し て 大 き な 集団 を 作る クラ ン 
が 多く な っ た と 聞い て いま す 

まだ 直接 見 て いな い の で 、 そ れ だ け の 大 人 数 
が 実際 に 戦え る こと が 信じ られ な い の で す が ……。 
べ : それ が 動く ん で す よ 。 最 初 は 私 た ち も 信 じ ら 
れ な か っ た ん で すけ ど ( 笑 ) 
バク : 現在 峠 国 で は 毎週 の よう に 攻 城 戦 が あり ま 
す 。 城 は 3 つ あ る の で す が 、 多 い 時 で は 1 つの 城 
で 1.300 名 を 超え る 人 た ち が 戦 いま す 。 1 つの サー 
パー の 同時 接続 者 数 が 6.000 名 ほど で すか ら 、 ど の 
くら い の 割 合 の ユー ザー が 攻 域 戦 に 参加 する か が 
わか り ま す 。「1」 の 時 は 、 攻 域 戦 と は 一 部 の プレ 
イヤ ー が する も の で 、 1 つの サー バー で だ いた い 
5 一 10 程度 の プレ イヤ ー で 行わ れ て いま し た 
それ が [II 」 で は 20 一 25% も の プレ イヤ ー が 参加 す 
る と いう 才 ジテ ィ ブ な も の に な り ま し た 
べ : 多く の 人 に 参加 し て も ら っ て いま す が 、 ま だ 
3 あわ ませ ん 。 城 や 
アジ ト を も っ と 作っ さら に 多く の 人 に 参加 し 
て も ら える よ うに た いと 思っ て いま す 

攻 城 戦 に あたっ て 、 プ レイ ヤー は 綿密 な 作戦 
な ど を 立て る の で すか ? 
べ : 様々 な 作戦 を 考え て いる よう で す よ 。 前面 に 
出る グル ー プ を 作っ た り 、 弓 矢 グ ルー プ を 作っ た 
り し て 、 組 織 的 に 戦っ て いま す 
バク : その あたり の 戦術 は 過去 に 本 当 に 行わ れ た 
も の と 似 て いま すね 。 そ の 普 、 ヨ ー ロ ッ パ の 小さ 
な 城 で 実際 に 行わ れ て いた 攻 城 戦 も 、「I 
た い 同 じ 700 名 対 700 名 ほど だ っ た と いう 話 で すし 

強 ハ クラ ン は どの よう な と ころ で 差 を つけ る 
の で すか ? 
べ : 人 数 が 多い か ら と いっ て 強い と は 限り ませ ん 

- 番 大 切な の は リー ダー の 能力 で すね 。 効果 的 な 


と だ い 


※1 メイ ン メ モリ 

デー タ や プロ グラ ム を 記憶 する コン ピュ ー タ の パ 
ー ツ 。 多少 な り と も 知識 の ある 人 は 、「 ア ッ プ グレ 
ー ド する な ら 5CPU より まず メモ リ 増 設 | と 口 を 
そろ える ほど 、P C の パフ ォ ー マ ンス に 大 きく 影 
暫 す る 部 分 だ 。 ゲー ム で も 例外 で は な く 、 特 に 「 リ 
ネー ジュ I」 を 快適 に 遊ぶ な ら 512MB、 で きれ ば 
1GB は 欲し いと ころ 

※ の NVIDIA (エヌ ビデ ィ ア ) 


108 


画像 を コン トロ ー ル する グラ フィ ッ ク チ ッ プ を 中 心 に 
展開 する 、 米 カリ フォ ルニア 州 に 本 社 を 置く デバ 
イス メー カー。 主力 製品 で ある 「GeForce( ジ ー フ 
ォ ー ス )」 シ リー ズ で 、3D グ ラフ ィ ッ クチ ッ プ の シ 
ェ ア ト ッ プ に 踊り 出る 。 現在 は 、 同 じ グ ラフ ィ ッ 
クチ ッ プ メー カー の ATI 社 と 各国 で し 烈 な シェ ア 
争い を 繰り 広げ て いる 。 最 新 の 製品 は [GeForceFX 

シリ ー ズ の 後継 チッ プ で ある [GeForce6」 シ リー 
と 

※ さ ③ グラ フィ ッ ク エ ンジ ン 

グラ フィ ッ ク の 描画 を 行う ソフ トウ ェ ア の 総称 


PC ゲー ムシ ー ン で グラ フィ ッ ク エ ンジ ン と いう と 、 
3D 演 算 機能 を 強化 し た ソフ ト を 指し て いる こと が 
多い 。「 リ ネー ジュ IL」 で 使用 し て いる 「 ア ン リ ア 
ル エ ンジ ン (EpicGames 社 製 )」 は その 中 で も 非常 
に 高 性 能 な エン ジン と し て 知ら れ て お り 、 ラ イセ 
ンス を 受け る こと で 使用 する こと が で きる 。 自社 
で グラ フィ ッ ク エ ンジ ン を 開発 する メー カー も 少 
な く は な い が 、「 ア ン リ アル エン ジン 」 の よう な 外 
部 プロ グラ ム を 使う こと で 、 そ の ぶん の パワ ー 
ゲー ム 自 体 の 開発 に 注ぐ メー カー も 多い 

4 シー ムレ ス 


作戦 を 立て て 、 し っ か り 命 令 を 出せ る リー ダー が 
いて 、 そ れ を きち ん と 守れ る 部 下 が い る と いう ク 
ラン が 勝利 を 収め て いま す 。 人 数 が 少な く て も 
精鋭 が そろ っ て いる と ころ は 、 単 に 人 数 を 数 多く 
集め た だ け の クラ ン を 簡単 に 打ち 破る こと が で き 
ます . 

攻 城 戦 に 関し て 、 お 2 人 の 中 で 印象 に 残っ て 
いる こと は あり ます か ? 
バク : プロ グラ ム 側 と し て は 、 初 め て の 攻 城 戦 で 
サー バー が 1 度 も 落ち な か っ た こと が 心 に 残っ て 
いま すね 。 ベ ー タ テス ト の 時 は 毎回 サー バー が 落 
ち た り し て いた の で 、 ロ グ (※10) の 監視 に 忙し く 
て 、 了 戦況 を 見 て いる ヒマ が な か っ た ん で す ( 笑 ) 
も し 落ち て し まっ た ら 、 す ぐに ログ 解析 し て 原因 
を 探 ら な く て は いけ な か っ た の で 、 ヒ ヤ ヒ ヤ で 
し = 
べ : 私 は シー ジ ゴ ー レ ム (※11) が 初め て 伯 喚 さ れ 
た 時 で すね 。 シ ー ジ ゴー レム を 動か す に は 、 ジ ェ 
ム ス ト ー ン と いう 燃料 が 大 量 に 必要 な の で す が 、 
それ の 準備 が 足り な く て 、 歩 か せ て いる うち に 切 
れ て し まっ た ん で す 。 も と も と 介 喚 する の に 10 分 
くら いか か る の で す が 、 ド ワー フ の 女の子 が 一 生 
悪 命 召 喚 し た ゴー レム が 、 わ ず か 1 分 足ら ず で 燃 
料 切れ に な っ て し まい 、 消 えて し まっ た と いう の 
が 印象 に 残っ て いま す 。 そ の 後 、 そ の プレ イヤ ー 
は 3 賠 目 の 攻 城 戦 に し て や っ と ゴー レム を 使い こ 
な し 、 城 際 を 破る こと が で きた ん で す 

シー ジ ゴ ー レ ム で すか 、 か な り の 戦力 に な り 
そう で すね 。 
べ : クロ ニク ル 2 で は 、2 つ 目 の ゴ ー レ ム が 登場 
し ます 。 こ ちら は シー ジ ゴ ー レ ム と は 攻撃 スタ イ 
ル が 違う ん で す 。 そ の 次 の クロ ニク ル 3 で は 飛行 
船 も 登場 し ます よ 
バク : 新しい 攻撃 の 道具 が 入る こと で 、 戦 略 も 新 
し いも の を 作る 必要 が あり ます 。 そ れ が 楽し み の 
1 つ に な り ま すね 

それ は 楽し み で すね ! ちな み に 攻 域 戦は ど 
の くら い の 時 間 が か か る の で すか ? 
バク : 制限 時 間 は 2 時 間 で す 。 で も 、 だ いた い 1 
時 間 半 くら いで 決着 は つい て し まい ます ね 
べ : 1 時 間 半 くら い が 体 力 の 限界 みた いで す ( 笑 ) 
バク : 攻 域 昔 に 臨む 前 の 準備 も あり ます か ら 、 そ 
の くら いで 集中 力 が 切れ て し まう よう で す 。 日 本 
は どの よう な 戦い に な る の か 、 ま だ 見 て いな い の 
で 楽し み で すね 


アン タラ ス 以 後 の ド ラゴン は 
同じ 戦法 は 通じ し ない 

さて 、 ク ロニ クル 1] で は さら に 新しい 要素 と 
し て 、 ア ンタ ラス と いう ドラ ゴン の 導入 が あり ま 
すね 。 
べ : ア ンタ ラス は 韓国 で も まだ 討ち 取ら れ て いま 
せん 。 堤 国 が 先 に 倒す の か 、 後 か ら 導 入 さ れ た 日 
本 が 先 に 倒す の か 、 気 に な る と ころ で す 


韓国 で は 、 こ れ ま で 最高 で で の くら い の レ ベ 
ル の 人 が 何人 で 挑ん だ の で すか ? 
バク : レベ ル 60 オ ー バ ー カ 80 人 で 挑ん で も 全滅 し 
て し まっ て いま す 。 そ れ で も HP の 20 一 302% く ら 
いし か 減ら せ て いま せん 

も の すご い 強 さ で すね -……。 
バク : と ある ゲー ム で は 、 ポ ボス クラ ス の 敵 の 設定 
を め に し た た め に 、 ポ ボッ プ ( 出 現 ) し て も あっ と 
いう 間 に 倒 され て し まう と いう 現象 が 起こ っ て い 
ます 。 そ うな っ て し まう と ちょ っ と 違う ん じゃ な 
いか な あぁ 、 と いう こと で アン タラ ス は か な り 強 く 
し まし た 
べ : 銀 微 的 な 目標 と し て の 意味 合い が 強い で すね 
パク : 「I」 で は 攻 域 戦 も 楽し み の ひ と つ で す が 、 
それ に あま り 関 心 の な い 人 も 現実 に 存在 し ます . 
そう いっ た 人 た ち に 大 規模 な 狩り を 楽し ん で も ら 
うた め に アン タラ ス を 用 意 し た の で す 
べ : 倒す た め に は 装備 の 良し 悪し は それ ほど 関係 
な く て 、 攻 域 戦 同様 利 プ レイ ヤー が どう 組織 的 に 
動く か 、 リ ー ダ ー が それ を どう 統率 する か に か か 
っ て いま す . 
バク : 戦い 方 次 第 で は 、100 名 足ら ず で も 勝て る と 
思い ます よ 

スト ー リ ー 的 に は 、 ア ンタ ラス クラ ス の ドラ 
ゴン が 全部 で 6 体 い ます ね 。 残り の 5 体 は いっ た 
い ど の よう な 強 さ な の で し ょ うか ……。 
べ : 後 か ら 導 入 さ れる ドラ ゴン は 単純 に 強い と い 
うわ け で は な く 、 属 性 が 変わ っ て くる ん で す 。 今 
回 の アン タラ ス は 地 龍 と いっ て 地 の 属 性 な わけ で 
す が 、 今 後 登場 する ドラ ゴン は 火 の 属 性 だ っ た り 
水 の 属性 だ っ た り と 、 特 徴 が 違う の で 戦い 方 が ま 
る で 変わ っ て くる と 思い ます よ 。 ち な み に ク ロニ 
クル 3 で 2 了 匹 上 朋 の ドラ ゴン が 登場 する 予定 で す 

さら に クロ ニク ル 1 で は 決 服 場 や ハッ チリ ン 
と いっ た 新しい 要素 が 導入 され て いま すね 。 
パク : 決 脱 場 と いっ て も 完全 に シス テム 化し て 
まう と 汎用 性 が な く な っ て し まう の で 、 負 け て も 
経験 値 が 減ら な いよ うな スペ ー ス を 提供 し て 、 そ 
の 中 で 好き な よう に 戦っ て くだ さい 、 と いう も の 
で すね 。 結構 日 本 人 プレ イヤ ー に 合っ て いる も の 
な ん じゃ な いか と 思っ て いま す . 
べ : ハッチ リン の ほう は 、 そ の 後 の ク ロニ クル で 
スト ライ ダー、 ワ イ バ ー ン へ と 進化 し ます 。 ワ イ 
バーン は 飛行 船 が 登場 する の と 同じ 時 期 に 導入 す 
る 予定 で す 。 私 の イメ ー ジ で は 、 攻 域 戦 に お いて 


サー バー 別 高 レ ベル プレ イヤ ー ラ ン キ ング 


オー プン ペー タテ スト 時 
の デー タ 。 さす が に 65 レ 
ベル に 到達 し て いる 人 は 
数 える ほど だ (それ で も 
驚異 8 的 だ が ) 。 まだ まだ 
アン タラ ス を 討伐 する の 
は 先 に な り そ う だ 


OBT1 | OBT2 | OBT3 |0BT4 | OBT5 | OBT6 | OBT7 | OBT8 


「 攻 城 戦 や クラ ン 戦 を 想定 し て 、1 ワー ルド に 1 台 の 高 
性 能 な サー バー を 使う こと で 、1 カ所 に 人 が 集まっ て 
も 簡単 に は 落ち な いよ うに 設計 され て いま す 」 


飛行 船 が 城 を 攻め て 、 そ れ を ワイ バ パーン が 骨 撃 す 
る と いう 戦い が で きれ ば と 考え て いま す 。 現在 は 
まだ 技術 的 に 問題 が ある の で す が 、 な ん と か 実現 
し た いと 思っ て いま す . 

今後 は 「 空 | が キー ワー ド に な り そ う で すね 。 
べ : それ だ け で は な く て 、 そ の 後 は 海上 で 行わ れ 
る 艦隊 戦 も 予定 し て いる ん で す よ 

うー ん 、 い っ た い ど うな っ て し まう ん で し ょ 
う 。 起 像 が つき ませ ん 。 
べ : MMORPG は 5 年 以上 も サー ビス する も の で 
すか ら 、 こ の よう に 続け て アッ プ デ ー ト し て 初め 
て 長い 間 楽 し ん し で も ら え る も の が で きる と 考え て 


人 将来 的 に は ワイ バー ン ま で 育て られ る ハッ チリ ン 。 果 た し 
て 交通 手段 と し て 利用 で きる 日 は 来る の か ? 


※5 月 30 日 現在 の デー タ で す 


つなぎ 目 が な いこ と 。 ゲ ー ム で は 特に 、 フ ィ ー ル 
ド か ら 街 や ダン ジョ ン に 入る 時 、 マ ッ プ 読み 込み 
な ど が 行わ れ な い 、 ま た は 読み 込み を 感じ させ な 
いこ と を 言う 。 従来 の MMORPG は 、 た いて い エ 
リア ご と に サー バー を 設置 し て 、 エ リア を また い 
で 移動 する 時 に は 画面 が 暗転 し 、 読 み 込 み が 入る 
「 リ ネー ジュ II」 で は 、 フ ィ ー ル ド と 街 、 一 部 ダン 
ジョ ン が シー ムレ ス に 移動 で きる 

※5 FPS 

First Person Shooting (Shooter と も 言う ) の 略 で 、 
1 人 称 視点 で プレ イ す る シュ ー テ ィング ゲー ム の 


総称 。 プ レイ ヤー の 体 が 画面 に 表示 され ず 、 自 分 
の 視点 に 近い 形 で プレ イ で き 、 非 常に リア リティ 
が 感じ られ る た め 、 熱 狂 的 な ファ ン が 多い 。 1 プ 
レイ が 比較 的 短い 時 間 で 展開 され る た め 、MMO 
RPG の よう な 時 間 の 移り 変わ り は 基本 的 に 必要 な 
い 。 古く は 「DOOM (id ソフトウェア)」、 最 近 で は 
[FAR CRY(Crytek)」 な ど が 有名 

※ ら 6 D&D 

Dungeons & Dragons の 略 。 現在 も 世界 で 数 百 万 
人 の プレ イヤ ー が いる と 言わ れる 、1974 年 に 誕生 
し た 世界 初 の テー ブル トー ク RPG。 PC や コン シ 


人 フィー ルド か ら 読 み 込み な し で 直接 町 に 入れ る …… 
これ を シー ムレ ス と いう 
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イン アッ プ デ 
ろ も る 特徴 で す 


そう いわ れる と 、 確 か に お 得 だ し 手軽 で すね 。 


それ で は 、 ク ロニ クル 3 以降 の 構想 を お 聞か せく 
だ さい 。 

べ : まず は 攻め 落と せる 城 の 数 の 継続 的 な 拡張 、 

ワイ パー ン や シー ジ ゴ ー レ ム と いっ た 攻 域 手段 の 
増加 、 ボ スモ ンス ター の 追加 、 世 界 規模 の クエ ス 
ト の 追加 、 料 理 の シス テム 、 ギ ャ ンプ ブル 、 プ レイ 


: メイ ン の 遊び 方 だ け で は な く 、 そ の ほか い 
ろ い ろ 遊 べ る も の を 用 意 し た いと 思っ て いま す 

遊び の 幅 が どん どん 広がっ て いく よう な 感じ 
で すね 。 期待 し て いま す ! 


オフ ライ ン の 
ユー ザー カン ファ レン ス は 
定期 的 に 続け て いき ます 

話 は 変わ り ま す が 、 メ ー カ ー と し て 、 ユ ー ザ 
ー コ ミュ ニテ ィ を 育て る こと は し て いま すか ? 
バク : ゲー ム の 中 か ら 直 接 利用 で きる BBS が ある 
の で す が 、 これ は ゲー ム の 外 か ら で も Web ペ ー ジ 
と し て 見 る こと が で きま す . 
や 要望 が あれ ば ゲー ム に 反映 し て いく と いう 形 を 
と っ て いま す 。 ま た 、 数 カ月 に 1 回 ユー ザー カン 
ファ レン ス を 開い て 、 そ こ で ゲー ム 内 の 統計 デー 
タ を ユー ザー 昌 し た り 、 そ こ で 出 た 意見 や 要 
望 な ど を ゲー ム に フィ ー ド バッ ク し た り し て いま 
す 
べ : 今後 日 本 で も オフ ライ ン の ユー ザー カン ファ 
レン ス を 定期 的 に 続け て いく 予定 で す 。 ユー ザー 
と 直接 会 うこ と が 、 私 た ち に と っ て 一 番 大 切 だ と 
考え て いま す . 

韓国 の ユー ザー は 、 ど の よう な コミ ュ ニ ティ 
が 多い の で し ょ うか が 。 
バク : 日 本 の ファ ン サ イト の よう な 大 き な コ ミ 
ニテ ィ は あま りな いで すね 。 堤 国 で は PC バン (※ 
12) が 普及 し て いて 、 一 緒 に 遊ぶ プレ イヤ ー は オフ 
ライ ン で も 仲 よ し で ある こと が 多い ん で す 。 毎日 
の よう に 上 顔 を 合わ せ て いる の で 、 特 別に Web サ イ 
ト を 立ち 上 げ る 必要 が あま りな い 。 ア メリ カ で も 
数 は 多く な いで すね 。 日 本 が 一 番 フ ァ 
ティ の 数 が 多い で す 。 こ れ は 日 本 の 独特 の 文化 と 


そこ で いい アイ デア 


ンコ ミュ ニ 


て いま す 
韓国 と いえ ば PC バン で す が 、 攻 域 戦 の 時 は や 
は り 集 まっ て くる の で すか ? 
バク : 大 きい PC バン に 攻 域 戦 の た め に 200 名 ほど 
集まっ て いる の を みた こと が あり ます 。 リ ー ダ ー 
が 拡声 器 を 持っ て 「 1 番 隊 前 へ ! 」 と か 指示 を 出し 
た り し て いま し た ( 笑 ) 
その 方 が チャ ッ ト よ り も コン トロ ー ル は 早 そ 
う で すね 。 


べ : 


ね 。 そ れ が 終わ る と みん な で 飲み 会 
が 始ま る ん で す . 
パク : 韓国 は プレ イヤ ー に サラ リー マン が 多い こ 
と も あっ て 、 結 構 そ うい う 流 れ に な っ ちゃ いま す 
ね ( 笑 ) 
韓国 で は 年 齢 層 が 高い の で すか ? 

べ : 日 本 に 比べ る と や や 高い で すね 

1 」 で は ゲー ム で 知り 合い 、 結 婚 し た カッ プ 
ル も いま し た が 、「I」 で は どう で すか が ? 
バク : 日 本 で は まだ 聞い て いな いで す が 、 韓 国 で 
は 「II」 が きっ か け で 結婚 し た と いう 話 は あり ます . 
べ : ゲー ム 内 で 実際 の 結 大 式 が 行わ れる の を 見 た 
こと が あり ます よ 。 参列 者 が 一 斉 に エン チャ ント 
魔法 を か けた り し て 非常 に ほれ いで し た 。 あ と 、 
アデ ナ で ハー ト を 作っ た り 、 な か な か 凝っ て いま 
し た ね 。 実は 、 韓 国 で 有名 な プロ 野球 選手 も この 
ゲー ム 内 で 結婚 式 を 挙げ た り し て いま す 


魔法 詠唱 中 の セリ フ に 
意味 は な いん で す 

ここ か ら は 、 ゲ ー ム 中 気 に な っ た 素 村 な 外 
を 聞い て いき ます 。 まず 、 モ ンス ター が 時 々 し ゃ 
べり ます ね 。 あれ は どう いっ た と ころ か ら ? 


ュー マ 機 の ファ ンタ ジーRPG は 、 そ の ほとん ど が 
この ゲー ム の 世界 観 を 多かれ 少な か れ モ チー フ に 


し て いる と 言え る 。 数 年 前 に は 映画 化 さ れる な ど 、 


未だ その 人 気 は 衰え る こと を 知ら な い 

※7 審査 

韓国 文化 観光 部 の 傘下 で ある 映像 物 等 級 委員 会 が 
行う 倫理 審査 。 日 本 で 言う と 映画 の 映倫 に 相当 す 
る 。 映画 、 ビ デオ 、 音楽 、 ゲ ー ム な ど が ここ で 審 
査 さ れ 、 利 用 可能 年 齢 の 区 分 が 決定 され る 

※8 死海 文書 (し か いも ん じ ょ ) 

20 世 紀 中 ご ろ に 死海 の 近辺 で 大 量 に みつ か っ た 文 
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書 の 総称 。 | 旧約 聖 書 の 写本 を 中 心 と し て お り 、 世 
界 に 数 多く の 研究 者 や 著書 が 存在 する 。 文書 の 中 
に は 、 堕 天使 ルシファー や 魔女 リリ ス に な ど に つ 
いて 書か れ た イザ ヤ 書 な ど 、 ゲ ー ム ファ ン に も 上 軸 
味 深い も の が 含ま れ て いる 

※9「The Seventh Sign] 
邦題 第 の 予言 |」」 デ ミ ・ ム ー ア 、 マ イケ ル ・ ビ 
ー ン ら が 出演 する 1988 年 制作 の 作品 黙示録 に 記 
され た 「 七 つの 予言 ] を モチ ー フ に し た オカ ルト タ 
ッ チ の スリ ラー 映画 

※10 ログ 


べ : 私 が 「T」 の 頃 か ら モ ンス ター に し ゃ べら せる 
の が 好き だ っ た ん で す 。 重要 な 意味 は あり ませ ん 
が 、 し ゃ べら せる こと で 少し で も 楽し ん で も ら え 
れ ば と 思っ て いま す 

「 俺 を 助け て くれ た ら 1 千 万 アデ ナ あ げ よ う ]」 
と いう 言葉 に 結構 プレ イヤ ー が 反応 し て ます 。 
べ : [助け た の に 何 も も ら え な か っ た 。 誕 欺 だ ! 
と GM コー ル さ れ た こと も 何 度 か あり まし た ( 笑 ) 

モン スタ ー の 中 に は HP が 減っ て くる と 逃げ 
る や つも いま すね 
パク : モン スタ ー に は Al を 持た せる こと が < 
る よう に な っ て いま す 。 本当は も っ と いろ いろ で 
きる の で す が 、 あ まり モン スタ ー を 頭 よ くし て し 
まう と 、 倒 す の に 時 間 が か か っ て し まい 、 ユ ー ザ 
ー が スト レス を 感じ て し まい ます 。 な の で 、 現 状 
の し ゃ べ る と か 自分 の 陣地 まで 人 逃げ る 程度 に 抑え 
て いま す 。 その か わり ボス に は 高度 な AI を 入れ て 
いま す よ 

含 庫 が 有料 な の は な ぜ で すか ? 
バク : それ は うち の デザ イン チー ムリ ー ダ ー の 「 タ 
ダ は な い ! 」 と いう 信条 で そう な り ま し た 。 倉庫 
を 使っ た 時 に 金 を 取る の は 開い た こと が な か っ た 
の で 、 内 部 で も いろ いろ 話し 合っ た の で す が 、 結 
局 有料 に な り ま し た 。 こ の ゲー ム は 経済 の シス テ 
ム を 重要 捉 し て いて 、 他 の ゲー ム よ り イ ン フ レ に 
な り に くい シス テム に な っ て いま す 。 倉庫 が 有料 
な の も その 一 環 で すね 

船 や ゲー ト が ちょ っ と 高い の で は な いか と い 
う 人 も いま す 。 
べ : それ を 使わ な か っ た 場合 の 移動 束 ! 
間 、 そ の 間 入 る で あろ うお 金 な ど を 全部 計算 し て 
あの 値段 を 出し て いま す 。 こ れ も 先 ほど の デザ イ 
ン の チー ムリ ー ダ ー が 考え まし た 


で き 


変 と 移動 時 


通信 状況 や サー バー の 動き が 記録 され た デー タ 
どの プレ イヤ ー が どん な 行動 を と っ た か な ど が わ 
か る た め 、 サ ー バ ー が 不調 の 際 に は この ログ を 解 
析 し 、 原 因 を 探っ て いく 

※11 シー ジ ゴ ー レ ム 

攻 城 戦 の 時 の み に 召 喚 で きる ゴー レム 。 城門 の 破 
壊 な ど 圧 倒 的 な 力 を 誇る が 、 こ れ を 動か す た め に 
必要 な 材料 は 慕 大 な 量 に の ぼる 。 軽く 試算 し て み 
て も 、 し っ か り 活 躍 させ る に は 1 億 アデ ナ に 人 迫る 
資金 が 必要 と な る 。 な お 、 召 喚 し て いる ドワーフ 
が 倒さ れ て し まう と この ゴー レム は 消え て し まう 


バク : 大 陸 に 行く た め の 価格 は ちょ っ と 高め に 設 
定 し て いま す 。 い つ 行 っ て も 楽し め る の で あれ ば 
も っ と 安く 設定 する の で す が 、 無 理 し て 行っ て も 
レベ ル 的 に 厳し い の で 、 き ちん と 鍛え て か ら 行 っ 
て ほし いと いう 思い で 、 少 々 高く し まし た 。 大陸 
で や れる くら い レ ベル を 上 げ て いる うち に 、 船 や 
ゲー ト の 料金 は 簡単 に 払え る よう に な っ て いま す 
よ 

魔法 を 唱え て いる 時 に 何と し ゃ べ っ て いる の 
で すか ? 
べ : あの 声 は ハリ ウッ ド に いる 何人 か の 声優 に お 
願い し て いま す 。 ま ず ゲ ー ム を 見 せ て か ら 概 要 を 
説明 し て 、 あ まり 細か い 注文 を せ ず に 自分 た ち で 
イメ ー ジ を 膨らませ て し ゃ べ っ て も ら っ た ん で す 

特に セリ フ が 決ま っ て いた わけ で は な いん で 
すか ? 
バク : は い 。 ど こ 国 の 言葉 と か は っ きり と し た 意 
味 の あ る 言葉 で は な いん で す 。 声優 た ちの イメ ー 
ジ が あの よう な 言葉 に な り ま し た 

自分 が 死ぬ と 時 々 持ち 物 を 落と し ます が 、 こ 
れ は どの よう な 考え か ら こ の よう な シス テム に な 
っ た の で すか ? 
べ : 数 十 年 前 に 「NetHack(※13)」 と いう UNIX 
で 動い て いた ゲー ム が あっ た の で す が 、 そ の ゲー 
ム の ルー ル が 参考 に な り ま し た 。 訓 い ゲー ム な が 
ら 、 エ ンチ ャ ント の 概念 な ども あっ た ん で す よ 
バク : 最近 の 流行 で は 落と さき な いも の が 多く な っ 
て き て いる の で す が 、 我 々 と し て は 「 完 璧 全 
で は な い 」 と いう 和 緊 張 感 を 出し た か っ た ん で す 。 た 
だ 、 武 器 だ け は 落と さき な いよ うに し て いま す 。 フ 
テイ タ ー が 武器 を 落と し て し まっ た ら 、 あ まり に 
も 厳し く な っ て し まい ます か ら ね 。 そ れ と 、 防 具 
と アイ テム で は 落と す バ パーセンテージ を 変え て い 
ます 。 ア イ テ ム の 方 が 若干 率 が 高く な っ て いて 、 
装備 の ほう が 落と し に くく な っ て いま す . 

落と し た 物 を 見 つけ た 人 の 対応 も 議論 の 的 で 
すね 。 
バク : これ が 地域 に よっ て 結構 信 う ん で す 。 日 本 
は 拾っ て あげ て 返す 人 が 多い ん で す が 、 ア メリ カ 
る と 拾っ て その まま で す 。 で も アメ リカ は そ 


よ 


れ が 当たり 前 に な っ て いま すね 。 韓国 と 吾 湾 で は 
結 構 も め る こと が 多い で す 
返し て いる 人 を 見 る と 心 が 温まり ます ね 。 


全 ゲ ー ト キー バー の 料金 は 、 序 盤 の キャ ラ に と 
額 。 利用 する に は 双 気 が 必要 


の で 、 攻 撃 側 は ドワーフ の 護衛 も 計算 に 入れ な い 
と いけ な く な る 

※12 PC パン (PC 房 ) 

日 本 で 言う ネッ トカ フェ 。 韓国 で は 非常 に 普及 し 
て お り 、 各 PC バン ご と の コミ ュ ニ ティ も 発達 し て 
いる 。 文字 だ け で は な く 、 声 に よる コミ ュ ニ ケー 
ショ ン が で きる た め 、 チ ー ム 戦 な ど に 効果 を 発揮 
する 。 日 本 の ネッ トカ フェ に 比べ 安価 な と ころ が 
普及 し た 要因 の ひと つと 言わ れ て いる 
※13「NetHack 

1980 年 代 中 ご ろ に 人 気 を 博 し た RPG。 オ リ ジ ナ ル 


バク : で きれ ば そう し て ほし いん で すけ ど , 

と ころ で 、 な ぜ 下 着 が 見 える よう に 作っ た の 
で すか ? 
べ : 一 番 の 理由 は 、 リ アル ワー ルド を その まま に 
再現 し た か っ た と いう こと で す 。 丈 の 短い 衣装 を 
着 て 走り 回 れ ば 、 多 少 見 える こと は 自然 な こと だ 
と 思っ て いま す . 
バク : これ まで の ゲー ム だ と 、 レ ベル が 上 が っ て 
装備 が よく な る と 、 ど うし て も 物 々 し く な っ て き 
て し まう ん で す よ ね 。 我々 は そこ に 妖 問 を 持っ て 
いて 、 い い 装 備 に な っ て も ミニ スカ ー ト の よう に 
ライ ト な 有 雰 囲 気 の 装備 も 用 意 し て いま す 

この 先 、 何 が 導入 し て みた い シ ステ ム は あり 
ます か ? 
べ : ずっ と 先 の 構想 な の で す が 、 人 間 と コン ビュ 
ー タ が チャ ッ ト す る ATI を 入れ られ れ ば な ぁ と 考え 
て いま す 。 完 璧 な も の で は な いん で す が 、 実 際 人 
間 と 話し て いる よう な 雰囲気 が 出せ た ら と 思っ て 
いま す 。 ゲ ダーム に 入れ た い 技 術 の ひと つ で すね 
バク : 実は 開発 の 中 で まじ め に 話し 合っ た の で す 
が 、 ロ ー カ ライ ズ に 問題 が 出 て くる ん で す 。 韓国 
版 に 導入 で きた と し て 、 日 本 版 、 ア メリ カ 版 、 台 
満 版 で は どう する の か 。 韓 国 だ け 入 れ て 他 の 地域 
は 入れ な いと いう わけ に も いか な い の で 、 現 時 点 
で は 導入 を 見 送っ て いま す 。 そ れ で も 粘 構 まじ め 
に 作ろ うと し て いた ん で す 。 会 話 を する と デー タ 
ペ ベース に 登録 きれ て いっ て 以後 の 会 話 に 反映 され 
る と いう シス テム で すね 
べ : 日 本 に も 「 シ ー マ ン (※14)」 と いう ゲー ム が あ 
り ま し た が 、 あ れ に 近い イメ ー ジ で すね 。 で も 、 
他 の 仕事 も 山積 みな っ て いて 、 優 先 順 位 の 高い も 
の か ら 作っ て いく 必要 が ある の で 、 こ の シス テム 
は 当分 先 で すね 


は UNIX 上 で 動き 、 ダ ンジ ョ ン や キャ ラ は テキ スト 
記号 で 表現 され て いた 。 空腹 、 エ ンチ ャ ント な 
ど 、RPG 的 な 要素 が ふん だ ん に 盛り 込ま れ て いた 
現在 で も 有志 に よっ て 様々 な プラ ッ ト フ ォ ー ム に 
移植 され 、 楽 し ん で いる 人 は 多い 
※14「 シ ー マ ン 
ビバ リウ ム 制 作 。 マ イク デバ イス を 通し て 仏 ] 克 厨 
の 人 面 魚 [ シー マン 」 と の 会 話 が 楽し め る 異色 作 
ドリ ー ム キャ スト で 1999 年 に 発売 され 、 後 に PS2 
に 移植 され る 。 発想 の 斬新 さか ら 数 々 の 賞 を 受賞 
し た 


バク : 4 つの 地域 で サー ビス し て いる と な る と 、 
4 パー ジョ ン 作ら な いと いけ な い の で 、 時 間 が 足 
ら な く て 実現 で き て いな いん で す 

お も し ろ そ うな シス テム で すね 。 ク ロニ クル 
10 く らい に 登場 する こと を 期待 し て いま す ( 笑 )。 


技術 的 な 壁 を 乗り 越え た 時 
新 し い ゲ ー ム の 形 が 出 て くる 
それ で は 今後 オン ライ ン ゲ ー ム は どの よう に 
進化 し て いく と 思い ます か ? 
べ : これ か ら 何 年 か し た ら ネ ットワーク に つなが 
ら な い ゲ ー ム は な く な っ て いく と 思っ て いま す 
また 、MMORPG も パッ ケー ジ ゲ ー ム の いい と こ 
ろ を どん どん 吸収 し て お も し ろく な っ て いく と 思 
いま す 。 コ ン シ ュ ー マ ゲ ー ム も オン ライ ン に つ な 
が る も の が 増え る と 思い ます し 、 可 能 性 は 無限 だ 
と 考え て いま す 
バク : 私 は これ か ら 5 一 10 年 は 技術 的 な 壁 を 克服 
し て いく 時 だ と 考え て いま す 。 い か に いい アイ デ 
アァ が あっ て も 、 そ の 殿 の た め に で き な い こと が 多 
いで すか ら 。 そ の 民 を 壊せ され ば 、 新 し い ゲ ー ム の 
用 と いう も の が 出 て くる と 思い ます 。 そ れ カ 
いう 形 に な る か は 現時 点 で は わか ら な い の で す が 
最後 に 日 本 の ファ ン に ひと 言 ず つ お 願い し ま 


て 


べ : 実は 日 本 と いう 国 は ゲー ム の 先進 国 な の で 、 
日 本 で サー ビス する と いう こと は 興奮 する こと だ 


し 光栄 で す 。 多 く の 人 た ち が 楽 し ん し で くれ る こと 
を 期待 し た いで す 。 よ ろ し く お 願 いし ます 
バク : 一 生 懸 命 作っ た の で 、 楽 し く 遊 ん で くだ さ 


い 
本 日 は お 忙し いと ころ あり が と う ご ざ いま し た 。 


な に 3 いし 
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スタ ダッ フ プイ ンダ タビ ュー 


Part2: グ ラブ イッ クチ ナー ム 編 


「 リ ネー ジュ II 」 は 、 ゲー ム 内 の ビジ ュ ア ル は も ちろ ん 、 
キャ ラク ター デザ イン や 各種 イラ スト レー ショ ン も 灯 力 。 
そん な ビジ ュ ア ルイ メー ジ を 生み 出す お 2 人 に も お 話 を 聞い た 。 


オリ ジ ナ リティ や クリ エイ ティ ブ な 
感覚 を 調 利 させ た か っ た 


本 日 は よろ し く お 願 いし ます 。 まず お 2 人 の 
ゲー ム の 制作 に お ける 役割 を 教え て いた だ け ま す 
か ? 
ファ ン ・ チ ョ ルン 氏 ( 以 下 : ファ ン ) : 「 リ ネー ジュ 
HI (以下 「 II」)】 に 関す る すべ て の グラ フィ ッ ク を 
統括 し て いま す 。 具体 的 に は 、 ビ ジュ アル 関係 の 
製作 物 、 グ ラフ ィ ッ クチ ー ム の ポリ シー や 方 向 性 
な どの 提案 、 チ ー ム スタ ッ フ プ の 管理 の マネ ジ メ ン 
ト な ど を 担当 し て いま す 
ジョ ン ・ ジ ュ ノ 氏 (以下 : ジュ ノ ) : 私 は 、 開 発 の 
時 は キャ ラク ター デザ イン な ど を 担当 し まし た 
現在 は マー ケティング の 方 で ボス ター イラ スト な 
ど を 手がけ て いま す 

「 II」 の イラ スト を どの よう な 経緯 で 描き 始め 
た の で すか ? 
ジュ ノ : 以前 は 他 の ゲー ム の ビジ ュ ア ル な ど を 描 
いて いた の で す が 、 企 画 の 方 か ら 声 を か け て いた 
それ で 描き 始め まし た 

ファ ン さ ん の 「 II」 に か か わる きっ か け は ? 
ファ ン : 「 II」 の プロ ジェ クト に 携わる 前 は 、 他 の 
会 社 で P C ゲ ー ム や オン ライ ン ゲ ー ム な どの グラ 
フィ ッ ク を 作っ て いた の で す が 、 條 部 2 D の ゲー 
ム だ っ た ん で す 。 3 D の ゲー ム を や っ て みた いな 
と 思っ て いた と ころ に この お 話 を いた だ き 、 参 加 
する こと に 決め まし た 

II」 の 制作 に あたっ て 、「 こ れ は 実現 し よう 」 
と いっ た コン セプト や テー マ の よう な も の を 考え 
まし た か ? 
ファ ン : と りあ え ず 「 II」 は 中 世 的 な ファ ンタ ジー 
と いう こと で スタ ー ト し まし た が 、 ヨ ー ロ ッ パ な 
ど で 作ら れ た も の を 見 る と 、 歴 史 に 皿 実 な 、 検 証 
が し っ か りな され た ゲー ム が 多かっ た ん で す 
「 II」 で は それ ら か ら 脱 上 度 し て 、 自 分 た ちの オリ ジ 
ナリ ティ や ヤ や クリエイティブ な 感覚 を 調和 させ た も 
の を 作り た いと 最初 に 考え まし た 


だ いて 、 


プレ イ 環 境 が 少し 高め に 設定 され て いま す が 、 


それ に よっ て 実現 で きた こと は あり ます か ? 

ファ ン : スペ ッ ク を 高く 設定 する こと で 、 キ ャ ラ 
クタ ー を 表現 する 時 に 肌 の な め ら か さや 手 の 長き 
と いっ た 、 人 体 の ライ ン の 美しき な ど が 表現 で き 


人 確か に 藩 込ん で いた ら 肌 の 色 は あま り 目 立た な い 。 特 徴 を 


し っ か り と ユー ザー に 伝え る 意図 が あっ て の 角 出 度 な の だ 
※ こ の イン タビ ュー は 5 月 下旬 に 行わ も た も の で す 
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リネ ー ジ ュ II」 すべて の グラ フィ ッ ク イ メー ジ を 
コン トロ ー ル する 、 ビ ジュ アル 面 の リー ダー。 早 
い 段 階 か ら 「」 の プロ ジェ クト に 参加 し 、3D の ノ 
ウ ハ ウ を 音 積 し て きた 。 最近 お 子 さん が 生ま れ 

今 ま で より 優し く な っ た と の 周り の 声 に 本 人 は 、 
「 優 し い の は 昔 か ら で す 」 と 反論 


キャ ラク ター デザ イン か ら イ ラス トレ ーション ま 
で 、 市 場 に 向け た ビジ ュ ア ル を 描く イラ スト レー 
ター。 日 本 の ゲー ム や アニ メ 、 イ ラス トレ ー タ ー 
に 大 きく 影響 を 受け る 。 格闘 ゲー ム 好 き で 、「 バ パー 


チャ ファ イタ ー] シリ ー ズ が 一 番 好 き と の こと 


使用 キャ ラ は パイ と シュ ン 


る よう に な っ た と いう こと が よかっ た で すね , 
ジュ ノ : 非常 に 多く の キャ ラク ター が スク リー ン 
の 中 で 動く と ころ も ポイ ント で すね 
ファ ン : それ と 背景 スケ ー ル の 大 き さ も 見 て ほし 
いで す 。 遠く に ある 山 が きれ い に 見 えま すし 、 そ 
こ で 移動 し て いる 他 の プレ イヤ ー も 見 えた り し ま 
す 。 こ れ は 他 の ゲー ム で は あま りな いこ と で は な 
いで し ょ うか 。 推奨 環境 を 高く し た お か げ で 、 そ 
れ ら の こと を 実現 で きた の で す 

時 間 の 移り 変わ り に よっ て 背景 の 見 え 方 も か 
な り 違 いま すね 。 
ファ ン : ゲー ム 中 の 時 間 の 経過 に よる 背景 や 雰 囲 
気 の 変 化 と いう の は 、 太 陽 の 動き に よっ て ちゃ ん 
と 変わ る よう に 設定 され て ます 。 た だ 、 そ れ を 表 
現す る こと に よっ て 、 マ シン の 要求 スペ ッ ク が 高 
く な っ て し まう な ど 、 犠 牲 に し な けれ ば な ら な い 
部 分 が どう し て も 出 て き て し まい ます 。 そ れ に つ 
いて 社内 で 反対 の 声 も あっ た の で す が 、 や っ ぱり 
リア ル な 世界 を ゲー ム 内 で 表現 し た いと いう 意思 
の ほう が 強かっ た の で 、 そ の 仕様 を 採用 し まし た 


外 出 度 が 高い の は 
肌 の 色 を 強調 し た いか ら 
この ゲー ム の 特徴 の ひと つと し て 個 提 9 な ブ 
レイ ヤー キャ ラク ター が 挙げ ほら れ ま す が 、 キ ャ ラ 
クタ ー を デザ イン する に あたっ て 、 グ ラフ ィ ッ ク 
チー ム か ら 注 文 が めった の で すか ? 
ファ ン : 仕事 の 流れ と し て は 、 企 画 室 で 種族 を 決 
め て も ら っ て 、 そ れ が グラ フィ ッ ク チ ー ム に まわ 
っ て きま す 。 そ し て 各種 族 を 象徴 する 、 例 えば オ 
ー ク で あれ ば | 力 」、 エ ルフ で あれ ば 「 高貴 な 感じ 
と いっ た イメ ー ジ の ガイ ドラ イン を こち ら で 作っ 
て 、 そ れ を イラ スト レー ター に 渡し ます . 
ジュ ノ : イラ スト レー ター は その 与え られ た コン 
セプト の 中 で 自由 に 表現 を する ん で すけ ど 、「I 
の 初期 の ころ は 3 等 身 の り キ ャ ラ を 描い た り も し て 


いま し た 。 自 由 な 発想 の 中 で 、 デ フォ ルス 路線 で 
行く の か 、 リ アル 路線 で 行く の か は 、 描 き な が ら 
詰め て いき まし た 

各種 族 が どの よう な 流れ で 今 の デザ イン に な 
っ た の か お 聞き し た いと 思い ます 。 まず ヒュ ー マ 
ン か ら 。 
ジュ ノ : ヒュ ー マ ン は 、 な ん と いっ て も メイ ン キ 
ャ ラク ター な の で 、 ご く 普 通 の 人 間 と いっ た 感じ 
で す 。 女 性 の 方 は セク シー な 感じ より も 、 健 康 的 
な 感じ に し まし た 。 男性 の 方 は 、 日 本 だ と 美少年 
系 が 好ま れる よう で す が 、 あ えて 任 禄 の ある 重み 
の ある 容姿 に し まし た 

イラ スト の ほう も 、 ヒ ゲ が 生え て た り し て 
か な り ワ イル ド な 感じ で すね 。 
ジュ ノ : や っ ぱり 骨 険 も の な の で 、 多 少 ワイ ルド 
で な いと ( 笑 ) 

エル フ は いか が で すか が ? 
ジュ ノ : 全体 的 に 高貴 、 貴 族 的 な イメ ー ジ で す 
男性 の 方 は 美少年 系 の 雰囲気 に し まし た 。 女 性 は 、 
最初 描い た 時 は も うち ょ っ と 体 の ライ ン に ポリ ュ 
ー ム が あっ た ん で すけ ど 、 他 の 種族 と 少し 碁 別 化 
し た く て 、 や や スリ ム に し まし た 。 日 本 で も 人 気 
の あっ た 漫画 の 中 で [ファ イプ ブ スター 物語 」 の ファ 
ティ マ を 参考 に させ て も らい まし た 

逆 に ダー クエ ルフ は ボリ ュー ム が あり ます ね 。 
ジュ ノ : ダー クエ ルフ の デザ イン は 、 初 期 の ころ 
肌 が 青く な か っ た の で す が 、 韓 国 で も 有名 な 結城 
焦 さん の 「 ロ ー ド ス 鳥 戦記 ] と いう アニ メ に 、 ダ 
ー ク エル フ に 似 た 感じ の キャ ラ が いた の で 、 差 別 
化す る た め と 冷酷 な 雰囲気 を 出 そ う いう こと で 、 
あの よう な 肌 の 色 に し まし た 。 オ ー ク と と も に 、 
異 界 の キャ ラク ター 的 な 感じ に し た の で 、 プ レイ 
ムー ビー で は いつ も 悪役 が オー ク と ダー クエ ルフ 
な ん で す ( 笑 )。 ち な み に 、 オ ー ク も ダー クエ ルフ 
も 第 出 度 が 結構 高い ん で すけ ど 、 こ れ は 肌 の 色 を 
強調 し た く て その よう な 衣装 の コン セプト に し ま 
し た 。 た ぶん 、 本 当 の 人 間 の よう な 肌 の 色 だ っ た 


まし た 。 こ こま で 
まし た 
最後 、 い よい よ ド ワー フ で す が ( 笑 ) 


で 決め る の は 本 * 


ジュ ノ : 1 番 間 題 だ っ た の が ドワーフ で し た 。 い 
わ ゆ る ファ ンタ ジー の 世界 観 で 言う と 、 女 性 で あ 
て ー フ は ヒゲ も ある し お ば さん っ ぱい 感 


じ だ っ た の で 、 こ ん な の や め よ う よ っ て いう 話 も 
出 ま し た で も 、 設 定 で は ドワーフ も 必ず 男女 い 


すけ な いと いう こと で 、 ド ワー フ の 女 の 


ドワーフ な ん て 誰 も や ら な い だ 
*、 そ れ を な ん と 
た らい い の か と 考 
っ と 子供 っ ぽい 女の子 
が で き あ が り ま し た 
ジュ ノ : 特に 日 本 市 場 を 狙っ た わけ で は な か っ た 
に 日 本 テイ スト が 入っ て いき まし た 
これ は 日 本 に 出し た ら ウ ケ る だ ろう 
いう 感触 は あり まし た 
切 め て 見 た と き は 竹 机 的 で し た も ん ( 甘 )。 
ジュ ノ : アジ アァ で は けっ こう ウケ が いい ん で す ! 
ど 、 ア メリ カ で は 1 番 嫌 いな キャ ラ 1 位 だ そう で 
ドワーフ っ て いう 種族 が いる と 聞い て 、 ド ワ 
ー フ の 女性 っ て どう な る ん だ ろう と 気 に な っ て い 
た ん で す 。 そ れ が 女の子 に な っ て て 、 ビ ッ ク リ し 


まし た 
デップ 8 の キャ ラ は コン セプト の 段階 か ら 具 
体 化す る まで に 時 間 が か か っ た ん で すけ ど 、 ド ワ 


ー フ の 女の子 は 最も 時 間 が か か り ま し た 
キャ ラク ター を 作る の に 、 も う ひ と つ 考 


ぱ ば いけ な か >- 


ぅ > た の が こ 


ャ ラ に 着せ る こと に よ - 


よっ て デザ イン は 
くだ け 違 う よ う 


緒 だ けれ ども 、 サ イ 
こすれ ば いい ん じゃ な いか と いう 


簡単 な や り 方 を 考え て いま し た 。 し か し 、 も うち 
ょ っ と 欲 を 出し て 、 同 じ ア イ テ ム で も エル フ が 着 
た 時 と ダー クエ ルフ が 着 た 時 で デザ イン が 違う よ 


の 種族 の 特徴 が 生か され る よう に し よう 


\ う こと に な っ た ん で す 。 こ の 決定 は 、 正 直 墓 
思い ます ( 笑 )。 お か げ で 、 同 じ ア イ 
1 アイ テム 


えま し た 。 だ か ら 、 


は 1.200 種 
風 に 決め て ま ん だ ろう と 、 
し まじ だ た 

で も その お か げ で 、 自 分 の キャ ラ に 似合う 装 


な ん で あん な 
時 すご く 後 悔 


備 み た いな 好み が 出 ま す よ ね 。 特に ミス リル チュ 
ー ニ ッ ク セ ッ ト な ど は 意見 が 分 か れ ます 。 
ジュ ノ : 黄色 い ミ スリ ル チ ュ ー ニ ッ ク を 着 た ド ワ 


ー フ 女性 が ずら っ と 並ん で 


それ と 、 


園児 みた いな 訟 囲 気 で す ( 笑 ) 

ヒュ ー マ ン 男性 に 至っ て は スカ ー ト で す も ん 
ね 。 
ジュ ノ : アイ テム の 統一 性 を 最低 限 お さ 
な けれ ば いけ な いな と 思っ て 作り まし 
国 で も 、 男 性 の スカ ー ト は 嫌 わ れる 傾向 に ある の 
で 、 正 直 「 し ま - っ ! 」 と いう 感じ で し た 
デザ イン の 段階 で も 、 フ ァ ン さん が 「 それ は あり 得 
な い だ ろ 一 」 っ て 言っ て 反対 し まし た が 、 私 が 強 
引 に 進め て で き あ が な ぜ そ の 


た 補 
っ た も の な ん 


よう に な っ た か と 言う と 、「 ベ イグ ラン トス トー 
リー (スク ウェ ア ・ エ ニッ クス ) *\ う PS ソフ 
ト の キャ ラク ター デザ イナ ー で 、 ro ミ ん と 
いう 方 が いる の で す が 、 彼 の ビジ ュ ア ル セ ン ス が 


大 好き 9 男性 を 女性 的 な デザ イン で 描く 
と いう Il」 を 作り 始め た 当初 、 か な り の 影響 


を 


すけ て いた の で 、 男 の スカ ー ト と いっ た デザ イ 
に 反映 させ て いき まし た 


技術 だ け に 頼ら な い 
グラ フィ ッ ク を 作り た い 

ちな み に お ふた り が 気に入っ て いる キャ ラ は 
どれ で すか ? 
ファ ン : ヒュ ー マ ン メイ ジ で すね 
ジュ ノ : 3 年 近く も 毎日 描き 続け て きた の で 、 飽 
き て し まっ て どれ も あま り …… で も 描い て て 楽 
し い の は ドワーフ 女性 で すね ( 笑 ) 

と ころ で 、 ジ ュ ノ さん 個人 と し て は 、 ど の よ 
うな タッ チ が お 好き な の で すか ? 
ジュ ノ : か っ こい いも の な ら 何 で も 。 あ と 、 日 本 
の 「 萌 え 」 な 感じ も 好き で すし 、 ア メリ カン スタ イ 
ル の よう な 重い 感じ も 好き で す 

影響 を うけ た イラ ス トレ ー タ ー は いま すか ? 
先ほど 「 ベ イグ ラン トス トー リー」 の 吉田 明彦 ぐん 
に 影響 され た と いう 話 が あり まし た が 
ジュ ノ : 「 ス トリ ー ト ファ イタ ー 息 の イラ スト を 
描い て いる 安田 期 さん も 好き で すね 

2 人 と も ゲー ム を 作っ て いら っ っ し ゃ いま す 
が 、 KG こ 舞 に Ae し ます か ? 
ファ ン : 去年 くら いか ら も の すご く 忙 し く 
し まっ た の で 、 ゲー ム を する 時 間 が な いん で すけ 
ど 、 基 本 的 に ゲー ム は 大 好き で す 」 
ジュ ノ : 私 の ほう は いわ ゆる フ 
す の で 、 今 の パソ コン より コン シ 


な っ て 


ミコ ン の 世代 で 
ュー マー ゲー ム 


の 方 が 好き で す 。 例 えば 『 女 神 転 和 
最近 で は 『「 皿 」 を 遊び まし た 


映画 と か アニ メ で 、 お 好き な も の は あり ます 


シリ ー ズ と か 


か ? 
ファ ン : ホラ ー と ミス テリ ー 以 外 な ら 何 で も 見 ま 
す 。 ホ ラー と ミス テリ ー は 生き て いく の が いや に 
な る の で 嫌い で す ( 笑 )。 ア ニ メ は 「 機 動 戦士 ガン ダ 
ム 0083」 か な 
ジュ ノ : 私 は 全く 逆 で 、 ホ ラー と ミス テリ ー が 大 
好き で す 。「X- フ ァイル 」 み た いな の も いい で すね 
アニ メ は 私 も 「0083」。 カト キハ ジ メ さ ん の デザ イ 
ン が 好き な ん で す . 

ファ ン さ ん に お 聞き し ます が 、 グ ラフ ィ ッ ク 


と し て 今後 挑戦 し て みた いこ と は あり ます か 
ファ ン : 技術 的 な 要素 に よっ て 美しい グラ フィ 
ク を 作る の で は な く て 、 本 当 に 皆さん の 心 に 感 
を 与え られ る よう な 、 感 性 の 部 分 に 
うな グラ フィ ッ ク を 作っ て いき た いと 思い ます 
最近 は あま り に も 技術 が 発達 し 過ぎ て いて きれ い 
な だ け と いう グラ フィ ッ ク が 多い の で 、 技 術 だ け 
に 融 ら な い 、 雨 の 日 に 飲 な コー ヒー の よう な 感じ 
と いっ た 人 間 の いろ いろ な 感情 を 、 表 現 で きた ら 
な と 思っ て いま す 

最後 に 、 日 本 の リネ ー ジ ュ II の ファ ン に 一 言 
ずつ お 願い し ます 。 
ファ ン : 美しい 世界 を 作る 7 
を し て きた の で 、 皆 さん も 1 度 は そ 
いた だ けた ら と 思い ます 


た め に た くさ ん の 努力 
に は まっ て 


ジュ ノ : これ か ら も 開発 個 と し て ベス ト を 尽く し 
て いき ます 。 文化 的 な 違い か ら 受 け 入 れ ら れ な い 


と ころ と か も 間 Cr す が そこ は 大 
目 に 見 て いた だ いて ポジ ティ プ ブ に 応援 し て くだ さ 


い ! 


あり が と う ご ざ いま し た 。 


LINEAGE 


Chronicle 1 
その 魅力 の 数 を 
クロ ニク ル 1 の 導入 に よっ て 、 際 限 な く 広 が り 続け る 「 リ ネー ジュ I」 の 世界 。 そ の 


中 で も 、 と り わ け 和 魅力 的 な の が 大 人 数 の プレ イヤ ー が 集う こと で 実現 する 要素 の 数 々 。 
そん な 、 多 く の プ レイ ヤー を 魅了 し て や まな い ク ロニ クル 1 の 愉し み に 人 迫っ て いく 。 


た っ た 1 人 の プレ イヤ ー 
の み が 就 ける 、 城主 の 座 
そこ に 立て る の は 、 仲 間 と 


大 
か 
の ク / 
英 
弄 
人 な | 位 詳 
る | 勝利 し た 者 の み 。 さあ 、 と 
攻 
城 
戦 
の 
世 
界 


革 租 SH 党 の ざさ 感受 * 議 


| も に 手 を 取り 立ち 上 が れ ! 


各地 の 城 を 舞台 に 、 こ れ 
ほど まで に 大 規模 な 江 闘 が 
繰り 広げ られ る 攻 域 戦 。1 
人 1 人 の 力 は わずか で も 、 
手 を 組み 江 う その 能力 は 、 
mW 計り 知れ な いも の に な る ! 


系 


世界 に 君臨 する 証 と も いえ る 、 一 国 の 城主 
その 座 を 巡っ て 、 人 々 は 争い を 繰り 返す 。 だ 
が 、 選ば れ し 者 に 求め られ る の は 、 己 の 強 さ 
だ け で は な い 。 手 を 差し 伸 べ て くれ る 大 勢 の 
仲間 と 、 そ の 力 を 存 分 に 生か す カ リス マ が 求 
め ら れる の だ 。 そ ん な 「 リ ネー ジュ I』 の 醒 
本 味 の 1 つ 、 攻 域 戦 の 魅力 を お 届け し よう 


遠景 で は 乱戦 の 様相 を 旦 
し て いる よう に 見 える が 、 
参加 プレ イヤ ー は 持て る ス 
キル を 発揮 し て 戦い を 繰り 
広げ て いく 。 勝 敗 の 行方 は 
各々 の 戦い に か か っ て いる 


攻 域 戦 に 参加 する だ け な 
ら 、 誰 で も そこ に 居 場所 は 


剛 議 ある 。 だ が 、 城 主 を 目指 す 
諾 者 に は 、 い くつ も の 条件 が 


求め られ 、 そ れ を 満た し た 
者 の み が 城 主 と な れる の だ 


Chroniclel 


ち 


LINEAGE 


か つて な い 大 規模 戦闘 の 
舞 奮 と 感動 が 味わえ る 「 攻 城 戦 」 


一 国 の 城 を 賭け て 戦う 


た き レー ) w 
肉 一 無比 の PyYP コ ン テ ン ツ 

プレ イヤ ー 同 士 の 戦い に よっ て 、 支配 の 歴史 が 刻ま れ 
て いく 攻 域 戦 。 一 国 の 城主 の 座 と いう 魅惑 に 、 こ れ ほ ど 
まで に 数 多く の プレ イヤ ー が せめ ぎ 合 う 。 1 つの 目標 に 
向かっ て 、 仲 間 が 団結 し て 戦う と ころ に 、 従 来 の P v P 
戦 で は 味わえ な い お も し ろ さ が 秘め られ て いる の だ 

まだ 未 体験 の プレ イヤ ー は ぜひ 、 こ の 壮大 な る 攻 域 戦 


の 世界 に 、 一 日 も 早く 足 を 踏み 入れ て ほし い 


ー い ぎ 進 め 、 争 乱 の 攻 城 戦へ ー 


戦い を 制 し て 城 を 所 有する た め に は 、 血 盟 
レベ ル が 4 以上 で ある こと が 必須 条件 。 た だ 
し 、 攻 域 戦 に 参加 する だ け な ら ば 「 血 盟 | に 
入っ て さえ いれ ば 誰 で も 参加 で きる 。 みごと 
城 を 手中 に 収め た な ら ば 、 一 定期 間 は その 城 
主 の も の と な る 仕組 み 。 だ が し ば らく する と 、 
その 城 は 再び 攻 城 可能 な 状態 と な る 。 そ の た 
め 現在 の 城主 は 、 新 た な 挑戦 を 受け 、 今度 は 
城 を 守る 立場 と な る の だ 


血盟 レベ ル が 4 以上 
血盟 レベ ルス 未満 も 参加 は 
で きる が 城 の 所 有 権 は な い 


城内 の NPC に 聞く 


全 攻 域 戦へ の 参加 登録 や 期日 の 確認 は 、 各 城 の 門前 に 立 
つ 伝令 に 話し か け て 行う 
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新た な 支配 者 と な る べく 
名 乗り を 上 げ る 


城 に 攻め 込む 者 た ち 

まず 血盟 レベ ル 4 以上 の 血 副 主 が 攻 
城 戦へ の 登録 を 行う 。 次 に 現在 の 城主 
が 圭 闘 の 時 刻 を 決め る こと に な る 。 こ 
れ ら 一 連 の 登録 後 な ら ば 、 血 盟 レ ベル 
4 未満 の 参加 者 も 、 血 盟 単位 で 参加 登 
録 が 可能 に な る と いう 仕組 み だ 


現在 の 支配 者 を 
支持 する 


城 を 守る 者 た ち 

一定 期間 が 過ぎ る と 、 現在 の 城主 は 

次 の 攻 域 戦 の 決行 日 を 決め な けれ ば な 

ら な い 。 防御 側 と し て 攻 域 戦 に 参加 す 

る 場合 は 、 城 外 の NPC に 話し か け 「 防 

御 側 の 参加 登録 」 を 選択 。 城主 に 承認 
され れ ば 、 一 緒 に 防衛 に 当たれ る 


全て の 城 と 領地 を 支配 する アデ ン 城 


城主 に な る と 、 そ の 領地 の 支配 者 と い 
う 名 誉 の みな ら ず 、 税 金 を 徴収 する な ど 
の 政治 ・ 経 済 の 中 心 的 役割 担う こと が 
で きる 。 特に 、 最も 規模 の 大 きい アデ ン 
城 の 城主 は 、 ほ か の 4 カ所 の 城 か ら も 税 
金 を 集め る こと が で きる 。 アデ ン 城 の 城 
主 に な る と いう こと は 、 こ の 世界 の すべ 
て を 治め る 徳 者 と いえ よう 。 そ れ だ け に 、 
この 地 で の 戦い は 絶え な い の だ 


の 城 を 狂 台 に 繰り 広げ られ る 戦い 
_ グル ー デ ィ オ 城 


ee 
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集団 戦 な ら で は の 戦 賠 が 火 公 を 散ら す 


地の利 を 生か せる か が 
勝利 の カギ を 提 る 


攻 域 戦 な ら で は の 戦い 方 を いか に 活用 で きる か に よっ 
て 、 人 数 以上 の 戦力 を 発揮 する こと が で きる 。 そ ん な 特 
殊 ス キル を 発動 する 場所 や 、 各種 ト ラッ プ の 設置 場所 が 、 
各 城 に は 用 意 さ れ て いる 。 また 、 そ の 活用 方 法 も 、 攻 め 
る 側 、 守 る 側 それ ぞ れ の 立場 で 異な る 。 お 互い の 利 を 指 
揮 官 が 発揮 で きる か どう か 。 そ ん な と ころ に も 、 大 人 数 
プレ イ な ら で は の 楽し さ が 盛り 込ま れ て いる の だ 


ー2 時 間 に お よぶ 長き 戦い を 制す る 一 


攻 域 戦 が 始ま る と 、 防 衛 側 の キャ ラ に は 盾 
マー ク 、 攻 域 側 の キャ ラ に は 剣 マ ー ク が 表示 
され る 。 城内 に は 「 聖 物 保管 所 」 と いう 場所 
が あり 、 攻 域 側 の 血盟 主 の み が 、 この 前 で 「 支 
配 者 の 刻印 ] と いう スキ ル を 使用 可能 。 一 定 
時 間 の 交感 (支配 権 を 移動 する 行為 ) に 成功 
する と 、 血盟 主 は 新しい 城 の 主として 認め ら 
れ 、 城 主 が 交代 。 攻 域 戦 開 始 か ら 2 時 間 が 経 
過 し た 時 点 で 、 最終 的 に 城 を 占領 し て いる 血 


盟 が 城主 と な る 仕組 みた 
勝利 条件 ・ 攻 域 側が 聖なる 物 と の 交感 に 成 
人 で 2 
「 支 配 者 の 刻印 を 使う 較 を 灯り 返し 、 最終 的 に 交感 に 成功 
し た 血 串 が 、 新 た な 城主 と し て 
も 迎え 入れ られ る の だ 
攻 城 戦 の 終了 時 間 に 和 
城 を 占拠 し て いる 放 う は 城 の [事物 保管 


す 


交感 に は 約 3 分 ほど の 時 間 を 要 
する 。 こ の 間 を 狙っ て 、 防 御 側 は 半 
交感 を 阻止 する こと に な る 。 こ う 
し て 2 時 間 に お よぶ 戦い が 展開 
この 聖 物 保管 所 こそ 、 攻 域 戦 に お 
ける 最も 激戦 エリ ア と な る 
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_ 攻 城 戦 を 熱く する 仕掛 け の 数 々 


攻 域 戦 に お いて 、 防 御 側 は お も に 「 億 兵 」 と 「 城 門 ] 
と いう 要素 が 重要 に な る 。 一 方 の 攻 域 側 に は 「 ゴ ー レ 
ム 」| と いう 召喚 スキ ル が 頼も し い 味 方 と な っ て くれ る 
これ ら を 使い こなせ る か どう か に よっ て 、 戦 局 の 行方 
が 大 きく 変わ っ て いく こと は 間違い な い 


敵 の 侵入 を 防ぐ 
[ 備 兵 シス テム 」 


る よう に な る 。 こ うし た 攻 
城 戦前 の 下 準備 が 、 勝 負 の 


侵 剛 者 の 行く 手 を 遊 る 
強 周 な | 城門 城 硝 


城門 も また 、 重 要 な 提 点 
の 1 つ 。 城門 お よび 城壁 は 
HP を 持ち 、 そ の 分 だ け 敵 
の 攻撃 に 耐え られ る 。 ふ だ 
ん か ら こ の 城壁 を 強化 し て 
お く こ と も 、 城主 の 役目 だ 


ドワーフ (ウォ ー ス ミス ) 
の 召喚 スキ ル に よっ て 、 巨 
大 な ゴー レム を 呼び 出す こ 
と が で きる 。 攻 域 戦 に お い 
て ドワーフ は 、 重 要 な 役割 
を 担う こと に な る 


起死回生 の 機会 を 
生み 出す [ゴー レム 」 
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仲間 の た め な ら 命 を 賭し 
て も 溢 ! …。 血盟 と 
は 本 来 * 絆 で 結ば ざれ て 
いる も の 。 仲間 の 決意 は 、 
行動 や 言動 か ら 、 モ ニタ ー 
越し で も 感じ られ る は 


Chroniclel 


支え 合う 仲間 が いる 喜び 


この 世界 で 生き て いく た め に 絶対 欠か せな い 、 プ レイ ヤー 同 
士 の 絆 、 こ れ を ゲー ム 中 で は 「 血 盟 ] と 表す 。 こ の 血盟 が も 
た ら す 、 さ まさ ざま な 絆 の か た ち を 追っ て いく 。 


LINEAGE 


同じ 世界 に 生き る プレ イヤ ー た ち を 
絆 で 結び つけ る [血盟 」 シ ステ ム 


血 器 だ か ら 味 わ え る 
冒険 の 楽し み が あ る 


血盟 主 と 、 多 数 の 血盟 員 に よっ て 構成 され る 「 血 盟 」 
この シス テム に よっ て 、 気 の 合う 仲間 た ち が 集 い 、 血 盟 
チャ ッ ト で お し ゃ べり し た り 、 一 緒 に パー ティ を 組ん で 
遊ぶ と いっ た 、 充 実 の ひと 時 を 過ごす こと が で きる 。 さ 
ら に 注目 は 「 血 盟 ]| に レベ ル が 存在 する 点 だ 。 こ の レベ 
ル ア ッ プ は 、 メ ン バ ー の 協力 な くし て 達成 する こと は で 
き な い 。 1 つの 目標 に 向かっ て 団結 する 喜び が ここ に ! 


創設 当初 は 10 人 まで メン バー を 集め る こと 
が で きる 血盟 。 レ ベル 上 げ や 攻 域 戦 を 通じ て 、 
血盟 その も の を 大 きく し て いく 。 血盟 スキ ル 
の レベ ル を 上 げ て いけ ば 、 最大 40 人 も 加入 で 
きる よう に な り 、 や れる こと も 増え る 


レベ ルト 上げ や 
クエ スト に 挑む 


同じ 血盟 に 加入 し て いれ ば 、 ほ か の 
血盟 メン バー が ログ イン し て いる か ど 
うか も ひと 目 で わか る の で 便利 。 気心 
の 知れ た 仲間 と と も に 行動 すれ ば 、 置 
険 の 楽し きも また ひと し お 。 レ ベル 上 
げ や クエ スト に 出かけ て みよ う ! 


4 血 器 は 、 レ ベ 
ル 10 以 上 の キャ 
ラ で あれ ば 、 誰 
で も 作成 可能 

作る こと は 簡単 
な の だ が 1? 


| 
| ば は た 
レベ ル | 主 に で きる こと | 4 、 婦 城 戦 に 
0 | 血盟 の 創設 | チャ レン ジ し て みる 
血盟 倉庫 の 管理 攻 域 戦 に 参加 する に は 、 な ん ら か の 
アジ ト の 管理 血 喘 に 所 属し て いる 必要 が ある 。 た と 
え 血 盟 ス キル が 低く て も 、 仲 間 と と も 
に 腕 識 し 」 そん な 遊び 方 が で きる の 
も 血盟 な ら で は 。 長き 冒険 生活 の 中 で 、 


攻 城 戦 参 加 
同盟 の 締結 自分 に ビッ タリ の 血盟 を 見 つけ よう 


1 
ど 
3 正 盟 紋章 の 登 録 
4 
5 


血盟 の 拠点 と な る [アジト 」 


血盟 メン バー た ち が 集 う 、 い わ ば マイ ホー ム と も い 
うべ き 場 所 が アジ ト で ある 。 こ の アジ ト は 、 グ ルー デ 
ィ オ 城 の 村 、 グ ルー ディ ン 村 、 デ ィ オ ン 城 の 村 の 3 カ 
所 に 計 12 戸 が 建て られ て いる 。 アジ ト を 手 に 入れ れ ば 
より よい 血盟 ライ フ が 過ごせ る こと は 間違い な い 。 そ 
し て 、 ア ジ ト を 持つ こと は 血 器 に と っ て 1 つの ステ イ 
タス 。 そ ん な 区 沢 な 血盟 ライ フ を 目指 し て みよ う 


アジ ト 内 で HPSMP が 回 復 する 


・ ア ジ ト 専用 テレ ポー ター が 
使え る よう に な る 


・ 落 札 する 必要 が ある 
アジ ト 使 用 料 を 払わ な けれ ば な ら な い 


みん な で 狩り 場 へ ドワーフ が 集まれ ば 
ひと っ 飛び !! 合成 工場 に !? 


アジ ト を 所 有する 血盟 員 は 、 ア ジ ト 専用 テレ ポー ター を 利用 する こと アジ ト 内 で は 、HP & MP が 回 復 率 が アッ プ す る と いう 特典 付き 。 こ 
が で きる 。 村 の 広場 や 入口 付近 に 飛ぶ の は も ちろ ん 、 近 く の 狩り 場 へ も の MP 回 復 機能 を 活用 すれ ば 、 ウ ォ ー ス ミス な どの ドワーフ が 、 効 率 よ 
飛べ る と いう 、 う れ し い 機能 も アリ 。 こ れ は 、 レ ベル 上 げ な どの 際 、 血 く ア イ テ ム を 製作 する の に も っ て こい 。 ア ジ ト の 維持 に 支払 う 使用 料 は 
盟 員 みん な で 行動 する と き に も 役に立つ は ず だ 。 た だ し 、 テ レポ ー ト 機 高め だ が 、 こ うし た アイ テム 製作 な どの 使い 道 が 確立 され れ ば 、 血盟 の 
能 を 活用 する た め に は 、 利 用 料金 が 必要 。 ま た 、 血 盟 1 つ に つき 、 城 か た め の 資金 も じゃ ん じゃ ん 稼げ る よう に な る は ず 。 こ の 点 も 楽し みな と 
アジ ト ど ちら か 1 カ所 を 所 有する こと が で きる 。 た だ し 、 ア ジ ト の 維持 ころ 。 ち な み に 、 ア ジ ト 使用 料 は 1 週間 ご と に 微 収 され る の で 、 支払 い 
に は それ な り に お 金 が か か る こと も 覚え て お きた い 。 そ の た め 、 メ ン バ を お 忘れ な く 。 未納 に な る と 、 残 念 な が ら ア ジ ト を 追い 出さ れ て し まう 
ー み ん な で 協力 し て 経費 を 分 担 す る こと も 欠か せな い の だ 。 そ ん な アジ ト 運 営 に も 、 血 盟 の 団結 力 が 問わ れる の だ 


ア 
ジ 
ト 
区 
理 
人 


= 
他 の 血 器 と 同 器 or 敵対 

血盟 スキ ル の レベ ル を 5 まで 上 げ る と 、 和 血盟 同 士 で 
同盟 を 結ん だり 、 そ の 逆 に 宣戦 布告 する こと も で きる 
同盟 は 一 緒 に 協力 し て 、 血盟 仲 間 と 同様 に 助け 合っ た 
りす る 。 逆 に 宣戦 布告 を する と 、 そ の 血盟 メン バー と 
は 敵対 関係 に な る 。 そ うな る と 、 街 中 で 出 会 お う も の 
な ら 殴 り 合 い に 、 な ん て こと も で きる 。 こ うし た グル 
ー プ 単位 で の 交流 も 用 意 さ れ て いる と ころ が 、 こ の ゲ 
ー ム の 魅力 の 1 つ 。 血盟 スキ ル を レベ ル ア ッ プ さ せ た 
ら 、 ぜひ と も そん な 楽し み 方 も 試し て みて ほし い 


ふだん は 仲の いい 血盟 メ 
ン バ ー と 決 関 場 で 対決 は い 
か が 7? 経験 値 を 減ら さす 
に PvP が 楽し め る の で 、 
仲間 の 実力 を 試し て みた い 
時 に は も っ て こい 


己 の 実力 を 決 賠 場 で 競う 


LINEAGE][ 


最 
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の 
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ンス 
人 六 
タ 
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まごう こと な き 世 界 最 
強 の モン スタ ー が 、 つ 
い に そ の 凶暴 な 姿 を 現 
し た ! 大 陸 全 土 の プ 
レイ ヤー の 英知 を 結集 
させ て 、 い ざさ アン タラ 
ス に 挑む べし ! 


世界 を 脅かす 巨大 モン スタ ー 現 


全て の モン スタ ー の 中 で 最も 恐ろし い 存在 と され る 
ドラ ゴン 。 そ の 中 で も 、 大 陸 の は る か 奥地 の 洞窟 に 潜 
む 地 竜 ア ンタ ラス が 、 深 い 眠 りか ら 目 を 覚まし た 。 「 ギ 
ラン の 災い 」 と 呼ば れ 、 恐 れ ら れ て いた この ドラ ゴン 
に 、 命 を 賭け て 挑む 冒険 者 は いる の だ ろう か 


果たし で て コイツ が 
倒す 術 は ある の か 


ーー ミニ トコ 、 ょ 
ー 巨 大 な 力 に 立ち 向かう 面白 き を 体験 せよ ー 

アン タラ ス の 襲来 に 危機 感 を 抱い た アデ ン 
王国 は 、 ア ンタ ラス 討伐 を 計画 。 勇猛 な 冒険 
者 を 集め 、 大 規模 な 討伐 隊 を 編成 し よう と し 
て いる 。 腕 に 覚え の ある プレ イヤ ー は 、 ぜひ 
と も 志願 し て みる べき だ ろう 

アン タラ ス を 見 て 驚か され る の は 、 そ の 体 
の 大 き さ 。 プレ イヤ ー キ ャ ラ と 比較 すれ ば 
その 大 き さ は 一 目 瞭 然 。 攻 城 戦 と は また ひと 
味 違う 、 組 織 的 な 戦い が 要求 され る の だ 


この 洞窟 の 中 へ と 進む た 
め に は 、 特 定 の クエ スト を 
クリ ア し て アン タラ ス 討伐 
の 資格 を 得る 必要 が ある 
脅威 的 な 疫 だ け に 、 討伐 資 
格 も 簡単 に も ちら えな い ? 


ヤツ の ね ぐら 
| アン タラ ス の 本 処 」 


巨体 を 振り 回 し て 暴れ る 
アン タラ ス 。 そ の 大 き な 足 
で 踏ま れ よ う も の な ら 、 即 
死 は 間違い な い だ ろ う 。 こ 
れ ほ どの 敵 に 、 プ レイ ヤー 
た ち は ど う 挑 む の か !? 


人 洞窟 の 奥 か ら つ い に 
その 姿 を 現し た アン タ 
ラス 。 画面 奥 に 見 える 
プレ イヤ ー た ちと の 大 
き さ の 差 は 、 あ まり に 
も 大 きい 


仲間 と の 連携 が 勝機 を 生み 出す 


LINEAGE 


[Chronicle2」 以 降 の 世界 


すでに 次 の アッ プ デ ー ト 時 期 が 発表 され 、 さ ら な る 進化 の 可能 性 が 見 えて きた 「 リ ネー ジュ II|。 
ここ で は 、 ひ と 足 お 先 に さら な る 新た な 世界 を 見 て いこ う 。 
広がり 続け る 冒険 シー ン に 、 プ レイ ヤー の 期待 は 高まる ば か り !! 


さら な る 進化 を 送 げ る 


前 出 の 開発 者 イン タビ ュー で も 語ら れ て いた よう に 、 
次 の アッ プ デ ー ト で は プレ イヤ ー た ちの 足 と な る 乗り 
物 が 用 意 さ れ て いる 。 飛行 船 や ワイ バー ン と いっ た 、 
大 空 を 飛べ る 乗り 物 が 登場 する と いう か ら 楽 し みな と 
ころ だ 。 こ こ で は 、 ワ イ バ ー ン や スト ライ ダー へ 成長 
を 遂げ る こと が 明らか に な っ て いる 「 ハ ッ チ リン 」 の 
可能 性 に つい て 、 ク ロー ズ ア ッ プ し て みた い 


か el で みろ 楽し み E 生 み だ す 


今後 導入 され る 新 要 来 
ー 今 後 必 入 さ れる 新 要素 一 
第 1 段階 現 段階 で は 、 ペ ッ ト 的 を 役割 と 同等 の ハッ 
々 チリ ン 。 だ が 、 通 常 の ペッ ト と 大 きく 異な る 
バツ チリ ン の が 、 そ の 進化 の 可能 性 だ 。 今後 の アッ プ デ 
ao ー ト に 備え て ハッ チリ ン を 育て て お こう 


特定 の 条件 を 満た すこ と 
で 、 プ レイ ヤー キャ ラ を 乗 
せる こと が で きる スト ライ 


大 き な 議 と 小さ い 体 が と ダー に 進化 。 高い 機動 力 は 、 


っ て も キュ ー ト な ハッ チリ 攻 域 戦 で その 威力 を 発揮 し 

ン 。 てく て くつ いて 歩い て て 大 活躍 する !? 

くる カワ イイ 次 に 、 心 礁 わ 

れる プレ イヤ ー も 多い は ず 

だ が 進化 を 遂げ る と …… 
さら に 成長 を 遂げ る と 、 
つい に は 大 空 へ 羽ばたく ワ 革 界 に 6 体 存在 する 
イ バ ー ン へ と 次 を 変え る 世界 6 体 條 在 する 
プレ イヤ ー を 背中 に 乗せ 、 最強 の ドラ ゴン た ち 


キア PT な ん と 世界 最強 の ドラ ゴン も 、 多 数 追 

: 加 さ れる | 地 電 アン タラ ス を 含め た 、 

第 3 段階 6 体 の ドラ ゴン が いずれ は 姿 を 現す と い 

、 う の だ 。 し か も 各 ド ラゴン は それ ぞ れ 属 

ワイ バー ン 性 が 異な る た め 、 そ の 倒し 方 も 、 ド ラコ 
ン ご と に まっ た く 変 わる と いう 


Information 


LINEAGE 1 


イン フォ メー ショ ン 


東京 ・ 大 阪 で 開催 され た テス ター イベ ント 「 リ ネー ジュ II テス ター カン ファ レン ス 」。 
オフ 会 の よう な 雰囲気 の 中 で 行わ れ た その カン ファ レン ス の 様 に 加え 、 
リネ ー ジ ュ I」 の 関連 情報 を まとめ て お 届け し て いく 。 


200 人 の テス ター が 集結 ! 
「 リ ネー ジュ II テス ター 
カン ファ レン ス in TOKYO」 


5 月 29 日 、 都 内 某所 に て 開催 され た 「 リ ネー ジュ I テス ター カン 
ファ レン ス in TOKYO」 に は 、 オ ー プ ン ペ ー タ テス ター200 名 が 参加 
し た 。 こ の 日 は 、 キ ャ ラク ター の 平均 レベ ル 、 職 業 人 気 ラ ン キ ング 
と いっ た オー プン ペー タテ スト の 報告 が 行わ れ た 他 、GM( ゲ ー ム マ 

ー) の 障 野 永 衛 氏 に より 「 攻 城 戦 ] に つい て の アド バイ ス な ど 
も 行わ れ た 。 ま た 、 会 場 で は 同じ サー バー の プレ イヤ ー が 集まり 、 
短い 時 間 な が ら オ フ 
会 を 楽し む 場面 も 見 
られ 、 イ ベン ト は 終 
始 賑わっ て いた 。 


質疑 応答 で は 、 テ スタ 
ー の さま ざま な 要望 も 、 
運営 サイ ド ヘ ダイ レク ト 
に 届け られ た 


ー 周 + 


に に 1 2 半 に いい ペリ 


の き 光 中 租 革 法寺 選 一 一 


人 る 約 200 名 の テス ター が 参加 し た 東京 の カン ファ レン ス 。 ビ ジネス チー ム マ ネー ジャ ー 越 知 雄一 氏 に より オ 
ー プ ン ペ ー タ テス ト の 状況 報告 が 行わ れ 、 参 加 テ スタ ー の 視線 が スク リー ン に 向け られ た 


大 阪 で も テス ター カン ファ レン ス 開 催 


大 阪 で も 6 月 6 日 に カン ファ レン ス 
が 開催 され 、500 人 の 応募 者 の 中 か ら 
抽選 で 200 名 の テス ター が 参加 し た 。 
こち ら で は 、 特 別 が スト と し て グラ 
フィ ッ ク チ ー ム リー ダー で ある ファ 
ン ・ チ ョ ルン 氏 、 イ ラス トレ ー タ ー 
の ジョ ン ・ ジ ュ ノ 氏 が 出席 し 、 こ れ 
まで に 公開 し た イラ スト に つい て 解 
説 。 グラ フィ ッ ク が 大 き な 技 力 の 「 リ 
ネー ジュ 』」 だけ に 、 参加 者 も 興味 
津々 で ジュ ノ 氏 ら の コメ ント に 耳 を 
傾け て いた 。 ま た 、 こ の 日 初 公開 と 
な る イラ スト が 用 意 され 、 参 加 者 は 
強い 関心 を 寄せ て いた 。 


人 スク リー ン に 映し 出さ れ た それ ぞ れ の イラ スト の 内 容 に 
つい て 、 フ ァ ン 氏 と ジュ ノ 氏 が コメ ント 。 


これ で 「 リ ネー ジュ II」 が 
快適 に 遊べ る ! 
現在 、「 リ ネー ジュ I」 の 快適 な プレ イ 環 
境 を 提供 する 推奨 デス クト ッ プ PC、 ノ ー ト 
PC、 お よび グラ フィ ッ ク カ ー ド が 発売 され 
て いる 。 それ ぞ れ の 製品 に は 、「 リネ ー ジ ュ 
T エ スタ ー タ ー キ ッ ト 」 が 付属 する 他 、 デ スク 
トッ プ PC、 ノ ー ト PC に は オリ ジ ナ ル 壁 紙 な 
どの 特典 も 用 意 さ れ て いる 。PC の 買い 替え 
を 検討 し て いる 人 、 な ら び に 快適 な プレ イ を 
求め て いる 人 は 「 リ ネー ジュ 推奨 の 各 製 


リネ ー ジ ュ I 推 奨 HP Compaq 
Desktop d330MT オ リ ジ ナ ル モ テ ル 


価格 : 139. 800 円 (税込 ) 
販売 元 : 日 本 ヒュ ー レ ッ ト ・ バ ッ カ ー ド 


品 に 注目 だ リネ ー ジ ュ I 
ama ス ター ター キッ ト 
クロ ニク ル 1 


戦乱 を 略 ぶ 者 た ち 


4 パッケージ 版 の 「 リ ネ 
ー ジ ュ I』 スタ ー タ ー キ ッ 
ト 」。 ゲ ー ム クラ イア ント 
CD-ROM、 ス ター ティ ン 
グ ガ イド (マニュアル) 、 
30 日 間 無 料 プ レイ チケ ッ 
ト が 同 欄 さ れ て いる 


支 日 本 ヒュ ー レ ッ ト ・ バ パッ カー ド 
公式 ホー ムペ ー ジ アド レス 
http://welcome. 


hp.com/country/ 
jp/ja/welcome.html 


※ モ ニタ ー は 別売 り で す 


リネ ー ジ ュ I 推 奨 グ ラッ フィ ッ ク カ ー ド 
ELSA GLADIAC FX 935XT 
ELSA GLADIAC FX 736 256MB 
ELSA GLADIAC FX 736 12BMB 
価格 : オ ー ブ プン 

販売 元 : エ ル ザ ジャ バン 
広 エ ル ザ ジャ バン 5 
公式 ホー ムペ ー ジ アド レス 


http://Www.elsa- 
jp.CO.jp/ 


リネ ー ジ ュ I 推 奨 Endevor 

NT 7100pro オ リ ジ ナ ル モ デ テル 
価格 : 616. 300 円 (税込 ) 

販売 元 : エ プ ソ ンダ イレ クト 
エ プ ソ ンダ イレ クト 
公式 ホー ムペ ー ジ アド レス 
http://Wwww.epSondirect.CO.jp/ 
products/rmodel/lineage.asp 
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